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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　雲厚く草木も眠ねむる丑うし三みつ時どき。グランマーセナル帝国、帝都シューペリアは静せい寂じやくと溶とけるような漆しつ黒こくとに包み込まれていた。

　貴族、富ふ豪ごう、高級官かん僚りようといった貴き賓ひん層が暮らす上層区の高級住宅街。

　その、とある屋や敷しき。

　わずかに切れた雲間から、月の明かりが降り注ぐ。

「いたぞ、あそこだ!!」

　警察隊の隊長の声により、敷地内に持ち込まれた探照灯が一いつ斉せいに館やかたの屋上へと向けられる。

　警笛が響ひびき渡わたる中、闇やみを切り裂さく照明の中に浮うかび上がったのは、深しん紅くの仮面を付けたある一人の男。その肩かたに担かついだ大きな袋ふくろの中身こそ、盗ぬすみ出された金銀財貨に違ちがいなかった。

《そこまでだ!!　貴様は完全に包囲されている!!　大人しく投降しろ!!》

　拡声器より投げかけられる言葉に……男は、光を遮さえぎる手の平の下、眼下の官憲を嘲あざ笑わらうかのように口元を歪ゆがめて見せた。

「はっはっ!!　はあっははははははは……!!」

《貴っ様ぁッ!!　何がおかしいッ!!》

　そんな警察隊の頭上目め掛がけ、屋根の上より、彼は落らく雷らいのように言葉を浴びせかけた。

「自由を求める私の戦いに終わりなど無い!!　貧しき者たちに寝ねる場所がある自由!!　着る物に困らぬだけの自由!!　日に三食のパンを食べることができる自由!!　即すなわち、この世に生まれた全すべての人々に本来与あたえられるべき、真の自由!!　それを求めて戦うこの私を、国に飼い慣らされた不自由な貴様たちにどうして捕とらえられようか!!」

　男の立つ屋根の左右より、警官の小隊がにじり寄る。

「今だ、かかれぇっ!!」

「くっ!?」

　仮面の男は、屈くつ強きような数人がかりの警官に完全に捕つかまったかに見えた。

　しかし……。

「こうなってはやむを得まい……！　とうっ!!」

　勇ましい気合いと共に、彼が集団の中より躍おどり出る。

「なっ……!?」

「脱ぬげたっ……!?」

「ということは、まさかッ……!?」

　屋根の上の小隊が手の内に残った仮面の男の衣い装しようより、恐おそる恐るその男の方へ視線を移したとき……敷地内にいる、事の成り行きを見守っていた女性警官や屋敷のメイドたちから、ひどい悲鳴が上がった。

《馬ば鹿かな……!!　全ぜん……裸ら……だとッ……!?》

「っふ!!　ふははっ!!　はあっはははははははははははははっ!!」

　夜の帝都に響くは不敵の哄こう笑しよう。

「そうか……！　そう！　そうなのだ!!　これこそ……！　これこそが、自由……!!」

　拳こぶしを握にぎり締しめ、叫さけぶ。

「我こそは自由の騎き士し!!　皇帝に伝えるがいい、不自由なる国家の犬共よ!!　我ら自由の騎士は、全ての民たみに真の自由がもたらされるまで戦い続けるとッ──!!」

　そして仮面の男は、大きな袋から取り出したマントを颯さつ爽そうと身に着けると、屋根の勾こう配ばいを真っ逆さまに駆かけ下りた。

「とうっ!!」

《馬鹿なッ！　飛んだというのか!?……全裸でッ!!》

　自由の騎士を名乗った男は、まるで背に翼つばさでも持つかのようにマントをはためかせ、夜の空を飛ひ翔しようしたのだ。

「真の自由は、地面という束そく縛ばくすら必要としないのだ!!　さらばだ、諸君!!　はっはっはっ!!　はーっはっはっはっはっはっ……!!」

　再び暗雲が月を覆おおい隠かくし。

　自由の騎士と名乗った怪かい盗とうは、深い闇の中へとその姿を消したのだった──。
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　日中。皇帝の執しつ務む室。

「陛下。皇帝陛下」

「……」

　ネオシスは執務机で種々の書類に目を通し、別の書類をめくっては照らし合わせ、時折サインをしていた。

「ネオシス陛下」

「……」

　ネオシスは虫けらのような少年の些さ細さいな雑音に目を向けるどころか顔も上げず、黙もく々もくと仕事を続ける。

「グランマーセナル帝国皇帝ネオシス・ロエリス・エルスタッド・マジスティア陛下」

「……」

　無論、瑣さ末まつなことであれば優ゆう秀しゆうな大臣、官僚に任せることも出来る。それでも国の方向を決める項こう目もくには出来うる限り目を通す。ネオシスは、それが国家元首の最低限の勤めであると肝きもに銘めいじていた。

「ダディ？」




　ごがっ!!




「誰だれが貴様の父親だ!!　貴様のような息子むすこを持った覚えは私にはないっ!!」

　その怒ど声せいだけで多くの側近たちが震ふるえ上がる中、真新しいたんこぶすら気にせずマヒロは書類を差し出した。

「僕だって南部のこんな片かた田舎いなかで生まれた覚えはありませんので、早いところこれのサインをください。サインを」

「……貴様も大たい概がい丈じよう夫ぶだな。我が拳けんをまともに喰くらって起き上がるとは」

「不条理に殺そうとしない分だけ、ミスマルカのメイドたちより安心できるもので。さ。早いとこ、スラスラっと」

「待て、何の書類だ」

　もう無視する方が面めん倒どうになったネオシスは、その束を奪うばうようにして目を通す。

「中原領・ヴェロニカ間における街かい道どうの整備計画、魔ま物もの対策費用の見直し、新規教育施し設せつの建設と、各種事業職員の統合及および専門家の拡かく充じゆうに関するものです」

「結構あるな」

「では街道整備に関するものだけ、取り急ぎお願いします。七領家がかなり強気で出てきているらしく、現場が陛下の後ろ盾だてを求めています」

　皇帝はその書類にのみ、慣れた手付きでペンを走らせマヒロに突つき返した。

「……ふん。仕事は出来るようだな」

「あっちの書類をこっちに持ってくるだけですので。子供でも出来ることです」

「当たり前だ」

「ちっ」

　マヒロが聞こえるように舌打ちするが、ネオシスもまた、わかって憎にくまれ口を言っていた。

　それをただ持ってくるのが難しいのだ。

　直じき訴そでもあるまいに、この部屋に直接だ。しかも、それも毎回というのではない。ネオシス自身が目を通しても、確かに可か及きゆう的てき速すみやかなる対応が求められる案件があったときだけ、こうして無理にでも割り込ませてくる。

　その分別ある有能さが小こ癪しやくなのだった。

「この宮きゆう殿でんにいて三食を食べているのだ。クソガキはクソガキらしく、ガキの使いくらい出来てもらわねば困る」

「はいはい」

「待て。これは却きやつ下かする」

　ネオシスは束に紛まぎれ込ませてあった一枚だけ、突き返した。

『中原領政務官大使寝しん室しつの装そう飾しよくにかかる案件』

　わざと難しく書いてあるが、要するにマヒロの部屋のドアにかかっている、『没ぼつ落らく王子ここに眠る』のプレートに関してである。

「……ちゃんと目を通しているのですね」

「愚おろか者め。この私を試ためしたつもりか？」

　言うと、図星を突かれたようにマヒロが唇くちびるを歪ゆがめた。

　してやったりという気分で、ネオシスは続ける。

「過去の歴史を紐ひも解とけば、王や大臣といった者たちの怠たい惰だ、怠たい慢まんにより国民の不満を招き、終しゆう焉えんへと辿たどっていった国々は多い。私も優秀な家臣たちのことを信じてはいるが……多くの民を預かっているのは、他ほかでもないこの私だ。全てを任せっきりにするわけにもいくまい」

　残るマヒロが持参した他の書類はひとまず脇わきへ。最前まで見ていた資料に、ネオシスは視線を戻もどす。

「陛下」

「なんだ王子」

「あなた個人のことは気に入りませんが、あなたの支配者としての姿勢には賛辞を送る思いです。だというのに、貧ひん富ぷの歪ひずみは埋うまりませんか」

　ネオシスは書類をめくる手を止め、視線を上げた。しかしマヒロは責める目でも、責める声でもなかった。

　持つ者と持たざる者の問題。こればかりは国の大小を問わぬことを、若いなりに理解しているのか。

　ペンを走らせながらネオシスは答えた。

「……確かに、難しいな。旧文明の時代においてもそれを標ひよう榜ぼうしたはずの共産主義は資本主義に淘とう汰たされ、人々が人々のために行った民主主義でさえ、それはほとんど叶かなわなかったと聞く」

　実際、それを焼き直したはずのゼピルム共和国においても貧富の格差は埋まることなく、二年前の地方独立を促うながす結果となった。

「周辺国の事情もあるでしょうけど、イスルギの立ち上げたノーテスカ市民国も、現在は経済的な問題に苦しんでいるようですね」

「ライン会戦よりは、どこの国も苦しいというのが実情だろう」

　経済とは、取引する相手がいて初めて成り立つシステムだ。その相手は多ければ多いほど豊かさが増し、安定化へ向かっていく。それが戦いくさによって、分断される。取引先が少なくなれば、その分、発展性も乏とぼしくなる。

　帝てい国こく領内ではうまく回っていても、それはあくまで帝国という枠わくの中での話。その枠を超こえることは難しい。極きよく端たんな話、大陸南部の豊かな農作物と加工食品を共和国へ、共和国の良質な鉱物と工業製品を帝国へ……という流れが出来るだけでも、発展の可能性は見み違ちがえるほど高まるだろう。

「突とつ然ぜん何を言い出すかと思えば……貴様も新聞を読んだクチか」

「読みますよ。新聞くらい」

「当たり前だ」

　その言葉に、マヒロがまた顔をしかめる。

　実は今、帝都の巷ちまたで少し話題になっていることがあった。謎なぞの怪盗が裕ゆう福ふくな貴族の屋や敷しきを襲おそい、奪った富を貧しい者たちや、身寄りのない子供たちを育てている教会などに分け与あたえているらしい……と、大衆紙が面おも白しろおかしく書き立てているのだ。

　国家元首であるネオシスとしては、どうせ捕つかまるまでの話だろうと達観することも出来たが……あまり騒さわぎが大きくなるようであれば、それは貧富の差から生まれた極端な歪み、民衆の間に広がる不満のサインと見なければならなかった。

「国としては、何か対策を？」

「怪盗とやらの調査は進めさせている」

　素っ気ないネオシスの返事に、マヒロは肩かたを落としながら言った。

「……そんな対たい症しよう療りよう法ほうではなく、根本治療も視野に入れた方がいいのでは？」

「帝都のことより、中原のことを考えるのが貴様の仕事だ。用事が終わったのならさっさと帰れ」

「じゃあこれにサインくれよクソオヤジ」

「ぐっ……」

　と声を吞のみ込み、ネオシスは堪たえ忍しのんだ。

　マヒロが差し出したのは、先ほど突き返したばかりのドアプレートの件。

「ふん……そのように呼べば私が怒いかりに我を忘れ、勢いでサインするとでも思ったか？」

　ネオシスが勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべると、マヒロは憮ぶ然ぜんとなった。

「……あのねぇ陛下。いい加減子供じゃないんですから、あのようなイジメじみた嫌いやがらせはそろそろやめたらどうですか、って言ってるんですよ？」

「はっはぁ！　それが我が軍門に下った没落王子の、大陸一偉えらい皇帝陛下に対する口の利きき方か？　多た忙ぼうなこの私にどうしてもお願いしたいことがあるのなら、それ相応の頼たのみ方というものがあると思うのだが？」

　にやにやにやにや。

「こっ、のっ……！　いいトシこいた辺境の成り上がり風ふ情ぜいがっ……！」

「んん～？　なんだ、よく聞こえんぞ？　いついかなる時も冷静沈ちん着ちやくを求められる一大帝国の偉い大だいな皇帝陛下は、貴様のようなクソガキになじられたくらいで一々腹を立てはせんのだ。わかったらさっさと帰るがいい、没落王子の眠ねむる部屋にな」

「奥方全部と不ふ倫りんするぞてめえ」




　どかーんっ!!




　机が爆ばく発はつするように舞まい上がり、書類は紙かみ吹雪ふぶきのように舞い散り、マヒロは猛もう然ぜんと逃にげ出した。ネオシスは猛然と追いかけた。
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　そんなうららかな、ある日の午後。

　三姉妹はティールームで、いつものように一つのテーブルを囲んでいた。

　テーブルにはその日出たばかりの新聞各紙。そうして三人でお茶を飲みながら、国の内外を問わず世相について語る。

　元々はシャルロッテが退たい屈くつしのぎに新聞を持ち込み始めたのがきっかけだったが、今となっては、自由に表に出られないお姫ひめ様たちの、世間を知るためのちょっとした勉強会にもなっていた。

「今日も平和でいいことですね」

　シャルロッテは新聞めくって紅茶を一口。

　ユリカは窓の外を見ながら嘆たん息そくした。

「そうは言っても、外交上は戦争状態。見せかけだけの平和」

　ルナスは別な意味で肩をすくめる。

「冷戦状態であっても武力行使されぬ以上、平和は平和です。平和過ぎて退屈もいいところです。何かほどほどに面白い事件でも起きないものでしょうか」

　と……、ルナスが手にした『帝都シュポルト』。『謎の怪かい盗とう、現る!?』なる見出しが躍おどっていた。要点を搔かい摘つまむと、帝都に最近、強きを挫くじき弱きを助く義ぎ賊ぞく気取りが出しゆつ没ぼつしているということだった。それ自体は下々の噂うわさとなる何週間か前から耳にしていたことだが、ルナスは記事を読み進める。




『……このように当局は捜そう査さ上の守秘義務を盾に、一方でまた現場に居合わせた被ひ害がい者しやとその関係者も、我々の取材に対して一様に口を噤つぐんだのである。唯ゆい一いつわかったのは、その怪盗は「赤い仮面を付けていた」ということだけだ。

　だが、少し待って欲しい。通常このような場合、当局は一いつ般ぱんに広く目もく撃げき情報を求めるために犯人の情報を開示するものだ。また加害者への憤いきどおりに駆かられた被害者は、事実とは違った思い込みまで口早にまくし立てるものである。その勢いは、我々取しゆ材ざい陣じんをして記事のために要約するにも困難なことがあるほどだ。

　既すでに三件の金品強ごう奪だつを成功させている今回の怪盗をして、人々にそのように黙もく秘ひさせる理由とはいかなるものなのか？　今回は特集記事として、帝都シュポルト取材班の憶おく測そくを社説として幾いくつか紹しよう介かいしたいと思う。』




（ふむ……相変わらずここの新聞は面白いな）

　新聞としては大いに破は綻たんしているのだが、帝都で一番人気があるというのは頷うなずけるし、ルナスは気にせず読み進めた。




『憶測１・怪盗と被害者は顔見知り説

　編集部の会議室で最初に出てきた説がこれである。狙ねらわれたのは、いずれもその名を知られた名家ばかりだ。いかに貧しい人々を助けるためだとしても、身内から犯罪者を出したなどというスキャンダルは避さけたいところだろう。

　だが関係筋への取材によれば、被害にあった三つの家にはそれほど親密な結び付きがあるわけではないようだ。であるならば、生き馬の目を抜ぬく昨今の社交界で他家の失態をその他の家が庇かばい立てする理由がわからない。我々庶しよ民みんの与あずかり知らぬところでの密約が交かわされているのか、それとも……？』




（……ふむ）

　最もありきたりな推論であった。一般的なところでは、金が流れたというものだろう。不ふ祥しよう事じを隠かくし立てするための口止め料というやつだ。もう少し複雑であれば……それらの家同士に近々縁えん談だんや、大きな商談があり、内々にことを収めることにした、などもあろう。一番ありそうで、一番つまらない真実とも言える。




『憶測２・怪盗の志を汲くんだ説

　方法はどうあれ、結果として貧しい人々に食事と衣服がもたらされたことは事実である。なんと被害に遭あった家に対し、ある教会の子供たちから「この鉛えん筆ぴつで一いつ生しよう懸けん命めい勉強します」などのお礼の手紙が届いたという話もある。

　遊ぶ金欲しさの犯行であれば誰だれしも堪たまったものではないが、未来を担になう子供たちの笑顔と引き替かえとなればどうだろうか？　元より裕福な被害者たちからすれば微び々びたる金、あっぱれな志と謎の怪盗を大目に見たとあれば、帝都でも近年希まれに見る美談であろう。

　確かに窃せつ盗とうは許されざる犯罪行こう為いだ。だが栄はえある我らが帝都にも、一部でスラム化の兆きざしが現れ始めていることは事実である。そして我々は同じ帝都に暮らす者として、その事実から目を背そむけることは許されない。ひょっとしたらこの事件は、他ほかならぬ我々にこそ何かを問いかけているのかも知れない──。』




（なるほど……）

　ルナスは思った。たとえばいま自分が手にしているティーカップ。これ一つでも、教会にいる子供たちの服を一通りは揃そろえられる額だろう。中身の紅茶にしても、茶葉の一匙さじが一家の一晩の食事代くらいになる代しろ物ものだ。そのように裕福な被害者にとっては持ち腐ぐされ程度の金が、過程はどうあれ寄付として使用された。

　一方でルナスは、それ以上には思わなかった。仮に自分の鎧よろいを金銭に換かえて人々に分け与えたところで、それはただその日の食事となって消えるだけだ。それ以上のものはもたらさない。恐おそらく問題はそういうことではなく、もっと根本的な社会の仕組みや何かだ。そしてそれを変えるのは、軍人の自分の仕事ではない。その問題が法制度によるものか、経済的な問題によるものかは自分は知らないが、それに関してのエキスパートはいる。

　自分の仕事は、そうした富める者も貧しき者も全すべて含ふくめて、帝国臣民を外的な暴力から守ること。あるいはその全てをより豊かにするために、必要とあれば進軍し、侵しん略りやくし、蹂じゆう躙りんし、闘とう争そうすることなのだから。




『憶測３・ヒントは赤い仮面？説

　関係者から辛かろうじて聞き出せたのは、謎の怪盗は赤い仮面を付けていた、というものだけだ。これは果たして何を意味するのだろうか？　議論も行き詰づまった深夜二時、ここである編集者から思わぬ憶測が飛び出した。

　怪盗はただ赤い仮面を身に付けていたわけではなかった。実は、赤い仮面しか身に付けていなかったのである。だから他に証言のしようがなかったというのだ。

　まさかそのような変質者にいいように金を盗ぬすまれたとあっては名家の名折れ、取り逃がした警察も信用問題どころではないだろう。

　さすがの帝シュポ編集長も、これには思わず苦笑い。』




　ルナスは思わず噴ふき出し、腹を抱かかえて笑い始めた。

　ユリカが目を丸くする。

「……どうしたの、ルナス」
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「あははっ、ユリカ姉！　うふふ、やはりここの新聞は馬ば鹿かですね……！　よかったらユリカ姉もどうぞ。この記事です」

　ルナスはユリカへと新聞を手て渡わたした。

　仮面しか付けていなかったということはだ、要するにあれだ。うふふ。よくそんな馬鹿なことを思い付くものだ……。

　そんなことを思うルナスの右で、ユリカが赤い瞳ひとみを動かしながらティーカップに口を付ける。さすが、普ふ段だんから活字に慣れ親しんでいるだけあって読むのは速く、件くだんの場所へ視線が差し掛かかったところで……。

「ぶふっ!?」

　噴いた。

　そして飲みかけた紅茶に重病人の如ごとくむせ返った。

「ははっ、どうです！　さすがのユリカ姉も大笑い……」

　ルナスは言いかけたのだが、よく見るとユリカの顔は笑っていなかった。むしろ、どこか青ざめてすらいて、鬼き気き迫せまる形相ですっくと立ち上がる。

「ユリカ姉……？」

「急用を思い出した」

　いつも歩くのも億おつ劫くうそうな下の姉が珍めずらしく、すったすったと大おお股またに部屋を出て行く。

「あ、ユリカ姉……」

「……何よ、どの記事ですって？」

　その時にはシャルロッテが、帝シュポを手に取っていた。

「あ、ああ……それです。その謎なぞの怪盗のところです」

　上の姉も、普段から書類仕事に慣れているだけあって読むのは速かった。速かったのだが。

「……。」

「どうですシャル姉、面おも白しろいでしょう!?　盗みに入った先となれば敵陣も同然です。まさかこの世界のどこに、敵のど真ん中で全ぜん裸らになる馬鹿がいるのかと……！」

　ね？　でしょ？　と無む邪じや気きな同意を求める下の妹に対しシャルロッテは言葉に迷い、その視線は自然と困こん惑わくと哀あわれみが入り交じったものとなる。

「……シャル姉？」

「え……？　ああ……ええと……うん。そうよね。全くふざけた話だわ。もう」

　さすがのシャルロッテも、なんとか、そう言葉を紡つむぐのが精せい一いつ杯ぱいだった。まさかとは思ったが、そのまさかをこともなくやってのけるのがあの王子だ。そしてまさかとは思うのだが、もし仮にこの怪盗の正体が〝彼〟であったなら……場合によっては、冗じよう談だん抜ぬきで帝てい国こくが瓦が解かいする。

　そんなシャルロッテの心情を知らず、ルナスは半ば反省の色で言った。

「あ、ああ……。姉上たちのように上品だと、つまらない話でしたか。ユリカ姉もそれで怒おこったのでしょうか？」

「ええと、うん、そうみたいね。ほら、あの子って意外と夢見がちなところがあるから。ユリカには私から言っておくから、あなたはもう少しここでゆっくりしてなさい」

　と、シャルロッテが席を立つ。

「いえ、だったら私からユリカ姉に謝るのが筋というものです。一いつ緒しよに……」

　立ち上がろうとしたルナスの肩かたに、シャルロッテは優やさしく手を置いた。

「……ちなみにルナス」

「はい？」

「もしも……。もしもの話だけどね。自分の陣地にそういう完全無欠のアホが現れたら……あなただったらどうする？」

「それはもちろん殺しますが……それとも、殺し方の問題という意味ですか？」

「ええ、聞いてみたかっただけよ。ここで座って待ってなさい」

「あ……、はい」
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　すったすったすった。

　ユリカが中庭に面した回かい廊ろうを足早に進んでいると、ちょうど向こうからボロ雑ぞう巾きんのような身なりをしたマヒロが、歩行のリハビリさながら壁かべに手を突つき歩いてくるところだった。

「あ、これはユリカ様……ごほっ、ごほっ。珍しくお散歩ですか……？」

　すたすたすたすたすた。

「貴様かッ!?」

　声と同時に、ユリカはマヒロの胸むなぐらを摑つかみ上げ、壁にぎゅうと押し付けた。

「ちょ、待ってくだざい!?　なんですか!?　なんなのですかいきなり!?」

「帝都を騒がす賊ぞくの正体は貴様かと聞いている……！」

「は!?　は!?　なっ、なんのことか……、さっぱり……！　息っ……！」

　普段から物静かな第二皇女が、その赤い瞳に怒いかりを宿すなど滅めつ多たにあることではない。その場に遭そう遇ぐうした者は、長く宮きゆう廷ていに仕えている者たちでさえ遠巻きのまま目を見張っていた。

「吐はけ。噓うそをつけば針千本飲ませるぞ」

　その手には、先せん端たん部分がキラキラと黒光りする暗黒生命体。

「それはハリセンボンじゃなくてウニです!!」

「シラを切るか貴様……！」

　ユリカがマヒロの口目掛けてウニを持ち上げたそのとき、慌あわてた様子のシャルロッテが通路の角に現れた。

「お待ちなさい、ユリカ！」

　しかしユリカは最も早はやマヒロしか眼中になく、その眼中でマヒロは泡あわを食ってかぶりを振ふるばかり。

　捜さがしていた二人がすでに抜ぬき差しならぬ状じよう況きようであるのを見たシャルロッテは、長いスカートを両手で摘つまんだお姫ひめ様走りで、

「お姫様キック！」

　横合いからマヒロの無防備な脇わき腹ばらを蹴けり飛ばした。

　勢い、ユリカの手から外れたマヒロが通路を転げ回る。

「げふっ、がはっ、ごほっ……」

　蹴られた痛みにじたばたとのたうち回るマヒロへ、シャルロッテは心配そうにしゃがみ込んだ。

「まあ大変、マヒロ王子。こんなにボロボロになって、きっと熱射病ですね。体調が良くないのに無理に歩き回るから……ユリカもそれで怒ったのでしょう？」

「……えっ。いや、私は」

　コンッ、とシャルロッテはユリカの向こう臑ずねにゲンコツの硬かたい部分を当てた。飛び上がりそうなほど身をすくめてから、ユリカは首しゆ肯こう。

「はい、きっとそのはずですシャルロッテお姉様。私は王子が倒たおれそうになったので支えてあげたと思う」

「そういうわけですから医務室へ参りましょう、マヒロ王子」

　シャルロッテはマヒロの腕うでに肩を入れて、立ち上がらせた。

「は？　いや、確かについ数分前に陛下に死の淵ふちまで追い詰つめられましたがそれ以外は至って健常……」




　ドフッ!!




　電光石火にして零ゼロ距きよ離り、スカート下からの不可視のお姫様お膝ひざキック。

「さあ参りましょう、マヒロ王子。あとユリカも」

　突とつ如じよ死にそうなほど顔色の悪くなったマヒロを引きずっていくシャルロッテ。その後ろを人形のようについていくユリカを見送った宮仕えの人々は。

「ああ、さすがシャルロッテ様はお優しい……！」

「かつての敵国の王子にも、あのように分け隔へだて無く手を差し伸のべられるとは！」

　陶とう然ぜんと感動を顕あらわにしていた。

　ユリカは倒れそうになったマヒロを支えてあげたものの、お姫様だから看護の仕方なんて知らなくて当然だ。それを見かねたシャルロッテが走ってきて何かしたように見えたが、そもそも遠巻きだから一いつ瞬しゆんすぎてよく見えなかったし、結果的にマヒロ王子を介かい抱ほうしてあげたことに異論を挟はさむ余地はない。

　見たことに関して言えば、常識的にそうとしか考えられなかったものの……誰だれかが呟つぶやいた。

「しかし……ユリカ様が最初、賊の正体がどうとか言っていたのは？　なんだったのだろうか」

「そういえば……」

「賊……」

「賊って……？」

「……まさか例の、赤い仮面の怪かい盗とうのことか？」

「「「……。」」」

　疑いようのないお姫様たちのことはさておき、元敵国の王子のことについては……。




　　　　◆




　シャルロッテは両手を腰こしに当て、大きな溜ため息いきを吐いてからユリカに言った。

「ったくあんたときたら、あんな往来のど真ん中で凶きよう器き出すお姫様がある？　下町のケチなチンピラだってもう少しうまくやるでしょうに」

　そのケチなチンピラに倣ならったかのように人気のないこの場所は、不ふ審しん者は誰であれ近付くことの許されぬ皇族の居住スペース……の、裏庭の物もの陰かげ。ちょっとした間ま違ちがいや何かが起きても、安心で安全な一画だった。

　ユリカはユリカで、臆おく面めんなく言い返す。

「でも姉上。あの記事が事実だとしたら、ルナスのためにも一刻も早く対処しなければいけない問題」

「それは私もわかっています。でも事実だとしたら、これはもうルナスだけの問題じゃないわ。帝都どころか、帝国の存亡をかけた一大事なのよ」

　え……、とユリカが瞬まばたき一つ。

「ほら、わかってないのはあんたの方じゃないの。とにかくコトは慎しん重ちようを要するのよ」

　その横合いで、マヒロは小さく挙手。

「さっきから……げほっ……、なんの話ですか？」

「これ、読んだ？」

　シャルロッテは冷たい視線と共に、新聞記事をマヒロへ突き付けた。

「……ま～た帝シュポですか。で、帝都の危機ですか」

　マヒロも書類仕事のスキルは高いだけあり、ざらざらと活字に目を通していく。少しの間、シャルロッテとユリカがその様子を注視していると、やがてマヒロが顔を上げた。

「はぁ。社説で憶おく測そくとか相変わらず正気じゃありませんが……これが何か？」

「あんたじゃねーの？」

「……は？　何を根こん拠きよに」

　ガッ、とシャルロッテはマヒロの胸ぐらを摑み上げた。

「憶測３のとこ、仮面しか付けてなかったの部分！　要するにマッパってことでしょうが!?」

「そんなの言われなくてもわかりますよ！　皇女様がマッパなんて俗ぞく語ご知ってることの方が驚おどろきですけど！」

　マヒロは一息してから、しかめ面つらして言った。

「……僕は今でこそこんな田舎いなか帝国の配下に身をやつしていますが、夜中に？　街中で？　ストリーキング？　どこをどう辿たどったらいやしくもミスマルカ王朝の末まつ裔えいであるこの僕がそんなド変態野や郎ろうに結びつくのですか。憶測とはいえ実際いるなら顔を見てみたいものですよ、ねえユリカ様？」

　ＨＡＨＡＨＡと爽さわやかに笑ったマヒロが振り返った刹せつ那な、パリン。

　ユリカが見せようとした手鏡が、勢い余ってマヒロの顔面で砕くだけ散ったのだ。

「顔はやめなさいユリカ。ボディ、ボディ」

「つい」

　姉し妹まいの視線は冷たい。

　マヒロはガラス片へんを払はらってから首を傾かしげた。

「……本当に僕を疑っているのですか？」

「あんた前科があるでしょ。ユリカがいた頃ころのライン要よう塞さいで。マッパーマンだっけ？」

　ユリカは嫌いやそうに首を横に振った。

「姉上。ゼンラーマン」

「……あんたもそんな辛つらい思い出なら早く忘れちゃえばいいのに」

「辛くはない。虫むし酸ずが走るだけ」

　そのような目をしたユリカが、次にマヒロを見ると……彼は、小さく笑っていた。

「……そんなこともありましたね、そういえば」

「貴様、まだとぼけるつもりか……」

　問い詰めようとしたユリカを、シャルロッテは片手で制する。

　マヒロの様子が少しおかしい。

「忘れていたわけ？」

「まあこのところ忙いそがしかったので。でも思い出しました。もちろん、覚えています」

　これはいつものマヒロではないと、シャルロッテは悟さとった。彼は芝しば居いを打つ。言い逃のがれもする。でもそれは概がいして、自分や周囲が盛り上がる方向へするものだ。

　それが今は素す直なおに認め、この空くう虚きよな笑え顔がおというのは……半ば、いらぬ引き金を引いてしまったことを理解しつつも、シャルロッテはいつものように尋たずねる。

「で。覚えているなら、私たちの言いたいこともわかるわよね？」

「ゼンラーマンは死んだのです」

　それは……妙みような言葉であったが。

　噓や冗じよう談だんを言っている風ではなかった。

「死んだ？」

「ええ。あれは……そうですね。なんというか、あの頃の僕が考えていた、理想のヒーロー像だったのです」

「全ぜん裸らが……？」

　胡う乱ろんな視線を向けるユリカに、マヒロは素直に頷うなずいた。

「まだ連合というものができたばかりの、あの頃。戦争、政治、魔ま物ものといった問題が山積する中……難しい顔をしてあれはダメだ、これはダメだ、あれが悪いこれが悪い。僕が父上と共に参加していた連合の会議は、そればっかりでした。明けても暮れてもそればかりです。希まれに建設的な意見が出たかと思えば、ではそれが立ち行かなかった場合の責任の所在は、となります。僕も……ガキはガキですが、ただのガキではないつもりだったので、会議とはそういうものだと理解はしていました。全員の言っていることは正しく、だからこそ結論が出ないものなのだと」

　一息。

「ですが……ガキはガキなので、暇ひまにかまけてあるとき思ったのです。そんなシリアスな問題を裸はだか一つで解決し、その滑こつ稽けいな姿に、誰も彼もの真しん剣けんな顔が笑顔になる。強いのに裸で、馬ば鹿かだけど問題を解決してくれる。そんなヒーローがいたら、さぞかし楽しいだろうな……と。誰もがそんなユーモアを理解してくれるような世界になったら、素敵なことだろうなと」

　シャルロッテは腕うで組ぐみをして嘆たん息そくした。

「……なるほどね。まあ、わからなくはないけど」

「姉上」

　すごい形相で何か言いたげなユリカを、まあまあとシャルロッテはなだめた。

　気に入ったのは、問題を解決するの部分ではなく、みんなが笑顔になるの部分だった。

　難しい顔をしているのは愚おろか者だけ、という言葉がある。ユーモアとは高こう尚しような精神活動であり、数千年の有史を見み渡わたしても笑顔を否定する倫りん理りや学術的根拠は存在しない。旧文明の崩ほう壊かいと共に失われただけかも知れないが、あったとしたら、それを啓けい蒙もうした人物は愚か者なのだろうとシャルロッテは思う。

　そして同時に、それは、とてもマヒロらしい発想だとも思った。彼は芝居も演技もするが、それは笑ったり笑わせたり、怒おこったり怒らせたりする、プラス方向の活発な精神活動のために限ってだ。悲しませたり落ち込んだ気持ちにさせたりするような、つまらない騙だまし方はしない。

　だから自覚がないのだろうが、今の、この空っぽなマヒロの笑顔は……芝居や演技ではないのだろう。

「実際楽しかったですしね、あの頃は。ミスマルカ王国というこれといった特とく徴ちようもない、平和だけが取り柄えだった弱小国家に各国からの元首と代表団が訪おとずれ、無む駄だに広かっただけの城が毎日賑にぎやかで、城下の往来を大勢の勇者とその仲間たちが闊かつ歩ぽして。そして……だから僕は」

　強がるような笑顔は、まるで空から威い張ばりだった。

「父上を見返し、難しいシリアスな顔で大陸の未来を憂うれえる勇者共を嘲あざ笑わらうために、ヒーローとなったのです。僕が理想とする、僕自身のヒーローに」

　そのときには、ユリカでさえ感じ入ったように真しん摯しな眼まな差ざしになっていた。

「……それが、あのときの選せん抜ばつ試験」

「そうです」

　シャルロッテは腕組みしたまま、興味半分に聞いた。

「それで？　笑顔にはできたの？」

　マヒロはあっさり、首を横に振ふる。

「誰だれも笑顔にはなりませんでした。大勢に心配と迷めい惑わくをかけただけで、怒られ、叱しかられ、それだけのことです。要するにガキのすることだったのです」

　それは予想し得うる中でも最悪の、最もつまらない返答だった。そんな落らく胆たんを表に出すでもなく、シャルロッテは一言。

「……だから死んだ？」

「そうです。あなたたちが証明したのではありませんか。ユーモアでは暴力には勝てないと」

　そのときだけ、マヒロは笑った。蛇へびのような目で。皮肉げに唇くちびるを吊つり上げて。

「僕が笑おうとした大勢の方が正しかったのです。人々が危き惧ぐした通りに取り返しの付かぬような戦せん闘とうが起き、冗談では片付けられぬほどたくさんが死に、勇者たちは散り散りに国を去り、見返すべき父はもうこの世にはおりません。これ以上、僕に、何を、どうふざけろと？」

　なるほど。

　これこそが、占せん領りよう当初のルナスが内ない憂ゆうしていたマヒロなのだろう。余計な引き金を引き、必要もない地じ雷らいを撃うち抜ぬいたことを感じ、シャルロッテは小さく肩かたを落とした。同じ印象を受けたらしいユリカも、困ったような視線を寄こす。

「姉上……」

「そうね。じゃあ……」

　シャルロッテが言いかけたときだった。

「マヒロ！　姉上たちもこんなところに！」

　背後から聞こえたルナスの声に、シャルロッテはユリカと一いつ緒しよになってぎくりと身をすくめた。
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「どうも様子がおかしいと思って捜さがしてみれば！」

　怒おこり顔で歩み寄ってきたルナスは、母が我が子を庇かばうようにマヒロを後ろから抱だきすくめ、二人の姉から遠ざけた。

「これは私の戦利品だと、何度も言ったはずです！」

「ええ、ああ、うん。はい」

　しどろもどろなシャルロッテの返事。

　ユリカもコクコクと頷き理解を表す。

「それはもちろん、わかっている」

「では私のマヒロに何の用ですか！」

　えーと……。

　二人の姉は少しの間、顔を見合わせた。

　ユリカが箝かん口こう令れいを敷しいたため、ルナスは要塞での出来事を知らないのだ。教えるわけにもいかない。だからこの件の本当の経けい緯いは伝えることができない。

「……姉上。もういっそ、本当のことを」

　囁ささやき声で言うユリカの肩に腕を回し、シャルロッテはルナスから背を向ける。

「あんた、この一年でマヒロがどれだけ中原に対して便べん宜ぎを図はかってきたかわかってる？　本当のことを話すでしょ。するとルナスがマヒロを見限るでしょ。そうなるとマヒロはもう、皇室との繫つながりはなくなるのよ」

　ようよう、ユリカの表情にも危機感が浮うかび始める。

「……中原領の、地位と権力の低下に直結する」

「そういうこと。それでなくてもせっかくあなたが今まで口を封ふうじてきたことを、あの馬鹿正直なルナスが黙だまっていられるはずがないわ。真実が内外に知れ渡ったら、他の地域の領主が黙っちゃいない。せっかく安定した中原が貴族連中の食い物にでもされてみなさい」

　マヒロという求心力を失った中原は、いくらでも危あやうくなる。そして危うくなった際には、今までのようにマヒロに頼たよることはできないのだ。帰属意識の薄うすい一帯、主義思想はどうあれ、簡単に不ふ穏おん分子の巣そう窟くつになるだろう。

「何をこそこそやっているのですかシャル姉！　全く、お前もお前だマヒロ！　こんなにボロボロにされるまで黙っていて、男として恥はずかしくないのか!?」

　抱きすくめられたままなので、耳元に怒ど鳴なられたマヒロは耳鳴りに顔をしかめた。

「いや、ボロボロなのはまた別な理由がありまして、姉上たちについては……」

「わかりました、ルナス」

　やむを得ない、といったようにシャルロッテは向き直る。

「全すべて話します。これを見なさい」

「……先ほどの新聞ではありませんか。これとマヒロの間に、一体何の関係があると」

「この怪かい盗とうの正体が他ほかでもない、マヒロ王子なのではないかということです」

　はわわと口に手をやったユリカが、ルナスとシャルロッテの間に視線を往復させる。

　ルナスがきょとんと、腕の中のマヒロを見る。

「そうなのか？　マヒロ」

　どうしたものかという顔で、マヒロは首を傾かしげた。

「そんなはずがありません」

「そうでしょうか」

　マヒロに喋しやべらせる間を与あたえぬよう、即そく座ざにシャルロッテは切り返した。

「第一に、貧しい人々に施ほどこしをするという犯行の動機。お優やさしい王子様の評判通り、マヒロ王子は中原領の統治政策についても福ふく祉し関連を重要視する傾けい向こうにあります。公的に手の届かない帝てい都との窮きゆう状じようを憂えた王子が、実力行使に出ることは充じゆう分ぶんに考こう慮りよに値あたいする可能性です」

「しかし……」

「第二に」

　ルナスの声を遮さえぎり、一方的に続ける。

「当局による捜そう査さ情報の隠いん匿とく。これは新聞の推測通り、よほど身分の高い者がこの事件に関かかわっていると見るのが妥だ当とうでしょう。衰すい退たいしたミスマルカ王朝の末まつ裔えいとはいえ、マヒロ王子は王族です。それもかつての敵国の……だからこそ先日のバクターヌ公のときのように、マヒロ王子を利用しようと考える輩やからは多いはず」

「では……金銭ではなく、何らかの不穏当な取引が交かわされたと？」

　ルナスの言葉に、シャルロッテは首しゆ肯こうした。

「口くち封ふうじをするだけの金があるなら、最初からそれを施せばいい話でしょう。それに関連して第三に、怪盗という反社会的なシンボルを英えい雄ゆう視させることは、我が帝国政府を悪と見立てることに繫がります」

　シャルロッテは扇おうぎを口元に、マヒロへと静かに流し目した。

「……このところ従順なマヒロ王子ですが、我々に従属したわけではなく、あくまでもミスマルカ本国と中原諸地域の安定化のためだったとしたら？　それが概おおむね果たされた今だからこそ、こうしてささやかながら叛はん逆ぎやくの狼煙のろしを上げるに至ったとは考えられませんか？　帝都という中央のみの混乱は、これもバクターヌ公の企くわだてた狙ねらいと合がつ致ちするものがあります」

「……それは……しかし……」

　理責めに口くち籠ごもるルナスの腕の中、マヒロはマヒロで呆あきれたような目をしていた。

「よくもまあそんなこじつけを本人の目の前でペラペラと思い付くものですね」

「国家の安あん寧ねいを預かる者として、全ての可能性を検討することは最低限の義務です。白状するのであれば今のうちですよ、マヒロ王子。今ならばまだ、取り返しは付きます」

「だから僕じゃありませんってば」

「そのような子供の言い訳を聞くつもりはありません。こちらはこちらの考える理由を伝えたのですから、あなたは犯人があなたではないという理由を答えなさい」

「そんな危ない橋を渡るくらいなら中原充あての予算からちょろまかした金でもばらまきますよ。よっぽど安全かつ簡単に、遥はるかに多額を工面できます」

「その答えは大人過ぎです」

　本当にマヒロが動くとすれば、やはりそれくらい考えるだろうとはシャルロッテも思っていた。まあ先に挙げた理由は、単にルナスに真実を隠かくすためのカモフラージュだ。

　マヒロもそれには触ふれず、続ける。

「そもそもこの件に限っては単純な貧ひん困こんが問題なのではなく、国家に充分にある富の配分がうまくいっていないことが根底にあるのでは？　寄付が悪いとは言いませんが、僕の立場であればそんな埒らちの明かない自転車操業よりも、皇帝陛下に直じか談だん判ぱんする方を選びますよ」

「……直じき訴そするのか？」

　と、ルナス。

「もうしましたよ」

　と、ボロボロの服の裾すそを摘つまんだマヒロ。

「違ちがう!!」

　と、一階の出窓が開き、ネオシスが身を乗り出した。おぉ……、と振り返る娘むすめたちに、ネオシスは声こわ高だかに弁舌する。

「貧富の差については、そこな凡ぼん骨こつに言われるまでもなく私も憂ゆう慮りよしている！　そこのそれがそのように見み窄すぼらしい姿となったのは、事もあろうに我が妃きさきたちと不義をするなどとのたまったからだ！」

「「「……。」」」

「えっ、いや、ちょっ、違います。違いますってお嬢じよう様さま方。綺き麗れいな奥さんばっかりで羨うらやましいなっていう表現を、遠回しに、かつ端たん的てきに一言で表しただけで、さすが陛下は男としての器うつわが違いますよね」

「当たり前だゴミ虫が。この私を貴様などと比べられると思ったか」

「てめえが死んだら絶対全部余のものにしてやるからなせいぜい長生きしとけ田舎者が」

　そろそろよく見る光景になってきたので、娘たちは顔を見合わせて溜ため息いき一つ。

　代表してシャルロッテは言った。

「それでお父様は、なぜこのようなところに？　まだ執しつ務む中なのではありませんか？」

「うむ、そうだったのだが、宮中で少し聞き捨てならぬ噂うわさを耳にしたのだ。巷ちまたを騒がす賊ぞくの正体こそ、そこの曰いわく言い難がたい何かなのではないか……という話をな」

「「「「……。」」」」
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　噂というものだけは物理法則が当てはまらず、光より早く伝でん播ぱする……というような格言がある。会話くらいしか娯ご楽らくのない宮きゆう殿でんという閉へい鎖さ空間では尚なおのこと、それが反射し、反はん響きようして増ぞう幅ふくされるも一いつ瞬しゆん。要するにあのときのユリカの不用意な発言が火種となり、火種があれば煙けむりも立ち、燃え盛さかるも容易たやすいことなのであった。

　誰だれが言い始めたか……最前シャルロッテがルナスを言いくるめるために述べたもっともらしい理由は、やはり誰しもの思うところのようで。宮中ではそれがほぼそのまま、マヒロが疑わしいという確証にすら昇しよう華かされてしまっていたのである。

「本当によろしいのですか、陛下？」

　腰こしまで届く絹糸のような金きん髪ぱつを揺ゆらし、皇帝の執務室へ参じた尋じん問もん官の名はアークセラ。グランマーセナル帝国が誇ほこる天てん魔ま七将の一角、氷将の座を占しめる美び丈じよう夫ふであった。

　その男へ向けて、ネオシスは冷たく言い放つ。

「構わん。恐おそらく通常の尋問では口を割るまい」

　マヒロは小さく挙手して言った。

「通常の尋問ではない時点で拷ごう問もんのような気がしてならないのですが。そしてなぜ僕はパンツ一丁なのか」

「貴様はどうせ風か邪ぜなど引くまい」

「遠回しになんて言った、おい」

　そんなやりとりに、アークセラはくすりと微笑ほほえんだ。

「なるほど。噂には聞いておりましたが、ペルグルンでお会いした頃ころより随ずい分ぶんとお元気になられたようですね。マヒロ王子」

「おかげさまで、その節はどうも。それで、何をするつもりだ？　言っておくが僕は過去、単純な殴おう打だはもちろん、火責め、水責め、自白剤ざいや自白魔ま法ほうを数限りなく受けた経験がある。生半可なもので首を縦に振ふると思うなよ」

「もちろんです」

　突とつ如じよ。

　アークセラは身に纏まとうローブをはらりと脱ぬぎ捨てた。腰こし巻まき一枚。薄く汗あせに濡ぬれた肌はだは白磁の如ごとく妖あやしく輝かがやき、鍛きたえ上げられた肉体は古代ギリシャの彫ちよう像ぞうのような壮そう麗れいさであった。

　ルナスはユリカに聞いた。

「……何が始まるのです？」

「ぶっちゃけ、拷問」

　嫌いやそうな顔を隠さないユリカに、シャルロッテは泰たい然ぜんと言った。

「王族たるもの、多少の汚きたないことには耐たい性せいを付けておきなさいな」

　アークセラが静かに口にする。

「ウォーム・アップは済んでおります、陛下」

「よし、始めろ」

「よくない！　待て待て待て待てなぜ脱いだんですかこの人!?　しかもなんでモナリザみたいな穏おだやかな微び笑しようを浮うかべているんですか!?　来るな！　来るなー!?　アッ──!?」

　そして……尋問が始まった。

「ぎゃあああああああっ!?」

　アークセラは組み付いたマヒロの上半身を引き絞しぼり、マヒロは辛かろうじて自由な手の平で弱々しくアークセラの体をタップする。

「ギブ！　ギブギブ！」

「残念ながら王子、これは試合ではないのでギブアップは存在しないのです……よっ」

　アークセラは背筋を伸のばしたまま、上半身の体重を後ろへ。マヒロの肋あばらが、肩かたが、首が、腰が、軋きしみという名の悲鳴を上げる。

「のおおおっ！　なぜ魔法屋がこんな高度な関節技わざをっ!?」

　その名はアブドミナル・ストレッチ。あたかも蔦つたか蛇へびが絡からまるような様子からグレイプヴァインとも、コブラツイストとも呼ばれる高等サブミッションである。

「魔ま導どう師したる者は鍛え得うる全属性を修得し、遍あまねく弱点を克こく服ふくすべし……マルチプル理論の提唱者であるこの私の技術は、魔導師最大の弱点である近接戦における刀とう剣けん術、さらには武器を佚いつした際のこうした零ゼロ距きよ離り格かく闘とう術にまで踏ふみ込んでいるのですっ……！」

「剣も魔法もあれだけの腕うでを持ちながら、なお修練を怠おこたらないとはさすが先生、武人の鑑かがみだ……！」

　拳こぶしを握にぎり、素す直なおに感かん嘆たんの声を上げるルナス。やっぱりこの子どっかズレてるなーと、妹を横目にする姉二人。

「うひょああああああ!?」

　執務室に響ひびき渡わたるマヒロの悲鳴を冷めた表情で聞き流しながら、ネオシスは問う。

「さあ吐はけ！　賊の正体は貴様ではないのか!?　いま吐けば命くらいは免めんじてやるぞ！」

「ノゥッ！　余は無実である！　というか明らかに拷問だろこれぇえええっ!?」

「おや、王子は旧文明の古いにしえから伝わるプロレスリングというスポーツをご存知ではありませんか？」

「知ってるが!!」

　ネオシスは首肯した。

「そう、これは決して拷問などという野や蛮ばんなものではない。日ひ頃ごろ中原領について世話になっている貴様から話を聞くついでに、たまにはスポーツで汗を流してもらおうという粋いきな計らいに過ぎんのだ」

　ユリカは隣となりの姉へ呟つぶやいた。

「なぜ父上はキリッとした顔でこちらを見たの」

　シャルロッテは答えた。

「パパは拷問をするような野蛮人とは違うんだよ……ということを娘たちに伝えたいのでしょう」

「体ていの良すぎる解かい釈しやくだなおおおおおおいぇええええええええっ！　おういえっ！　お、ぉほう、いえすっ！」

「まだ無む駄だ口ぐちを叩たたく余よ裕ゆうがあるか！　ええい、生なま温ぬるいわ！　アークセラよ、締しめ上げろ！」

「ははっ、陛下」

　アークセラが素早く手足の位置を組み替かえる。

「のほあああああああああっ!?」

　最も早はや素人しろうと目には、何がどうなっているかも判別できぬほど。

　蔦や蛇以上に複雑な体勢の名はオクトパス・ホールド。またその洗練された幾き何か学がく的美しさからは、卍まんじ固がための異名も持つ形であった。両手て脚あしをしてもたらされるその苦痛は、上半身のほぼ全域にわたるという恐るべきものだ。

　ルナスが呟く。

「なるほど、旧文明の人々は皆みなこのような体術を身に付けていたわけか……」

　妹のずれた発言に頭痛を抑おさえながら、ユリカがシャルロッテに呟く。

「汚いというか、いっそグロい」

「確かに一方的な試合展開は虐ぎやく待たいと変わりないわね。金返せって言われるレベル」

　ともあれ。

　ぎりぎりとアークセラの腕に、脚に、腹筋に、背筋に力が篭こもる。膂りよ力りよくはそのまま、イコールでマヒロの苦痛へと変へん換かんされる。

「ひぎいいいっ!?」

　半ば裏返った悲鳴に妖しい微笑を浮かべたアークセラは、薄うすい唇くちびるを小さく舌なめずりした。

「フフ、さすがは王子様だ、良い声でお啼なきなさる……！　仕事とはいえ、私のいけない心がうっかりエレクチオンしてしまいそうですよ……！」

「え!?　なに!?　この人怖こわい!?　そういう人なのですか!?」

　恐きよう慌こう状態へと陥おちいり始めたマヒロへ、アークセラは言った。

「何か勘かん違ちがいしておられませんか？　私は間違っても同性愛者などではありません。純じゆん粋すいに少年愛好癖へきなだけです」

「余計タチ悪いわ!!」

「フフ、口の悪い王子様にはお仕置きが必要なようです……！」

　ぎりぎりぎりっ！

「ノオォーッ！　ノォホオオオオッ！」

　ルナスはユリカに尋たずねた。

「少年愛好癖とはなんです？」

「男の子大好きって事」

　もうなんだか投げやりに答えるユリカの言葉に、シャルロッテは思う。

（キャスティもあの先生に引き取られなければねぇ……）

「折れる！　砕くだけるぅ！　わかった！　わかりました陛下！」

「言う気になったか？」

「女性の尋問官であれば話すかも知れません！　できれば女の子！　胸の大きい女の子！」

　この苦境にありながらワクワクと目を輝かせているマヒロを、ネオシスはまるっきり信用していない目で見下して。

　控ひかえの間に向けて二回、手を打った。

「お呼びでございますか、陛下」

　エーデルワイス参上。




「全部僕がやりましたあああああああッッッ──!!」
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「……はい。全部僕がやったような気はしているのですが、何分記き憶おくがあやふやなもので……」

　叱しかられたガキ大将のように正座で肩を落とすマヒロを、じ、と見やってからエーデルワイスはネオシスへ告げた。

「白かと」

「見ただけでわかるものなのか」

　ネオシスの言葉を、エーデルワイスは肯こう定ていした。

「疚やましいところがあるならば、わたくしを目にした時点で死に物狂ぐるいで河向こうへの亡命を図はかるはずです。それにしてはこの場を脱だつしようという野心すら見受けられません」

　何だかんだで乳う母ばにして教育係である。

　身なりを整えたアークセラの方も、小さく肩をすくめた。

「恐れながら私も同感です、陛下。マヒロ王子からは、何かを隠かくし通そうとする使命感のようなものが一いつ切さい感じられませんでした」

「……そうか。この害虫を追放する良い口実になると思ったのだが」

「わたくしにお任せ下されば、犯行の一挙手一投足まで証言させることもできますが」

　エーデルワイスのしれっとした言葉に、マヒロはガタガタと震ふるえながら、千切れよとばかり首を横に振ふる。

　ネオシスは小さく嘆たん息そくして席に着いた。

「空の証言だけを得ても意味はない。真犯人が帝てい都とを騒さわがせている限りはな」

「では僕は冤えん罪ざいということでいいですか？　いいですね？　じゃあそろそろ謝罪と賠ばい償しようの話に移りませんか？　おう？」

「調子に乗るな。貴様が犯人だという証しよう拠こは無いが、貴様が無実だという確証もまだ見付かってはいないのだ。実行犯ではなくとも教きよう唆さした可能性も否定はできん。我が国への報復という観点から、貴様に疑わしい背景があることは明白なのだ」

「そりゃお前んとこの軍隊がうちの国を侵しん略りやくしたせいだろうがっ!?」

　実行犯とは、つまり怪かい盗とうの正体がマヒロ本人であった場合だ。一方、教唆とは、マヒロが誰だれそれをそそのかしてそのような犯行に至らしめた場合を言う。

　そうなれば新聞記事の憶おく測そくのように有力貴族と取引した。あるいはそこに第三者的に介かい在ざいした。名うての盗とう賊ぞく団にオファーを出した……など、可能性は無限に広がり始める。

「一番の問題は……」

　椅い子すに掛かけたネオシスは片手で頰ほお杖づえ、片手の指で執しつ務む机を叩いた。

「そのような噂うわさが、この宮きゆう殿でん内でまことしやかに囁ささやかれているということだ。真相がどうであろうとも、事実として貴様の信用が失しつ墜ついしかけている。悪評がエスカレートすれば、中原領との関係悪化にも繫つながりかねん。それは貴様も本意ではあるまい」

「……ぐぬぅ……、それは……」

　マヒロは小さく唸うなりながら項うな垂だれ、大きな溜ため息いきをついた。

「でも真ま面じ目めな話、僕ではないのですよ」

「私も同感です」

　ルナスが一歩前へ出た。

「マヒロは無茶なこともやりますが、つまらないことはしない男です。父上はこの者を婿むこに選んだ私の目さえ疑われるのですか」

「まだそのような世よ迷まい言ごとを言うのか！　こんな虫けらが婿だなどと、私は断じて認めるつもりはない！」

「ならばそのように国家を惑まどわす奸かん賊ぞくを連れ帰った私を、裏切り者とおっしゃいますか!?」

「それとこれとは話が違ちがう！」

「いいえ、同じことではありませんか！」

「ほら陛下、可愛かわいい末っ子がこう言ってるわけですし、残念パパもここはひとつ」

　マヒロは、ネオシスのひっくり返した執務机の下した敷じきとなった。

「残念ではない！　それを言うなら満点だ馬ば鹿か者が!!」

「……」

「……」

「……」




　え～…………？




　誰も口に出したわけではない。

　表情一つ変えてはいない。

　だが……。

「……なっ……、な、なんだ、娘むすめたちよ？　そ、そうであろう……？」

　光の届かぬ水底のような沈ちん黙もくが、逆にネオシスの不安な心を苛さいなむ。

　まずルナスが言った。

「……父王陛下のことは尊敬しておりますが、そのように安易に暴力を振るうお姿は見るに耐たえません」

　そこにユリカが続いた。

「私も父上のことは敬愛しているけど、自分で満点とか言ってしまうのは……ちょっと」

　ネオシスが最後にすがるように見た長女は……父から目を逸そらし、妹たちへ向けて言った。

「お父様は少しお疲つかれなのです。そのように悪く言うものではありませんよ」

「しかしシャル姉！　大人しく正座をしているだけの相手に机を投げ付けるなど、正気の沙さ汰たではありません！　拷ごう問もんどころかただの虐待ではありませんか！」

　ルナスの声にユリカは頷うなずいた。

「というか正座の時点で体たい罰ばつ。いくら併へい合ごうされたとは言え、他家の王族に対する扱あつかいではない。言うべきことは家族である私たちが言わなければ」

「それでもお父様は、栄光あるグランマーセナル帝国の皇帝陛下なのです」

「「しかし……」」

「マヒロ王子への待たい遇ぐうについては、私からもお伝えしておきます。あなたたちは先に戻もどってなさい。特にルナス、あなたは少し頭を冷やしなさい」

　長ちよう姉しの幾いく分ぶんシリアスな言葉に、二人の妹は顔を見合わせると、それ以上食い下がることなく退室した。とはいえ、退室するまでのルナスの態度は、歩調から表情から、幾分怒いかりの篭こもったものであったが。

「……さて、お父様」

　シャルロッテの言葉に、力無く項垂れていたネオシスがげっそりとした顔を上げた。愛する家族から否定されることは、天下にその名を知られた皇帝をしてもそれほどまでにショックなことなのだ。

「う……わ……私が悪い、のか……？」

「いいえ。普ふ段だんの言動からすれば、マヒロ王子にも充じゆう分ぶんに非はあります」

「そ、そうであろう!?　そうなのだ！　シャルちゃんはわかってくれるか!?」

「それにマヒロ王子はとても寛かん容ようでお体も丈じよう夫ぶな上、争いごとは一切好まないお優やさしい方です。この程度のことでお父様をお恨うらみになることもないでしょう」

「くそう！　くそう！　褒ほめ殺しかよちくしょう！」

　マヒロは机の下敷きになったまま絨じゆう毯たんを叩たたき、搔かきむしり、大層悔くやしがった。

「そのようなわけでお父様、今回の一件に関しては私にお任せいただけませんか？」

「うむ……？　何か名案でもあるのか？」

　シャルロッテは自信たっぷりに、ゆったりと頷いて見せた。

「はい。その怪盗とやらを、他ほかでもない、マヒロ王子に捕つかまえていただくのです」

「なーに言ってんだこのカットビ皇女」

「あっ」

　ふら、と足をもつれさせたシャルロッテが転びそうになり、全体重で机の上に飛び乗った。

「ぎゃあ!?」

「あら、ごめんなさいマヒロ王子。普段歩き慣れていないもので……」

「大だい丈じよう夫ぶです!!　僕は寛容で丈夫で優しいのでごめんなさい!!」

　すい、と机から降りて。

「お父様、マヒロ王子が進んで事件を解決してくだされば、実行犯の線も、教唆の可能性もなくなります。それどころかその英えい雄ゆう的な献けん身しんは、中原領との結び付きをより緊きん密みつにする象しよう徴ちようとなるはずです」

「うむ……。それは確かに……しかし……」

「何か？　お父様」

「…………こんな奴やつが我が国の英雄……というのは……」

　シャルロッテは珍めずらしく、父の前で小さな溜息をついた。

「妹たちは私が何とかできますが……先日、お母様たちがＤＶがどうだと嘆なげいておいででした」

「ぬが……!?」

　ＤＶ。ドメスティック・ヴァイオレンス。家庭内暴力。もちろん、ネオシスは妻や娘たちに暴力を振るったことはない。ということはつまり……。

「すでにっ……すでにかぞくのいちいんとみとめているということなのかっ……!?」

　ネオシスは愕がく然ぜんと逆さまの机の方を見やり、シャルロッテもまた浮うかない声を続ける。

「私としても、最近のお父様とお母様たちのご様子は見ていて忍しのびないものがあります。恐おそらくは先ほどのユリカとルナスの言動も、そうした不和にストレスを感じているからではないでしょうか」

　ネオシスはアークセラの方を見た。

「ど……どう思う？」

「ユリカ様は気き性しようの穏おだやかな方ですからともかく、ルナス様はこのところ戦闘おでかけもされてません。先ほどの言動は、そうした鬱うつ憤ぷんの表れなのかもしれませんね」

　捌はけ口とする相手が、唯ゆい一いつの対立状態にある父親しかいないのであれば……関係は悪化する一方であろう。

「……お、お前はどう思う？　エーデルワイス？」

「こういった問題の原因は亭てい主しゆ関白にあると相場が決まっております。陛下が諸悪の根源なのでは」

　ばっさりざっくりぐっさり。

　愛する家族のために正義と信じてきたことが、全すべて独り善がりに過ぎなかったと断じられた心中いかばかりか。

「ですからお父様。ここは一つマヒロ王子に好機をお与あたえになることで、お父様の懐ふところの深さを示されるのが得策かとシャルロッテは思います」

「……わっ……わかったっ……。愛する家族のため、他ならぬシャルちゃんの策とあれば認めんわけにもいくまい。良いか、マヒロ王子」

「お願いは？　お願いしますは？　ねえねえ？　あと謝罪と賠償ね？　これ中原領政務官大使としての正式な要求なんだけど？」

　シャルロッテはしゃがみ、マヒロが下敷きになっている机の下を覗のぞき込み。

　他からはその笑え顔がおが見えないように……言った。

「……よろしくお願いしますね？」

「はっ!!　もちろん心得ましてございますシャルロッテ第一皇女殿でん下か!!」

「よし♪　大いに結構っ」

　可愛い笑顔で、すぽん、と机の下からマヒロを引っこ抜ぬくシャルロッテ。

　ネオシスは首を傾かしげて呟つぶやいた。

「……どうしてこいつは、シャルちゃんにだけはこうも従順なのか……」

　あんたの娘が眼光だけで人を殺せそうなほどおっかないからだ、とは口が裂さけても言えないマヒロだった。
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　明くる日の帝国軍司令本部長執しつ務む室。

　要するにシャルロッテの仕事部屋。

「～♪」

　シャルロッテがうきうきと鼻歌交じりに、〝マジカルハッピー☆トリガー〟と名付けた二連装ショットガンを磨みがいていた。

「……姉上」

「なんですか、マヒロ王子」

「たまには仕事しませんか？」

「してます。してるけれども」

　顔を上げてシャルロッテは言った。

「愛する帝てい都との危機を放ほうっては置けないでしょう？」

「え……。まさか、捕まえるつもりですか？」

　何を、とはマヒロは言わなかったが。

「大丈夫。魔ま女じよっ子シャーリーはとっても奥ゆかしいって噂うわさだから、捕まえた犯人とお手て柄がらはあなたへ譲ゆずってくれるはずよ」

「誰だれがどこでした噂ですか」

「真ま面じ目めな話、あなた一人で捜さがし出して、捕まえられる自信はあるの？」

　そのように真面目に聞かれれば……。

「それは……まあ、情報次し第だいですね。実際遭そう遇ぐうしたら、口を使うか足を使うか、出たとこ勝負になるとは思いますが」

「肝かん心じんの情報は？」

　マヒロは芳かんばしさの欠片かけらもなく、肩かたを落とした。

「昨日のうちに警察長官に掛かけ合ってきましたが、得られたのは新聞記事と同程度のものでした。そもそもの所しよ轄かつや事件の担当官から情報が上がってこないそうですから、本当に手がかりがないのでしょうね」

「ほらご覧なさい。この広い帝都をたった一人で、アテもなく捜し回るつもり？　仮に遭遇したとして、相手はどんな武器や魔法を持っているかもわからないのに。こんなつまらないことに付き合ってくれる相手なんて、心の広い私くらいのものじゃないの」

　と、楽しそうに言う。

「……姉上がお出かけしたいだけじゃないですよね？」

「当たり前でしょう」

「ていうか、軍令本部長の権限で一個騎き士し団くらい貸してもらえません？」

「みんな帝都の平和を守るのに忙いそがしいからダメ」

　そうこうしているうちに、ドアが開いてルナスがやってきた。

「聞いたぞマヒロ、怪かい盗とうを捕まえるそうだな!?」

「え？　ええまあ、そういうことになってしまいましたが……」

「ならば私も手伝う！」

　は？　と瞬まばたきするシャルロッテ。

「いやちょっとルナスってば、そんな突とつ然ぜん」

「ですが姉上、もちろん私はマヒロのことを信じていますが、マヒロが疑われるのであれば連れ帰った私にも責任の一いつ端たんはあります。だからこそこれは、私が私自身の潔白を証明するためにも必要なことなのです。行動で示せば、父上もきっとわかってくれるはずです！」

「いや……でも……あのね……」

「私であれば万一マヒロの身に危険が及およんでも、守り通すことができます」

　シャルロッテがルナスの真しん摯しな瞳ひとみに気け圧おされていると、遅おくれてユリカもやってきた。

「そういうわけだから、私も手伝う」

「ちょ。待ちなさいユリカ、なんであなたまで……」

「いくら男とはいえマヒロ王子も王族。それを夜中に一人で出歩かせるなんて、やはり正気の沙さ汰たとは思えない。妹が身を挺ていしてそれを助けようとしているのを、姉として黙だまって見ていることはできない」

「いやでも、マヒロ王子が一人で解決しないと、お父様も納なつ得とくしてくれないとお姉様は思うのだけれど……」

　ルナスは一度首を横に振ふった。

「捕とらえるのはマヒロにしても、この広い帝都です。たった一人では正体不明の相手を捜すにも限度があります」

　ユリカは首しゆ肯こうして続く。

「それに、相手はどんな武器や魔法を隠かくしているかもわからない。でも私とルナスが一いつ緒しよなら、大たい抵ていのことには対処できる」

　それは天魔将の双そう璧へきが揃そろうのだからして。

「えっとね、えっとね、マヒロ王子には私からね、軍令本部長権限で護衛の騎士団を付けてあげるから……」

「ですがシャル姉、軍が一緒では怪盗も警けい戒かいして出てこない恐れがあるのでは？」

「ルナスの言う通り。この件に関しては少数精せい鋭えいが望ましいことは、姉上ならばすでにわかっているはず」

「ああ、うう……」

　ちょっとやそっとでは引く気のない妹たちの覇は気きに、シャルロッテは意味のない呻うめきを漏もらす。

「そうだ、シャル姉！」

　ルナスが勢い込んで机に手を突ついた。

「この際ですから、シャル姉も一緒に参りましょう！」

「は？」

　間の抜けた声を出すシャルロッテであったが、ユリカも頷うなずいた。

「それはいい提案。忙しいのはわかるけど、いつも執務室に篭こもりきりなのは逆に身体からだによくないと思う」

「そうですよ！　たまには外に出て、城下の様子を間近に見るのも良い気分転てん換かんになるはずです！」

「え……えっと……？　そう？　かしら？」

　そうだそうだと頷くルナスとユリカ。

　それぞれにズレた部分やおかしな部分はあるが、基本的には家族思いの仲のいい姉し妹まいだった。

「ああ……、そう？　そうよね、せっかくこうして帝都に三人揃っているのだし。なんだったら思い出作りの意味で、私たちで捕つかまえてしまったりしようかしら？」

「もちろん、望むところですとも！　私も近ちか頃ごろ退たい屈くつしていたところです！」

「私の魔法とルナスの剣けん、そこに姉上の頭脳が加われば不可能はない」

　にわかに盛り上がり始める三姉妹を遠い目で見ながら、マヒロは言った。

「じゃああとはお任せするという形で、僕は帰っていいですか？」

「「「ダメ」」」
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　そうは言っても準備はあるので、マヒロは一度部屋に戻もどってきた。

「へーぇ、それは災難だったね王子。なんかいる物とかある？　安くしておくよ」

　メイド姿のエミリオが昼食のマフィンを食はみながら、紅茶のカップ片手に言う。

「懐かい中ちゆう電灯、トリモチ、手て錠じようにロープに、探たん偵ていするなら虫眼鏡とか？」

「相手が修しゆ羅ら魔ま王おうでもない限りそういうのいらないだろどうせ。こっちは悪あつ鬼き羅ら刹せつが三人も揃っているんだぞ。はっきり言って余はいらない。いらない子だ。余はお姫ひめ様たちがお出かけするためのダシだ。ダシガラなのだ」

　よくできた執しつ事じのマックスが、ティーポットを傾かたむけながら言う。

「なるほど、つまり怪盗氏の正体はマヒロ様ではないのですか……」

「なんでいささか残念そうなんだ、マックス……」

「いえ！　かねがねお噂に伺うかがっていたマヒロ王子であれば、ひょっとしたら！　そう、ひょっとしたら人々のために、そのくらいのことはやってのけてくれるのではないかと、はいっ！」

「……」

　マヒロは渋しぶい沈ちん黙もくを見せるが、続けてエミリオもこんなことを言う。

「そうだねー。ボクの知っている王子なんか、もっとヤバい橋平気で渡わたってたからねー。あーあ、ほんとだったら、いい換かん金きんルート紹しよう介かいしてあげたのになー」

「……なんだ、揃いも揃ってその間ま違ちがった僕への理解は。ふん、街から盗ぬすむくらいなら国庫から盗んでやるわ」

「でも、王子はやらない」

　エミリオの含ふくみを持った笑え顔がおに、マヒロは眉まゆをそびやかした。

「……なんだその言い方は」

「言った通りさ」

　マフィンを食べ終わったエミリオが椅い子すにもたれて、肩をすくめる。

「本当に国庫の帳ちよう簿ぼをちょろまかしたりするつもりはないんでしょ、って」

「当たり前だ。せっかく取り持った中原と中央の関係がこじれたらどうする」

「だからさ。そういうこと」

　エミリオはマックスに注ついでもらった紅茶を一口。

「大人になるなんて、つまらない話だよ……って。ねえ、航空戦せん艦かんさん」

「さあ」

　エミリオが水を向けたシャングリラは、今は宮中で不自然のないメイド姿。公おおやけにはマヒロ付き、マックスの助手メイド扱あつかいとして、社会勉強のために今どきの本を読んでいた。

「大人でも子供でも、生きているのであれば良いのでは」

　風変わりな道徳的観念は相変わらず。

「それと、私は戦艦ではなく要よう塞さいです」

「もう戦争は終わったんだし、人間じゃダメなわけ？」

「ダメです」

　素っ気ない返事にエミリオは肩をすくめ、シャングリラは読書の続きに戻った。

「まあまあ。人それぞれ、ということでございますよ、マヒロ様。わたくしめはもちろん、今のマヒロ様のことも我が主として敬愛いたしておりますればっ！」

「そうかなー……ボクはミスマルカにいた頃の王子が好きだったけどなー。マックスさんもミスマルカにいたら絶対そうだったと思うよ？」

　マヒロは表情には出さず、そして自分でも知らぬうちに、誰にも聞こえないような溜ため息いきをついた。

　人は変わる。多かれ少なかれの度合いこそあれ、それこそが時間が流れるということの意味だ。
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　それに気付かないのは自分だけで。

　過去には戻れない。

「……好きとか嫌きらいとか言う前にエミリオ、君こそいい加減に男か女か、はっきりさせてくれないか？」

「なんでさ？」

「女なら好きって言っていい。男ならいいアルバイト先を紹介してやろう」

「ひょっとしてアークセラ先生？　あの人ダメだよ、上は十四歳までとか言ってるから」

「ほんっとにダメだなおい!?」

「お耽たん美びも大変だよね」

「おたんびとはなんですか？」

　と、知らない単語に反応したシャングリラ。

「君は知らなくていい」

　と、その主としての責任があるマヒロ。

「男の人が男の人を好きなことだよ」

　と、間違った語ご意いを吹ふき込むエミリオ。

「愛の形は自由です」

　シャングリラはそれが当然のように断言して、興味を失ったように読書の続きに戻った。

　感心したようにマックスが頷く。

「情操教育は順調なようでございますね、マヒロ様っ！」

「いや、昔の人が大らかだっただけじゃないのか……？」

「たっ、大変！　大変ですのっ……！」

　息せき切ったコーネリアが、マヒロの部屋に飛び込んできたのはそんな折であった。

　普ふ段だんから立たち居い振ふる舞まいに優ゆう雅がと気品を欠かさない彼女のことであるから、その様子にマヒロは驚おどろきながら席を立った。

「どうしました、コーネリア様？　そんなに慌あわてて……」

「はっ、はぁっ……はい、それが……！」

　マックスがさりげなく横から、グラスに水を一いつ杯ぱい。それを一口、二口と飲んでからコーネリアは息を整えた。

「はぁ……、ありがとうマクシミリアン」

「いえ、お安いご用でございます！　はい！」

　胸むな元もとに手を当て、ふう、とコーネリアは一息。

「ああ、それより大変なんですのマヒロ様。誰だれに相談して良いかわからず、先ほどシャルロッテ様がそのようなお話をされていたので、ひとまずマヒロ様のところへ参りましたけれど……」

「えーと？　僕に関する用ですと、中原で何か問題が？」

「いえ……その……、これを」

　コーネリアがメイド装しよう束ぞくのポケットから差し出したそれは、一枚のメッセージカードだった。

「えー、なになに……今こ宵よい貧しき者のため、わずかばかりの金品を頂きに参上する……全すべては自由の名の下もとに…………」

　マヒロはそのまま押し黙だまった。

　末まつ尾びに記された署名は……『自由の騎き士し』。

「……これは？　お嬢じよう様さま」

　横から見ていたエミリオの問いに、コーネリアが不安一杯の表情で告げた。

「バクターヌ家の屋や敷しきに送られてきた、怪かい盗とうの予告状です……！」
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　夜……。

　暗あん躍やくする謎なぞの怪盗の噂うわさにより、帝てい都とは平素以上に静まり返っていた。

　その中にありながら、大勢の集まる屋敷が一つ。他ほかでもない、バクターヌ家の公こう邸ていである。

　庭にも、館やかたの中にも、面する通りにも、数十名からなる警察隊が配備されていた。

　その指揮所が置かれた大広間。

「此この度たびは軍の協力も得られましたので、蟻ありの子一匹ぴき出入りはできません！　私どもが必ずや怪盗を逮たい捕ほしてご覧に入れますのでご安心を、大公閣下！」

「うむ……よろしく頼たのむよ」

　応こたえたのは、立派な口くち髭ひげをしてどこか冴さえない顔立ちの紳しん士し。過日の一件により大公となったジョージ・Ｌ・バクターヌは、敬礼する警察隊の隊長へ鷹おう揚ように頷いた。

「それと君、いま当家にはとても大切なお客様が逗とう留りゆうしておられる。くれぐれも、粗そ相そうの無いようにね」

「はっ、心得ております閣下！　それでは警備の確かく認にんのため、失礼させていただきます！」

　隊長は腰こしに下げた手錠の鎖くさりを鳴らしながら、小走りに駆かけていった。

「全く、よりによってこんなときになぁ……」

　お気に入りのパイプに火をつけ、ジョージは嘆たん息そくと共に紫し煙えんを吐はき出した。

　泊とまっているのは、さる方面の要人である。なぜこの家を宿しゆく泊はく先に決めたのかは知らされなかったが、お忍しのびという話であり、その正体については警察にも内密であった。

　一方でその客人に何かあったとなれば、それはもちろん家長の責任となる。

「まだ親父おやじの葬そう儀ぎも終えたばかりのようなこの時期に……これが天てん誅ちゆう殺というやつか……」

「何を弱気なことをおっしゃってるんです、お父様。そのようですから議会でもウィスラーやヘリオトのいいように扱われるんですのよ」

「そうは言うがね、コーネリア。いきなりあのような大おお舞ぶ台たいに立たされる方の身にもなってみなさい……」

　バクターヌ家は、渉しよう外がい的政治面ではコーネリアの祖父であるロベルトがほぼワンマンアーミーだった。どちらかと言えばその才覚を継ついだのは、おじいちゃん子のコーネリアの方であり。

「……っと、そんなことは今はどうでもいい。お見苦しいところをお見せしてしまい申し訳ありません、マヒロ王子」

「いえいえ、お構いなく大公。僕は不条理な成り行きで怪盗を捕つかまえることになっただけですので。快く招き入れて下さり感謝しております」

「事情は娘むすめより簡単に聞きましたが……そちらの三人は？」

　マヒロの後ろには、他ではちょっと見ないような美人が三人。

　一人は軽鎧の上にマントを羽織り、大たい剣けんを背にした女ファイター（ルナス）。

　一人は薄うす手でのローブに身を包み、神秘的なアメジスト色の髪かみにサークレットを載のせた女マジシャン（ユリカ）。

　最後の一人がダブルのライダースでゴーグルを首に掛かけ、猟りよう銃じゆうを肩かたに担かついだ女ガンナー（シャルロッテ）。

　……であった。

「えー、こちらもまた不条理な成り行きで僕を手伝ってくれることになった冒ぼう険けん者たちです」

　ドレスを庶しよ民みんの服に着き替がえ、髪かみ型がたを変えるだけでも印象は随ずい分ぶん違ってくる。持って生まれたオーラのようなものはあるが、通常、人は視覚で判断する生き物だ。

　ちなみにルナスの髪は、いつものリボンではなくバレッタでまとめられている。ユリカはうなじが涼すずしげなポニーテール。シャルロッテは快活な印象のツインテールに結ゆっていたので、宮中の晩ばん餐さん会などで遠目のシルエットしか見たことのないような者には見当も付かないであろう。

「右からヴィクトリア、ミカ子、アルセーネと名乗る設定だそうです」

「設定……？」

「ええお父様！　それはもう、とってもお強いんですのよ！　ねえマヒロ様！」

「そうですね、一歩間違えば大陸を統一してしまうかもしれませんねハハハ」

　一いつ切さい不自然のない完かん璧ぺきな作り笑え顔がおのマヒロとコーネリア。

　しかしながらジョージは日ひ頃ごろから宮きゆう殿でんに出入りする身分だけあり、少しの間、まじまじと三人の冒険者の顔を見つめていた。

「……失礼だが、君たち。どこかで会ったことは」

「「「ありません」」」

　即そく答とうする三姉し妹まい。

「そ……そうかね？　しかしどこかで……」

「あら、お父様はこのように若い女性のお知り合いが？　わかりました、お母様に言い付けますわね」

「いっ、いや、待ちなさいコーネリア！　何を言う、断じてそういうわけでは……！」

　ジョージが踵きびすを返したコーネリアを追っていく。彼女の機転のおかげで、まずは第一関門突とつ破ぱといったところか。

「……なんとかなるものですね、シャル姉、ユリカ姉」

「私はマジシャンのミカ子」

「私のことはアルセーネと呼びなさい、ヴィクトリア」

「ああ、そうでした」

　それぞれ、真ん中の名前をもじっただけであるが……ノリノリ。基本的に王族、しかも王子や王女なんてものは、ダンスとテーブルマナー以外のことが楽しくて仕方ないのである。

　それはマヒロも充じゆう分ぶん承知しているのだが。

「……ときに姉上たちは、陛下にはこのことをちゃんと」

「「「言ってない」」」

　……。

「心配するなマヒロ。これも帝都のため、万が一露ろ見けんしたところで父上もきっと理解してくださる」

「そう。ちゃんとは言っていないだけ。天体観測のために外出する旨むねは伝えておいた」

「まあ最悪、私たちには魔ま法ほうの言葉もあるしね」

「……なんですか、魔法の言葉って」

「「「パパ大好き」」」

　マヒロが腐くさりかけた魚のような目になっていると。

「こ、これは預げ……マリー様！」

　向こうから聞こえてきた大おお仰ぎようなジョージの声に、マヒロたちは振ふり返った。

　それまで広間には見なかった、白いローブ姿が一人。すっぽりと目ま深ぶかに被かぶったフードの中から、落ち着いた女の声が聞こえた。

「マリーちゃんで」

「は、マリーちゃん様！」

　ジョージは恐きよう縮しゆくしきりに受け応える。

「それで、どのような御ご用ようでしょうか？　生あい憎にくご覧の通り……ああ失礼、いえその、所用で立て込んでおりまして、ご入り用でしたらお申し付けくだされば何なりと……！」

「いえ、構わないでください。少し、人を捜さがしているだけですから……」

　そう言って彼女はジョージと別れると、何やらを探すように顔を左右し、啞あ然ぜんとしたマヒロを見付けたように近付いてきた。

「久しぶりですね、マヒロ王子。元気してた？　ねえねえ祖国が侵しん略りやくされたのに元気してたの？」

「って何やってんですかアンタはッ!?」

　マヒロが驚おどろきのあまり摑つかみかかると勢いでフードが落ち、絹糸のような白はく髪はつと、目を伏ふせたままの穏おだやかな微び笑しようが顕あらわになる。

「いえーい」

「いえーい、じゃなくて！　ピースサインとかどうでもいいんですよ！　いやそりゃ僕もどっかの逆噴ふん射しや皇女も似たようなことやってますけどアンタの場合またちょっとレベルが違ちがうでしょ!?　ねえ!?」

　現在の大陸の冠かん婚こん葬そう祭さいおおよそ全すべてにおける最大宗派にマリア教というものがある。その宗教組織として神しん殿でん教団と呼ばれるコミュニティがあり、帝国、共和国に次ぐ領土を西域の手前に自治している。

　彼女は、そこの一番偉えらい人。仕事は天からの神しん託たくを受け、人々に伝えること。偉すぎて教団内でもほとんどの者は名も知らず、預言者としか呼ばない。

　だから、余よ所そに当てはめれば……厳密な意味では違うが……国王そのものがお忍びで遠路遙はる々ばる出歩いているようなもの。

「誰だれだマヒロ？」

「誰」

「誰よ。あと逆噴射って誰よ」

　シャルロッテだけ後ろからガッツンガッツン膝ひざ蹴げりを入れながら。

「えー。あー。うー。ご存知ありませんか？　えーと……言っても？」

　小さく手を上げてマヒロを制し、彼女は言った。

「初めまして、シャルロッテ皇女。ユリカ皇女。ルナス皇女。私は預言者です」

「「「……」」」

　姉妹は背を向けると少しの間、ひそひそと何やら話し合っていた。後。

「私はソードファイターのヴィクトリアだ」

「ダークマジシャンのミカ子」

「スーパーガンナーのアルセーネよ」

　この聡そう明めいな三人をしてもなかなか理解が及およばなかったらしい。だからこの三人も相手の気持ちになって、もっと自分たちのしていることを自覚して欲しいのだが……。

「で、誰なのよ」

　端たん的てきに問うシャルロッテに、マヒロは肩をすくめて答えた。

「だから預言者様ですよ。神殿教団の」

「うふふ。それであなたが国家公務員だなんて皮肉な話ですね。宇宙大帝なら良かったんですけどね、くすくす」

　悪気があるのか根本からそういう性格なのかはともかく、そんな話を持ち出してくること自体が、マヒロとしては彼女がタダモノでない何よりの証しよう拠こであった。

　ルナスが鼻白みながら言った。

「マヒロ、本当の預言者様がこんなところにいるはずがないだろう」

「じゃあ何で皇女様たちは三人仲良くこんなところにいるんですか」

「ですよねー」

　妙みように懐なつかしい、お気楽な女の声を振り返ると、法ほう衣え姿で錫しやく杖じようを手にした彼女が立っていた。

「シスター……!?」

「惜おしい！　あたし枢すう機き卿きよう閣下！」

　ばーん、と。

　劇団ニンニン座のロングラン公演、復刻版美み濃の黄こう門もんザ・リベンジの名シーン、「この紋もん所どころが～」ぐらいの勢いで、ばーんとその紋もん章しようを三人娘に突つき付けたのはかつての旅仲間、エミットだった。

「お久しぶり、王子様。まあ一いつ緒しよに旅した仲だし、愛あい称しようみたいな感じでシスターでも超ちようオッケ。司教も枢機卿も、女なら広義のシスターだし。このエミット・リカ・エリクシル枢機卿が言うんだから間ま違ちがいなしよ」

「久しぶり……ですけど、酔よってます？」

「それがもうそれがさすが四大大公のお屋や敷しきだけあって、すっごいお酒飲み放題なんだから。ワインセラーだけで一生遊んで暮らしていける感じで……」

「エミット」

「いやですわ預言者様。いくらあたしでも預言者様のお付きという大任の最中にそんな」

「くすねたボトルは返しておきなさいね」

「あ……、はい……」

　ひどい再会だ……とマヒロが頭を抱かかえるのと同じように、法衣姿の枢機卿の登場には三姉妹も右往左往し始めていた。

　預言者は言う。
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「あなたたちが今夜、ここへ来ることはわかっていました。お姫ひめ様たちの事情もわかっていますから、少し場所を変えましょうか」
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　場所が変わり応接室。

　この屋敷は並の小国以上の領土を有するバクターヌ家の、言わば大使館。王おう侯こう貴族が招かれるに相応ふさわしい、あたかも宮殿のような格式高い一室であった。

　広くふかふかとしたソファに預言者、その後ろにエミットが控ひかえ、対面にはシャルロッテたち三姉妹。コーネリアが簡単にお茶の用意を調ととのえたところで……預言者は言った。

「私がこの国を訪おとずれた理由というのは、他でもありません。あなたたちの父……皇こう帝ていネオシスに神託を伝えに来たのです」

　代表して長姉が受ける。

「それは猊げい下かが、直々に父に伝えねばならぬほど重要な文言なのですか？」

「そうです。ことは大陸の未来、人類の趨すう勢せいに関かかわることですから」

　目は伏せたまま、口元には微かすかな笑みを湛たたえながらも、紡つむがれた言葉にはどこか抗あらがい難がたい神秘性があった。

「過去に私のもたらした神託に則のつとって行動を開始し、今なおそれを継けい続ぞくしているのはネオシスただ一人。その彼の基き盤ばんであるこの帝都の危機は、そのまま大陸東半部の危機に直結するでしょう」

　シャルロッテが問う。

「それはつまり、この帝都に災わざわいが降りかかるという意味ですか？」

「彼も、そして娘むすめのあなたたちも。まだそこまで真しん剣けんに受け止めてはいないようですが……この国はか弱い民たみ草くさが築き上げた共和国とは違います。この国はネオシスが築いたネオシスの国。いかに百ひやく獣じゆうの王であろうとも、帝都という大地を失えばもはや駆かけることも叶かなわなくなるのです」

　次いでユリカが質問した。

「その災いは、いつ。どのような形で」

「間もなく。ですがそのような姿でお月見気分のあなたたちは今夜、災さい厄やくの種を取りこぼすでしょう」

　ルナスが険を込めて言った。

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。たかがこそ泥どろ一匹ぴきに、このグランマーセナル帝国が滅ほろぼされるとでも」

「ほらね。何一つ真剣に受け止めていない」

　預言者は誰へともなく言いながら、意地悪くも楽しげに、くすくすと小さな笑い声を漏もらす。

「貴様っ……」

「ルナス。無礼が過ぎます」

　シャルロッテが諫いさめるも、ルナスはそれを承知でそっぽを向いた。

「何が預言者ですか。父上の崇すう敬けいする預言者と、目の前のこの女が同一人物という証拠はありません。ありもしない災いで人心の不安を煽あおり、有名無実のお導きとやらで見返りを求めたいだけなのでは」

「まあほとんどはそのようなものです。神殿教団も半分は営利団体ですので」

　カチンと来たようにルナスは向き直った。

「ふん、開き直ったか。で、残り半分は何だ？　愛か？　正義か？」

「私の趣しゆ味みです」

　くすくすくす……。

「貴様、黙だまって聞いていればっ……！」

「それはそうとルナス皇女」

「何だペテン師！」

「なぜあなたはあの技わざを出すとき、心の中で『真必殺光魔ま剣けん、エクスキャリバー・ブレイジング』と叫さけぶのですか？」

　……。

　…………。

　……………………。

「わー!?　わー!?　わーっ!?」

　ルナスが急に真っ赤な顔で喚わめき始めた。

「違う！　この馬鹿違います！　その場ば凌しのぎのいい加減なことを言うのはお控え下さいませんか預言者様っ!!」

「うふふ。はいはい。ごめんなさいね、くすくす」

　抑おさえきれない笑いを必死に堪こらえつつ、膝ひざを叩たたく預言者様。

「う、く……！　ユリカ姉のようにノートに書き留めていたわけでもないのに、なぜ……！」

「待て。待って、ルナス。私のノートの何を見た」

「大だい丈じよう夫ぶですよ、ユリカ皇女。スピンオフ作品である『偽ぎ典てん・呪のろわれし魔ま導どう師しの罪科』はまだ誰にも……」

「わーっ!!　わーっ!!　わーっ!!」

　いつも大人しいユリカまで、真っ赤になって大声で喚き始める。

「疑いません、もう心の中でも疑いませんので根も葉もない噂うわさはお控え下さい預言者様っ……」

「うふふ。わかってもらえれば私はそれで。くすくすくす」

「ええと、それでは妹たちのプライベートはいいとして……」

　持ち前の勘かんの鋭するどさで、疑わなかったというより油断しなかったシャルロッテ。

「怪かい盗とうが、災いの先さき触ぶれであることには違いないのですね？」

「さすがシャルロッテ皇女、その通りです。そしてその災いを幸いへと転化できるのは、この帝都にただ一人。ですがその勇者は、今はまだ、深い眠ねむりについているようです」

　そこに、コーネリアがおずおずと口を開いた。

「では、その勇者様はどちらに？　どのようにすればお目覚めに？」

「心配せずとも大丈夫ですよ、コーネリア。今夜は家宝やロベルト公の遺品が盗ぬすまれるわけではありません。そして誰一人の犠ぎ牲せい者しやも出ません」

「っ……」

　胸の裡うちをありのまま読まれたことに、コーネリアが絶句した。

　代わりに、質問自体は体ていよくはぐらかされたわけだが……マヒロはエミットの方へ視線を移す。

「シスターはその勇者について、何か心当たりは？」

「さあ？　あたしは預言者様のお供ってだけだから、なんとも」

　知っているのかいないのか、それとも単に気にもしていないのか。至し極ごく明るい口調でエミットは言った。

「そもそも、いま眠っているんじゃ今夜の予告には間に合わない気がしますけど」

「そういうことです」

　預言者の首しゆ肯こうに、コーネリアは肩かたを落とした。

「それは、多少の現金程度であれば困りませんけれど……賊ぞくにいいように簒さん奪だつを許すというのは、大公家としての沽こ券けんに関わりますわ」

　令れい嬢じようの強い視線を向けられ、マヒロはおずおず頷うなずいた。

「え、ええ、もちろんですコーネリア様。それを未然に防ぐために、僕たちはお邪じや魔まさせてもらっているわけですし」

　ルナスも頷いた。

「預言は預言としても、相手が小悪党であることに変わりはない」

　そしてユリカが言う。

「それが災いの芽であれば尚なおのこと。早い段階で摘つみ取るのが最善手」

　妹たちの視線を受け、シャルロッテは預言者へ向き直った。

「どのような未来がお視みえかは存じませんが、ひとまず努力はさせていただくということでよろしいですか？」

「もちろんです。私はそのためにこの屋敷に逗とう留りゆうし、いまこうして助言したのですから」

　助言、の言葉にひっかかって、マヒロは首を傾かしげる。

「……怪盗が災いの先触れというのは、神しん託たくではないと？」

　それについてはエミットが補足する。

「神託は通常、もっと改まった形で伝えられるものなのよ。汝なんじその身に天よりの祝福を受け、災厄の闇やみを払はらいし光、人々の希望とならん……みたいな」

「ああ……なるほど、勇者に与あたえられる神託はそのような形だと聞いたことはあります。では今回、預言者様が受けた神託というのは……」

　預言者は微び笑しようを湛えたままに小さく俯うつむいた。

「そうですね。本来はネオシスにのみ伝えるものでしたが……こうなればあなたたちも他ひ人と事ごとではないでしょう。心して聞きなさい」

　気が付けばあれほど広大だった夜空には月もなく、暗雲垂れ込め、にわかに雨音が聞こえ始めていた。まるで、帝都にこの先降りかかるであろう災いを予兆するかのように。

　三姉し妹まいは姿勢を正したまま固かた唾ずを吞のんで預言者の言葉を待ち、コーネリアは遠方より聞こえた雷らい鳴めいに不安げにマヒロの袖そでを握にぎっていた。

　そして預言者は告げる。




「その者全すべての衣ころもを纏まとわず暗黒の帝都に降り立つべし──！」




　一ひと際きわ大きな落雷と同時、館やかたの全照明が落ちた。
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　こうした大都市部で現在一いつ般ぱん的に使用されるのは魔導力を要する照明であったが、つまりは旧文明時代からの慣例で言うところの。

「停電!?」

　真っ先に立ち上がったのは、銃じゆうに手をやったシャルロッテであった。アクシデントを受けた警察隊の、にわかに慌あわただしくなった声が方々から聞こえてくる。

「今の雷かみなりのせいでしょうか？」

　剣けんの柄つかに手をかけたルナスだが、ユリカは首を横に振ふる。

「帝都の導力インフラは地下を通っている。恐おそらくは、何者かにそれを遮しや断だんされた」

　視線をやった窓の外、高い塀へいの向こうには、嵐あらしの中でも煌こう々こうたる街明かりが映っていた。

　ならば、何者かがピンポイントにこの屋や敷しきの導力だけを遮断したのだ。

　では何者が。

「出たぞ!!　怪盗だ!!」

　警官隊の声と共に、鋭い警笛が一いつ斉せいに鳴り響ひびく。

「持ち場を離はなれるな!!　出入り口を固めろ!!」

「予備導力への切り替かえを急げ!!」

「応接室の方へ行ったぞ!!　逃にがすな!!」

　声を聞いた三姉妹は頷き合い、一斉に廊ろう下かへ飛び出す。追って、マヒロとコーネリア。

　廊下の角を飛び出してきた人ひと影かげが見えた。明かりが足りず、黒いシルエットしか見えなかったが、背中に担かついでいるのはダッフルバッグか。このタイミングで警察や使用人の擁ようするものではない。

「そこまでだ小悪党!!」

　ルナスが舌ぜつ鋒ぽう鋭するどく呼びかけると、こちらに気付いた男が足を止めて身構える。

「なにっ……！　新手か……!?」

　暗さに目が慣れると、男は警官の制服を着ていることがわかった。そしてその顔には、目元だけを隠かくす仮面が一枚。

　納なつ得とくしたようにユリカが言った。

「なるほど。怪盗の容姿が判別できなかったのは、変装していたから」

「だから特とく徴ちようは仮面だけってわけね……！」

　シャルロッテが銃を肩付けに構える。

「ここから先は通さないわよ！　大人しくするならこの引き金を引くのを躊躇ためらってあげてもいいけどね！」

「その声……女か……!?」

　闇の中にいるのは相手も同じ。

「ふっ……、ならば手はある……！」

　あろう事か怪盗は、逃げるどころかまっすぐに姉妹たちの方へと突つっ込んできた。

「ちょ、馬ば鹿かッ！　撃うつわよ!?　ほんとに撃つわよ!?」

「撃てんさ、なぜなら……！」

　怪盗が言った直後、折り悪く彼の背後に警官隊が現れる。狙ねらいを外せば同士討うちは確実だ。

「もう！　ヴィクトリア！　ミカ子！」

　素す早ばやく身を翻ひるがえして、シャルロッテは妹たちに場を明け渡わたす。

「お任せを！」

「問題ない」

　まずはユリカがロッドを一ひと振ふり。

　廊下に突とつ如じよ広がった闇が、コールタールのように怪盗の足にへばりつく。

「なにっ!?　しかしこの程度……！」

　怪盗は走る勢いのまま靴くつを脱ぬぎ捨て、飛び込むように前転、魔法の効果範はん囲いを逃のがれる。

　だが、ルナスはその動きを読んでいた。

「馬鹿め、捕つかまえたぞ!!」

　すぐ目の前に転がってきた怪盗を真上から押さえ込む……が。

「この私を捕まえるだと？　それはどうかな」

「なっ……」

　摑つかんだ襟えり首くびが急に軽くなり、ルナスはそのままつんのめった。男が変装のために着ていた警官の制服は手の中にある。では、男は……？

「時さえも止め得るゼンラー・究極の姿をストツパブル・見よイリユージヨン!!」




「「「「……」」」」




　時が止まった。

　怪盗の声に振り返り、その姿を見た瞬しゆん間かん、イリュージョンは完成する。そう、怪盗は自らの着衣を全て脱ぎ去ることで、うら若き乙女おとめたちの思考する時間を奪うばい去ったのだ。

　だが、一人だけ無事な少年がいた。

　その空白の時間の中、マヒロは言った。

「……君は……、誰だれだ……？」

　怪盗は気付いた。

「っ……、あなたはっ……!?　もしや……！」

「ふざけるな！　何の真ま似ねだっ!?」

　マヒロが怒ど声せいを上げたときには、警官隊がすぐ側そばまで迫せまっていた。

「くっ……！」

　イリュージョンの効果は、その奇き跡せき的な強力さ故ゆえに長くは保もたない。ものの数秒なのだ。

「ひゃっ……」

　コーネリアが小さな悲鳴を上げて顔を覆おおうと同時。

「失礼する……！」

　怪かい盗とうが走り出す。

「ふざっけるなっ……！」

　マヒロは追った。

　通路を折れて、階段を上がり、待ち構えた警官隊を怪盗は身軽に飛び越こえ、マヒロはそれを押し退のけて。

　飛び出した屋上は、激しい雷雨に見み舞まわれていた。怪盗はそれをものともせず進んでいく。そして彼は屋根の中なか程ほどまで進んだところで、滑すべる瓦かわらに足をもつれさせるマヒロを振り返った。

　庭から向けられたサーチライトに照らし出され、ようよう、怪盗の全身像が顕あらわになる。

　だがマヒロが目を見張ったのは、その仮面だった。

　赤く塗ぬられた。

　安っぽいボール紙の。

　Ｚの一字だけがトレードマークの。

「ッ……そんなことをして何になるっ!!　ガキの遊びだっ!!」

　彼はゆっくりとかぶりを振った。そして万ばん感かんを込めるように呟つぶやく。

「……私はそうは思いません、マヒロ王子。あの日、あの時、あの要よう塞さいで……あなたは確かに輝かがやいていた」

「何がっ……！　何が輝いていただ!!　僕を見ろ!!　帝てい国こくの犬だ!!　ゼンラーマンは死んだっ!!　死んだんだっ!!」

　その頃ころには屋上の出口にシャルロッテたちも辿たどり着いていたが、風雨は一層強まり、屋根の傾けい斜しやは強く、うかつに出ることすらままならない。

　だから怪盗とマヒロが何かを話しているのはわかるが、吹ふき付ける風雨の音に搔かき消され、何を話しているのかが聞こえない。マヒロがかつて見たこともないほどの激情を見せているのはわかるが、何を喚わめいているのかがわからない。

「君もいずれ殺されるぞ!!　常識の前に膝ひざを屈くつし、権力と暴力に殺されるんだっ!!　お前が思い込んでる程度の自由なんて、所しよ詮せんその程度のものなんだっ!!」

　在りし日の、遠い誰かへ叫さけぶようなマヒロに、怪盗は哀あわれむように呟いた。

「……あなたは、自由を忘れてしまったのですね」

「っ…………！」

　マヒロは絶ぜつ叫きようするような思いを、理性という名の縛いましめで押し殺し、深い深い吐と息いきに載のせて吐はき出した。

「……もういい。投降しろ。ここまでだ。ただの窃せつ盗とうならばまだしも、貧ひん民みんへの施ほどこしが民衆を扇せん動どうするような結果に繫つながれば、反逆罪まで適用されてもおかしくない。極きよつ刑けいだぞ」

「覚かく悟ごの上です」

「なぜだっ!!」

「戦いくさで親を失った子供たちが三食のパンを食べる自由!!　戦で我が子を失った老人たちが暖かな毛布で眠ねむる自由!!　ただそれだけを望み戦場に散っていった戦友たちが、安らかに眠る自由ッ!!」

「っ……」

　声には悲ひ哀あい。言葉には使命。

「それすらも認められないというのであれば……自由とは。一体、何なのでしょうか？　マヒロ王子」

　マヒロは目を剝むき、歯を食い縛しばったまま拳こぶしだけを握り締しめた。爪つめが手の平を突き刺さし、血が滲にじむほどに強く。

「権力などなくとも。暴力など振るわずとも。そう、たとえ無力であっても戦えることを、あのヒーローが教えてくれたのです」

「黙だまれっ……！」

　怪盗がダッフルバッグから引き出したマントを颯さつ爽そうと身に纏まとう。

「私は……ヒーローの死を、悲しく思います」

「黙れっ！　あんなものは幻げん想そうだ……！」

「いいや、確かにいた！　だから私が生まれた！　いや……、死んだと言うのであれば蘇よみがえったのだ!!　この閉へい塞そくした帝てい都とを救うために!!　今こそ名乗ろう!!　我こそは自由の騎き士し!!　ゼンラーマンを超ちよう越えつせし者……!!」

　その一いつ瞬しゆんで、彼は仮面を裏返した。『Ｚ』の字が、あたかも『Ｓ』を表すかのように。その黄金のマスクは、彼の決意を表すかの如ごとく、雷らい光こうに燦さん然ぜんと輝いた。

「そう！　私の名は、ゼンラーマン・スーパー!!」

　近きん隣りんへの一ひと際きわ大きな落雷が、一面を白一色に映し出す。その爆ばく音おん、眩まばゆさに誰もが目を閉じた一瞬を突き、ゼンラーマン・スーパーを名乗った怪盗はマントを翻し、走り出していた。

「待てッ!!」

「自由の騎士の戦いは続く!!　仮にこの私が死するとも、何度でも蘇るだろう!!　上うわ辺べだけの偽いつわりの自由が打ち破られ、全すべての弱き人々に真の自由がもたらされる、その日までッ……!!」

　駆かけ下り、そして彼は屋根の縁へりを蹴けった。

　サーチライトと暴風雨を一身に浴びながら虚こ空くうに身を躍おどらせ、マントをなびかせ、あたかも鳶とびが風に乗るかのように飛ひ翔しようする。

「見よ、不自由なる国家の犬共よ!!　私は自由だ!!　捕とらえられるものなら捕らえてみるがいい!!　はっは!!　はーっはははははははははっ!!」

「貴っ様ぁッ──!!」

　怒ど号ごうを上げてマヒロはゼンラーマン・スーパーを追った。全力で屋根を駆け下り、瓦の縁を蹴り、そして……。

「ッ……！」

　届かなかった。

　指先はマントの裾すそを空むなしくかすめ、マヒロはその男の姿を睨ねめ付けたまま、重力に囚とらわれ落下した。庭のニレの木の葉にまみれ、枝に引っかかり、へし折り、もんどり打って、全身を地に打ち付ける。
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「自由、だと……!?」

　マヒロはすぐに起き上がり、捻ひねった片足を引きずり歩き。

「自由だとッ……!!」

　そして屋や敷しきを囲う高い塀へいに行き当たった。

　哄こう笑しようは雷鳴に紛まぎれながら、彼方かなたへと遠ざかっていく。足は思うように動かず、越えられぬ壁かべに拳を打ち付けても血が滲むだけだった。

「……何が自由だクソ野や郎ろうがッ!!」

　そんな天への叫びすら、空しく雷鳴に搔き消された。




　　　　◆




「おっ……落ちましたよ、預言者様……！」

　エミットは応接室の窓に張り付いたまま冷や汗あせを流していた。庭の警察は、飛んでいった怪盗を追う隊と、三階の屋根から落下したマヒロに駆け付ける救護隊とで騒そう然ぜんとなっていた。

「あたしもちょっと行って様子を……！」

　そして当の預言者は、くすくすくすくす、腹を抱かかえて膝を打ちながら笑っていた。

「はぁ、はあぁ、おかしかったっ……！　大だい丈じよう夫ぶですよエミット、マヒロ王子の命に別状はありません……ふっ、うふくすっ……！」

　それは、最初からそうとわかっていればこそ笑えもするのだろうけど。

　エミットはひとまずほっとしてから、預言者に尋たずねた。

「……まさかとは思いますけど、預言者様の言う勇者って蒼そう迅じんのランデルディーじゃありませんよね？」

「残念ながら。ジェスと彼は、まだ西域を巡めぐっています」

　それもそうかと、エミットは窓際から預言者の側へと戻もどってきた。何の気ない質問だったが、我が勇者はまだ生きているのだという言葉を得られたことにわずかな安あん堵ども覚えながら。

「でも預言者様、さっきの神しん託たく……本当なんですか？」

「本当ですよ。汝なんじ疑うことなかれ」

「はい……。疑うつもりはないんですけど、にわかに信じ難がたいというか。停電のタイミングもありましたけど他ほかの皆みなさん、軽く無視していませんでした？」

「してましたね」

「……。」

「そう、だから今回の事件は厄やつ介かいなのですよ。明日、さっそくネオシスのところに向かうとしましょうか。ふふ、うふふふふっ……」
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　翌日。

「な……なん、ですと……？　預言者様、失礼ですが今一度……」

　ロッテンハイム宮の貴き賓ひん室で、ネオシスは目を白黒させていた。

「その者全ての衣ころもを纏わず暗黒の帝都に降り立つべし」

「……は。はい……御ご神しん託たく、確かに承りました……」

　が。

「何か？」

「その……いえ、何も……」

　ネオシスは彼女と面識があった。目を伏ふした穏おだやかな表情、儚はかなげな美しい白はく髪はつ。ただ一度会ったきりだったが、その初対面の時に感じた神秘性は、懐なつかしいほどに今も変わりない。

　だからこのお方は本当に預言者で、冗じよう談だんを言うような人物ではない。若くはあるが一揃そろいを身に着けた枢すう機き卿きようも一いつ緒しよにいる。神託をジョークに使うなど不謹きん慎しんにも程ほどがある……。

　だから、先の言葉は疑いようもなく神託。いや、事実、昨夜そのような風ふう体ていの男が現れたということなので、的中もしており。

「つまり預言者様、昨晩現れたその賊ぞくを捕らえぬ限り、帝都に安あん泰たいはないとおっしゃるのですな？」

「さあ、どうでしょうか……」

「……なんですと？」

　うふふ。

「罪人を捕らえ、斬ざん首しゆするだけが為い政せいでしょうか」

「無論そうではありません。しかし、そのような……貧困に関する嘆たん願がんであればともかく、一国の主あるじとしてそのような破は廉れん恥ちな賊に譲じよう歩ほするわけには参りません。事実として被ひ害がいを受けた者がおります。犯罪者には相応の厳げん罰ばつをもって処さねば、国の秩ちつ序じよに関かかわります」

「……つまらない男になりましたね、ネオシス」

　そのとき、ネオシスは預言者の表情が変わったような気がした。穏やかな微び笑しようが、あたかも嘲ちよう弄ろうするような笑え顔がおに見えたのだ。

「あなたが望む秩序とは何です？」

「それは無論、我が国に暮らす臣民全ての……」

　くすくす……。

「貧ひん困こんに関する嘆願であれば？　あなたはそれを既すでに何千と受け取っていますね。名君を気取り、万ばん民みんの声に耳を傾かたむけんとそれら全てに目を通し、それから？」

「っ……」

「ねえ？　それからあなたは、どうしましたか？　ネオシス？」

　どうしたかと問われれば。

「……それはっ……」

　どうもしていないのだ。何もしてはいないのだ。

　くすくすくす。

「あなたは富の配分を秤はかりにかけましたね。貴族たちと、平民たちとの間で。そしてあなたは決まってこう考える。国を支えるために諸しよ侯こうはよくやってくれている。それに報むくいるのは主君として当然の務めである」

「さ……左様です。貴族といえど彼らもまた国家を支える民たみ」

「もちろんですよ。そしてそんな当たり前のことをないがしろにすれば、議会において反感を買うことは必至。では平民は？」

　忸じく怩じたる感情が、ネオシスの胸中で渦うずを巻き始めていた。

「そう、平民は議会にはやってこない。だから直接顔を合わせる必要はなく、議場で突つき上げを受けることもない。紙の嘆願書であれば、読んだ後に燃やせばいいだけ。でも貴族諸侯はそうはいきませんね。面と向かって説得しなければ。だから諸侯と対立するのは、面倒くさい」

　預言者は目を閉とざしたまま真っ直すぐに、ネオシスへと指を突き付けた。

「そう、あなたは自分が面倒くさいという、たったそれだけの理由で民を飢うえさせたわけです。それが災わざわいの種。あなたが撒まいた」

「っ……!!」

　うふふ。くすくす。

「芽め吹ぶいた姿が、あの怪かい盗とうです。今後、どのような花を咲さかせ、実を付けるのでしょうね」

「ですが……！」

「その言い訳で民が納なつ得とくするのであれば、今すぐ言って聞かせればいいでしょう。そこの庭に招き入れ、今、すぐに」

　預言者の言葉に、わずかに険が篭こもった。

「言っておきますが、今回の問題を真しん剣けんに受け止められないようであれば、あなたの覇は道どうはここで終わりです」

「……ご……ご冗談を……。まさか、我が国が滅ほろぶとでも……」

「まさかではなく。騒そう乱らんが大陸全土へ伝でん播ぱする前に、私が聖騎き士し団をこの国に進しん駐ちゆうさせます。だから確実に滅びます」

　預言者の断固とした発言にネオシスは啞あ然ぜんとなった。

　これにはお付きの若い枢機卿も、この世の終わりを聞いたような顔をしていた。

「ちょっ、預言者様……!?」

「あなたは黙だまっていなさい、エミット」

「けど、戦争……ですよね!?　非公式の会談とはいえ、それはさすがに……！」

「戦争ではなく神しん威いです。一国の問題であれば看過しますが、この差し迫せまった時期に北から南の全すべてが混乱状態に陥おちいることだけは防がなければなりません。私は人類を見捨てるつもりはありませんよ」

　声には険。だが口元には弛たゆまぬ微笑。だからこそ、背筋の凍こおるほどの凄すごみがあった。

「私はこの通り目が見えないので、裸はだかだからどうだというのはよくわからないのですが……そうですね。裸だからなんなのでしょうか。彼は貧しい者たちのために極きよつ刑けいを覚かく悟ごで、丸まる腰ごしで命を懸かけ……あなたは？」

「っ……」

　戦ってすらいなかったのか……？

　貴族の相手が面倒くさいという、ただそれだけの理由で……？

　そうして自分本位に物事を決めるようになったら、過去の独裁者と何ら変わりないことに気付き、ネオシスは途と端たんに恐おそろしくなった。

（だがっ……）

　だが過日のロベルト・バクターヌの件もある。諸侯からの反感は、そのまま内乱状態に派生する可能性もあるのだ。そうなれば飢えて死ぬどころの話ではない。

　一方で貧しい者たちに対応するにしても、ただ金をバラ撒けばいいというものではないだろう。労働もなく対価を得られるようでは、日々を勤める労働者たちからの不満も出よう。

　そう、そんなことはわかっている。わかりきっている。今までも、つい昨日も考えてきたことだ。

「……どうすればよいか……は、聞きますまい……」

「その通りです。それは全てあなたが決めること」

　戦後処理において、その忙いそがしさにかまけて政策に偏へん重ちようをもたらしたのは事実だ。まずはそこの是ぜ正せいからであろう。もちろん、諸侯からの反論も出るだろう。だが、それを推おしてこそ皇こう帝ていとなった自分の戦い。

　とどのつまり、身分という垣かき根ね、貧富という格差に隔へだてられた双そう方ほうを満足させ、あるいは説得し。そのバランスを見み極きわめられないようであれば、端はなから大陸を統すべるほどの器うつわではなかったということなのだ。

　貴族も臣下。平民も臣下。同じく人であり、等しく命を費ついやしてこの国を支える民である。まずはその万民のために、己おのれ自身が戦うということなのだ。

「……ご忠告、感謝いたします。預言者様」

「あなたがその心を忘れさえしなければ、此この度たびの騒さわぎは、……いえ。でも、どうなるでしょうね」

　くすくす。

　元のように微笑ほほえみながら、預言者は腰こしを上げた。後ろに控ひかえていた若い枢機卿が、その手に白はく杖じようを渡わたす。

「では、必要なことは伝えましたから、私はこれで」

　ネオシスも見送りのために立ち上がる。

「お待ち下さい。最後に一つ、お聞きしたいのですが……」

「何か？」

「預言者様が大神しん殿でんの外にお出いでになるというのは初耳なのですが……邪じや推すいですが、共和国にもこのような忠告をされることが？」

「いいえ。あの国は他の国とは違ちがいます。元より人々が話し合って行く末を決める国。私のような妖あやしい者が一人苦言を呈ていしたところで、そうそう行く末は変わりません」

「左様ですか……」

　ネオシスは敵方には神しん託たくが行かぬことに幾いくばくか安あん堵どし、一方で複雑な気持ちにもなった。

　民主主義国家。王族や貴族といった身分はなく、人々には選挙権という形で等価が与あたえられ、それによって選ばれた代表により為政される。君主制よりは遥はるかに直接的に民の声が反映されるはずが……二年前の反体制派による独立運動は、結局は中央と地方の格差が原因で引き起こされたものだという。

　王政だろうと議会制だろうと、いつの時代も民衆の抱かかえる不満に差異はなく、かくも政治とは難しい。

「それ以前にあそこには、私のような存在が最初から居い憑ついていますから」

「それはもしや……先読みの魔ま女じよ、ですか？」

　預言者は答えず、含ふくみ笑いをするだけ。

「今、この国に倒たおれてもらっては困りますよ。あなたが立ち向かうべき本当の敵は、諸侯でも共和国でもなく……」

「無論、承知しております」

「無ぶ粋すいでしたね。うふふ」

　それにしても……、以前の預言者は、瞬まばたきした次には消えてしまいそうなほど儚げな印象であった。

「私の表情が何か？」

　目を閉じているのに、微細な視線の動きを読んだように。

「いえ……以前より、よくお笑いになると」

「あら、そうでしょうか」

「あなたは……本当にあの時、この私に神託をお与えになった預言者様なのですか？」

「そうですよ？」

　あっさりと。特に含むところもなく。

　でもからかうように、くすくすと。

　ネオシスは小さく首を振ふって。

「いや……突とつ拍ぴよう子しもないことを申してしまい、失礼を」
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　マヒロの部屋。

「悔くやしいっ！」

　コーネリアがテーブルをか弱く叩たたいた。

「あんな……あんな曰いわく言い難がたい変質者風ふ情ぜいの侵しん入にゆうをいいように許してしまうなんて……！　バクターヌ家始まって以来の恥はじですわっ！」

「それはそれは難なん儀ぎでございましたね、コーネリア様。ハーブティーをお淹いれしてみました。気分が落ち着きますよ」

　マックスがソーサーに載のせたティーカップをそっと差し出す。

「ふぅ……。ありがとう、マックス」

「いえいえ、どういたしまして」

　同じようにお茶を淹れてもらったエミリオが、お茶ちや請うけのビスケット片手、思い出したように笑顔になった。

「そうだお嬢じよう様さま、いい防犯装置が」

「結構です」

「あ、そう……」

　商談がうまく行かず、肩かたを落とす。

「それよりエミリオ、マヒロ様は？」

「ん？　王子なら退たい屈くつだからって、さっき出ていったよ」

「まぁ……。あんなところから落ちたのに、お怪け我がの方は？」

　心配するコーネリアへ、マックスは笑顔で首しゆ肯こうした。

「お医者様の話では、幸い軽傷とのこと。足を捻ひねっておられたので、少しの間松まつ葉ば杖づえのお世話になる程度だそうです」

「なんとお丈じよう夫ぶな」

　と……コーネリアは、今日も黙もく々もくと書物を読み進めているシャングリラに気付く。

「それに比べると……用もないのにメイドが二人もくつろいで。マヒロ様も大変ですわね」

　エミリオが笑った。

「それを言ったらコーネリアお嬢様もメイドじゃない」

「私は……シャルロッテ様のお部屋係ですもの。休きゆう憩けい時間を利用して、マヒロ様のお見み舞まいに伺うかがっただけですわ」

「まあまあ、賑にぎやかなのは良いことではございませんか。紅茶のお代わりはいかがです？」

「ボクお願い」

「はいはいっ」

「……とにかく、マックス、エミリオも、昨夜の件は他言無用にお願いします」

「だったらこんなところまで来て言わなきゃいいのに」

「それはそれで、こう……言わないのも気が晴れないものだから……」

　振り返ってシャングリラにも。

「あなたもお願いしますわね？　聞いてますか、シャングリラ？」

「了りよう解かいです」

　顔を上げ、返事だけして、また読書の続きに戻もどる。不思議な雰ふん囲い気きの少女に、コーネリアはふと気になって尋たずねた。

「そう言えばあなたの時代は、そういう犯罪にはどのように対処していたのかしら。やはりロボットなんかがみんなしてくれていたの？」

「私の時代ですか？」

　また顔を上げたシャングリラ。

「私が建造された頃ころには、窃せつ盗とうという言葉は日常では使用されていませんでした。人的資源も物的資源も枯こ渇かつしかけていたので、物資を個人が所有するという概がい念ねんがそもそも乏とぼしかったと記き憶おくしています」

「つまり……そこにある物はみんなの物、ということ？」

「いえ。必要な物は全て配給所にありますし、それ以外の物は何もなかったと思うので……盗ぬすまずとも配給所に行けば良いのでは」

「私たちに聞かれても困るのですけど……大変な時代に生まれたのね、あなた」

「私は兵器なので、不自由も満足もないのでは」

「いえ、だから私たちに聞かれても困るのですけど……でもあなたもだんだんと、そういった気持ちもわかるようになるといいですわね」




　　　　◆




「……」

　マヒロは片手で松葉杖を突つき突き、延々と続くような回かい廊ろうを進んでいた。

　何か目的があるわけではない。

　ベッドの上でじっとしているのが、ただひたすらに気に入らなかったのだ。

　そうしてしばらく、あてどなく彷徨さまよううちに、重騎き士しが両りよう脇わきに警備する扉とびらを見付けた。他とは少し意い匠しようの違う扉で、プレートにはミュージアムと記されていた。

「……ここは？」

「は、マヒロ王子。こちらには我が国の理解を深めてもらうための、マジスティア王国時代よりの歴史を象しよう徴ちようする品々が収蔵、展示されています」

　別に興味もなかったが、同じような廊下ばかり歩くのは飽あきてきたところだった。

「入っても？」

「もちろんです。身元のはっきりした方であればどなたでも自由に観覧できるよう、陛下より仰おおせ付かっております」

　足の不自由なのを見た騎士の一人が気を利きかせ、ドアを開けてくれたので、マヒロは杖を突き突き、中に入った。

　宮きゆう殿でんの一室とはいえ、街角の下へ手たなギャラリーよりも広いだろう。ショーケースのようにガラスに覆おおわれた中に、美術品、工芸品、軍装品から遺い跡せきの出土品まで。傍かたわらに設置されたパネルには、その品々の由来と解説が丁てい寧ねいに書かれてある。

　が……さほど人気はないのか、照明の落ち着いた空間にはマヒロ以外の人ひと影かげはなかった。

　マジスティア王国時代の宝ほう冠かん。

　南部統一戦での戦場写真。

　旧文明時代の電子機器。

　征せい服ふくした国々の宝物もある。

　奥まった中でも一段高いところに、父……ラヒルⅡ世が日ひ頃ごろ身に付けていた王おう冠かんが飾かざられていた。

「どうだ、輝かがやかしいであろう？　我が帝てい国こくが辿たどった栄光の軌き跡せきは」

　振り返ると、ネオシスがその全すべてを示すように両りよう腕うで広げ、闊かつ歩ぽしてくるところだった。

「まあまあですね。歴史の浅い割にはよく集めたんじゃないですか？」

　マヒロは呆あきれ気味に嘆たん息そくし、視線を戻す。

　ネオシスはその横に立ち、共にラヒルの冠かんむりを眺ながめた。

「ふん。その永きに亘わたるミスマルカ王朝の歴史も、今や我が帝国の一部となった」

　マヒロは横を向いて大きく舌打ちした。

　気にした様子もなくネオシスは言う。

「こそ泥どろ一匹ぴきに手ひどくやられたようだな」

「やられたんじゃありませんー。余が勝手に落ちただけですー」

「何か激しく言い争っていたそうだが、貴様の顔見知りか」

「……いいえ」

「ならば会話から何か手がかりは得られたか」

　マヒロは軽い嘆息一つして、ありのままを述べた。

「……二年前、僕がライン要よう塞さいに乗り込んだ際に詰つめていた誰だれかです。身体能力からしてもただの兵卒ではなく、騎士クラス以上でしょう」

「そして目まの当たりにした貴様の奇天烈きてれつな言動に感化され、模も倣ほう犯となった……か」

「なんだ。要塞でのこと、知ってたんですか」

「ユリカは箝かん口こう令れいを敷しいたようだがな。知らぬのはルナスだけだ」

　ネオシスは顎あご先さきに手をやり、笑った。

「だがこれでいよいよ、冤えん罪ざいについての謝罪も賠ばい償しようも必要なくなったわけだ。何しろ、貴様こそがこの事件の元げん凶きようだったのだから」

「そうですね。全くもってその通りです」

「そして当時、あの要塞に在ざい籍せきした騎士というのであれば、正体も特定できるだろう。逮たい捕ほするのも時間の問題だ」

「そうでしょうね」

「貴様はそれで満足か？」

　ネオシスはマヒロを横目に見下ろした。

　それは……ネオシスが知るクソガキとは、まるで別人のような目をしており、珍めずらしく、次の言葉までに間があった。

「……僕の充じゆう足そくなどどうでもいいでしょう。帝都に平へい穏おん無事が取り戻されることが第一義です」

「うむ……そうだな」

　ひどく落ち込んでいるように見えて、わきまえるべき部分は驚おどろくほどの冷れい徹てつさでわきまえている。初対面があのようだったので、ネオシスとしては想像もできなかったのだが……今ならば、占せん領りよう直後にルナスが手を焼いたという様子もわかろうというものだった。

「……で、僕に何の用ですか？　お役ご免めんのお達しですか？　処しよ罰ばつの通達ですか？　さすがにガキ一人からかいに来るほど、皇帝陛下はヒマではないでしょう」

「先ほど、預言者様が訪ねて来られた」

　言いながらネオシスは次の展示へ歩き始める。マヒロは松葉杖を使ってその後に続いた。

「昨夜会いましたよ。何か言ってましたか？」

「随ずい分ぶん気安いな、貴様。預言者様と面識があるのか」

「それはもう。紋もん章しよう集めの時には教団領で、とてもよくしてもらったので」

　含ふくむような言い方の真意はネオシスにはわからなかったが、ともあれ先ほどのやりとりを思い出したネオシスは、深々と溜ため息いきをつく。

「こっぴどく叱しかられた……というのが正しいだろうな」

「それはまた」

「諸しよ侯こうの顔色ばかりを窺うかがい、民たみをないがしろにした私の撒まいた種だそうだ。今回の騒さわぎをきっかけに、混乱が広まるようであれば……聖騎士団を進しん駐ちゆうさせるとまで言ってきた」

　さしものマヒロも驚きと共に瞬まばたき一つ。

「まさか？　聖戦発動ですか？」

「そうだな。まさかと思いたいのは私も一いつ緒しよだが……久しぶりに死の恐きよう怖ふを味わった。あれほど儚はかなげな、武器も持たぬ女性だというのに……ここは私の宮殿だというのに、言葉を違たがえた瞬しゆん間かん、殺されるのではないかという確信があった。否いな……言葉ではなく、常に心の裡うちを探さぐられているような気さえした」

「……なるほど」

　身に覚えのあるマヒロは、その感覚を思い出して納なつ得とくする。思考のプロセスを逐ちく一いちなぞるような、でなければ、心の形を両手の五指でまさぐられるような、その感覚だ。

「それほどの事態に発展する可能性があるというのなら、解決策か何か、教えてもらえましたか？」

「いいや。結局、私自身がそれを正しく選び取れぬようであれば、この先私が玉座にいる意味も、価値もないのだ。故ゆえにここに来た」

　そしてネオシスは立ち止まる。

　見上げたのは、黒一色の戦いくさ装しよう束ぞく。

　無数の刀傷の残る、あるいは所々の欠けた漆しつ黒こくの鎧よろいと黒衣。吼ほえる獅し子しを模した面めん頰ぽお付きの兜かぶと。傍らには、中ほどで砕くだけた両りよう刃ばの大たい剣けんが鉛なまりに接つがれ、飾られていた。

「……これは？」

「私がこの大陸に覇はを唱えるにあたって用意したものだ。見ての通り傷付き過ぎて、今となっては鎧としての役には立たんが……これは私の、勇気の象徴なのだ」

　獅し子し奮ふん迅じん。

　その版図を広げてなお主君自らが先せん陣じんを切る様は黒獅子と呼ばれ、周辺国を大いに震ふるえ上がらせた。その後ろ姿を見て育った娘むすめの一人が、影えい響きようを受けるのも無理からぬ話と言えた。

「ここに来ると、昨日のことのように思い出す。寄せ集めの軟なん弱じやくな部隊などは我が必殺剣、エクスキャリバー・スラッシュを一目しただけで蜘く蛛もの子を散らすように陣じんを投げ出したものよ」

（……親の影響か……）

　教育は大事。

「いい歳としして預言者様に怒おこられて、そんな過去の栄光にすがるほどに落ち込んだわけですか」

「たわけが！　誰が落ち込んでなどいるものか！　我が志を再確かく認にんしに来たのだ！」

「……では再確認して、皇帝としてはどうするおつもりで？」

　ネオシスは展示ケースに手の平を添そえ、意を決したように頷うなずいた。

「此この度たびの件。私から動くことはできん」

「なるほど……まあ、全ぜん裸らのアホに譲じよう歩ほするわけにはいきませんね」

「そうだ。だがいかに変質者といえども、丸まる腰ごしの相手を有う無むを言わさず殺したとなれば、いよいよ民衆が黙だまってはおるまい」

「僕もそう思います。新聞各紙に取り上げられたことで、良くも悪くも大勢が注目しています。うまい着地点を見付ける必要があるでしょう」

「そうだ。そして私は、怪かい盗とう自身が我が前に現れ、奴やつ自身の言葉で犯行に至った動機の全てを釈しやく明めいすることが最善だと考える。公おおやけの場でのその申し開きが、理に適かなったものであるのなら……多少の政策の変へん更こうについては、諸侯らも納得の色を見せよう。彼らもまた、民の上に成り立つ存在だ」

「理に適わなかった場合は」

「私自らが処断する。皇帝である私にできるのは、その判断だけだ」

　束つかの間の沈ちん黙もく。

　後、ネオシスはマヒロへと向き直る。

「貴様が捕とらえ、我が前に引き立てろ」

　マヒロはおどけたように肩かたをすくめた。

「預言者様、勇者がなんとかしてくれるようなこと言ってませんでした？　いっそ丸投げしてしまえばいいのでは？　間に勇者というクッションが挟はさまれば、より確実な軟なん着ちやく陸りくが可能でしょう」

「そんな話は初耳だな。では貴様が勇者になれ。シャルロッテも言っていたが、中原との絆きずなを深める良い機会だ。必要な物があるなら多少は融ゆう通ずうしてやる」

　言うだけ言って皇帝は踵きびすを返す。

「って、おい、ちょっと！　勇者になれって、そんな無責任な！」

「丸投げしろと言ったのは貴様だ。それとこれは命令だ。ライン要塞で自由を遂すい行こうした、その責任を取れ。貴様の手で、貴様の心を束そく縛ばくする因いん縁ねんにケリをつけるのだ。それすらできんようなガキに用はない。良いな」

「っ……！」

　ネオシスがミュージアムを出て行く頃ころ、マヒロは松まつ葉ば杖づえを床ゆかに叩たたき付けた。
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　翌週の新聞各紙。




『怪盗、バクターヌ家を襲しゆう撃げき！』

『仮面は黄金だった!?』

『怪盗を追ったマヒロ王子重体！』

『スクープ！　マヒロ王子死亡！（見出しの隅すみに小さくクエスチョンマーク）』




「取材くらいしろよっ……！」

　シャルロッテの執務室、もう完治した足で地じ団だん駄だを踏ふみ、マヒロは新聞をくしゃくしゃに丸めた。

　あの後、コーネリアからもよくよく懇こん願がんされてわかったのだが、怪盗の情報が不ふ明めい瞭りようであったのは要するに、変質者にいいように金品を奪うばわれたとあっては名門貴族の名折れとなるからであった。

　蓋ふたを開ければそんなものである。

「警察隊は尚なおのこと、丸腰相手に逃にげられたでは面めん目ぼく丸まる潰つぶれ」

　そのうち一紙を読むでもなく読みながら、シャルロッテは言う。

「外部に情報を秘ひ匿とくしたのは、どっちかって言えば上にその不名めい誉よな事実を知られたくなかったからでしょうね」

「……その無能な官憲へのお沙さ汰たは？　署長か部長か隊長か知りませんけど」

「厳重注意の上、減げん俸ぽう一年」

　マヒロは鼻持ちならぬ様子で肩をすくめた。

「そんな甘い処分だから役人や官かん僚りようなんていうのは付け上がるんですよ」

「百パーセントカットだけどね」

「わーぉ……」

　めぼしい記事を読み終えたシャルロッテが、机き上じように手を組んだ。

「それでマヒロ王子。怪け我がも回復したところで、あなたはまだこの件に関かん与よするつもりはありますか？」

「元々姉上がやれと言い出したことでしょう。したくないのは山々ですけど、拒きよ否ひ権はあるんですか？」

「これを見なさい」

　それは先週も見た予告状であった。

　ただし宛あて先さきは特定貴族の家ではなく、銀行となっている。犯行の予告日時は明日。文面もバクターヌ家へのような敬意に配はい慮りよしたものではなく、『真の自由が鉄てつ鎚ついを下す』というような攻こう撃げき的なものとなっている。

「一昨日おととい、また届いたようです。これは写しですけれど」

「銀行に鉄鎚とは、また大きく出ましたね」

「ただねぇ……この銀行、貴族じゃないけど富ふ豪ごうが一族で経営していて、融ゆう資しに際しての相手の足元を見た金利や賄わい賂ろの要求などなど、頭取以下役員に黒い噂うわさが絶えないのよ。ちなみに政界とか業界とかじゃなくて世間話レベルでね」

「それ……成功したら、まずくないですか？」

　ただでさえ義ぎ賊ぞくと噂されている者が、噂とはいえ悪と囁ささやかれる者に勝利する。善意の施ほどこしであったはずのものが、善悪の戦いの構図にすり替かわってしまう。不満や怒いかりを抱かかえた民衆であれば、その対立の構図の中に自身を置きたがることは想像に難かたくない。

　シャルロッテは首しゆ肯こうした。

「その通り。耳みみ聡ざとい者は既すでにこの話を聞き付け、一部ではあの怪盗を勇者や救世主として神聖視する向きも出始めています」

「いや……全裸ですよ？」

「貴族と警察による隠いん蔽ぺい工作のため、か弱き民には真実が知らされていないのです。ああ、何と嘆なげかわしい……」

「姉上が知ってて今週の新聞に載のってない時点で、国もその隠蔽に関かかわってますよね」

　貴族の総領主は皇室であり、警察は帝てい国こく政府の組織である。

「ことがエスカレートすればやがて民衆は武器を手に立ち上がり、警官隊と衝しよう突とつすることは必至。傷付くのは結局、罪もない弱き人々と、命令に従っただけの官憲ばかりなのです……嘆かわしいでしょ？」

「話聞いてください」

「なぜ同じ人類がいがみ合わなければいけないのでしょうか？　マヒロ王子……あなたは、その危機をむざむざ見過ごすというのですか？」

「マジカルプリンセスは見過ごすんですか？」

「彼女は鉄仮面との戦いに忙いそがしいのよ」

　高い青空を白い雲が流れていく。

「でもこの前の美人三人パーティーは手伝いたいって言ってくれてます」

「お出かけしたいの間ま違ちがいでは？」

「お出かけしたいからあんたも行くのよ」

　面めん倒どうくさくなったシャルロッテに対し、マヒロは手の平を上に向けて肩をすくめた。

「預言者様も言ってましたが、真しん剣けんにお願いしますね。僕も怪我の回復を待っている間に考えましたけど、さすがに空飛んで逃げるような相手は手に余ります」

「それを言うならあんたこそ、この前みたいに我を忘れて逆上するようじゃ困るのよ？」

「……」

「まだ聞いてなかったけど……あのとき、怪盗と何の話をしてたわけ？」

「ただの説得ですよ。自由であることと、勝手をすることは意味が違います。この世界には、あんな馬ば鹿かげた行動が許される道理はないと、そう言っただけです」

　シャルロッテはつまらなそうな顔で頰ほお杖づえを突ついた。

「本当にそう思ってる？」

「思ってますよ。あいつは誰だれも笑え顔がおになんかしていない」

「……少なくとも、施しを受けた子供たちは喜んだんじゃないの？」

「降って湧わいたパンに、でしょう」

　ヒーローの姿に、ではなく。

（……なるほどね……）

　一息し、シャルロッテは姿勢を正した。

「……そこまで言うなら、あんたこの件から外れる？」

「いいんですか？」

「本当に嫌いやなら仕方ないでしょう。確かに今回のこれは、一歩間違えば冗じよう談だんでは済まなくなる恐おそれがある。あまり変に思い込んだり、思い詰つめた精神状態でことに当たるのは避さけた方が無難だわ」

「っ……」

　マヒロは苛いら立だち混じりに、シャルロッテの執しつ務む机に手を突いた。

「みんな何を勘かん違ちがいしているのかわかりませんが、僕は至って普ふ通つうです！　ミスマルカにいた頃から、何も変わってなどいませんよ！」

「えいっ」

　万年筆の先で眉み間けんを刺さされ、マヒロはギャアと仰のけ反った。

「あんたのクセにそんなどうでもいいことをグチグチ言うのがおかしい、っつってんの」

「……」

　マヒロはようやく、今さら気付いたような顔をして。

　それから……結局何を言うでもなく、小さく俯うつむいた。

「……どうでもいいですか」

「変わったから何？　変わってなかったら何なわけ？　変わっても変わってなくても、私はどうでもいいの。あなたはただ、私の役に立ちさえすればいい。それさえできるなら、あとは何も気にしなくていい。それさえできるなら、たとえお父様やルナスが見限っても私が飼い続ける。それさえできるなら、私はあなたの全すべてを肯こう定ていしてあげるわ」

　シャルロッテは席を立ち、マヒロの頭に手を置いた。

「だから心配しないで、ちょっと休みなさい」

「……」
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　怪かい盗とうの犯行予告は明日の夜。

　丸一日の猶ゆう予よを残して、ロッテンハイム宮の庭に出たマヒロは噴ふん水すいの縁ふちに腰こしを下ろし、月を見上げていた。

　結局は明日、預言者の言う勇者が現れ片の付く問題かも知れない。別に明日行かずとも、また来週にでも次の機会があるかも知れない。

それとも全く関係のないところで、いつの間にか終わってしまう問題かも知れない。

　ネオシスもシャルロッテもああ言うが、別に自分が片付けなければならない理由はない。ネオシスは民たみの不満について自身の落ち度も認めていたし、シャルロッテも無理をするなと心配していたのだ。

　だから……それでもいいのではないか。

「マヒロ」

　声に振ふり返る。定例の夜会から抜ぬけ出してきたのだろうドレス姿のルナスが、にもかかわらず軍服姿同様の大おお股またで、ばっさばっさとスカートなびかせ歩いてきた。

「こんなところで何をしている」

「何、というか……余よ暇かを？」

「姉上に聞いたぞ。明日の捕とり物には行かないのか？」

「……」

　ルナスはドレスが汚よごれることなど気にせず、マヒロの隣となりにストンと腰を下ろす。ハイヒールを脱ぬいで芝しば生ふに足を投げ出し、腕うでを上に、大きく伸のびをする。

　それでようやく、ふうと大きく息をつく。

　マヒロからは特段話すこともなく、ルナスも少しの間大人しく、素す足あしを芝生にぱたぱたさせていた。だから少しの間、月明かりの下には静かな時間が流れた。

　遠くから、楽団の奏かなでる華はなやかな調べが聞こえてくる中。

「……その。すまなかった……」

　ルナスの珍めずらしく浮うかない言葉に、マヒロは瞬まばたき一つ。顔を上げる。

「何がです？」

「だから……いざとなったらお前を守るなんて大見得を切ったクセに、結局はお前に怪我をさせてしまった」

「……いや。あれは僕が勝手に落ちただけですし」

　そこでルナスは、はっきりと首を横に振った。

「だとしてもだ……、私も最初はそう思ったが……、でもお前は奴やつを追ったじゃないか。私たちはピクニック気分で浮かれていただけで、いざというときに何もしなかったし、できなかった……」

　その時のことを思い出すように、ルナスは膝ひざの上に組んだ自分の手に視線を落とした。

「いくら雨風が強くても、這はって前に進むこともできたはずだ。近くにいれば、何かお前の役に立てることもあったはずだし、それがだめでも……落ちていくお前に手を伸ばすことくらいできたはずだ」

　ルナスはもう完治したマヒロの足首に視線をやった。

「今回は軽い怪我で済んだが、死んでいたっておかしくない高さだった。そしてもし、お前が死んでいたらと考えたら……私は生しよう涯がい、自分を許せないと思って……それで……」

　そこでルナスは顔を上げ、マヒロの方を見る。

「……いや、私のことはお前にはどうでもいい話だな。とにかく、すまなかった」

　彼女の包み隠かくさぬ真情の吐と露ろに、マヒロも苦く笑しようがてら素直に告げた。

「……ルナス様は真ま面じ目めすぎますよ」

「真面目なら、遊び気分で捕り物に出かけたりしない。反省している。次は真剣だ。何かあったら、必ずお前を守る」

　真っ直すぐな瞳ひとみで。

「だから諦あきらめるな」

「……」

　マヒロは小さく笑い、首を横に振った。

「……ルナス様がそこまで気を遣つかう必要はありませんよ。あなたはこの国の皇女様で、僕は敗戦国から持ち込まれただけの戦利品です」

「そういう問題じゃない」

　ルナスは言った。

「私がお前を守りたいんだ」

「……。僕を……」

　言いかけて。

「……僕なんかを守って、どうなると？」

「ミスマルカで一人で私を待ち受けたり、私の陣じんやライン要よう塞さいに一人で乗り込んできたり……私は、そういうお前が見たいんだ。そしてそういうときのお前を一番近くで見られるように、でもそういうときに本当に死んでしまったりしないように、私が守ると言っているんだ」

　自分はそんなにも人を惹ひき付ける存在だったのだろうかと自問したマヒロは、答えが出ないことに気付く。

　可能な限り敵を少なくするために、人当たりの良いように振る舞まっていたことは自覚している。だがそれらは所しよ詮せん、三文芝しば居いであって、こうまで誰かを心しん酔すいさせる類たぐいのものではないはずだった。

　マヒロは目を伏ふせ、顔を逸そらして溜ため息いきを一つ。

「……今回の相手はただの賊ぞくです。そんな大おお袈げ裟さな話ではありませんよ」

「だったらそれでもいい」

「も～……。ワガママですね……」

「当たり前だ。お前は私のものだ。私の言うことに従うのが、お前の当然の義務だ」

「義務ですか。ではそれに見合うだけの権利はなんですか」

「権利？　権利か……そうだな……」

　マヒロは本気で言ったのではなかったが、口元に手をやり、意外と真剣に考え始めるルナス。

　権利には義務。自由には責任。社会という秩ちつ序じよの下もとで人としての生活を保障されるためには、その秩序を保つための義務を努力しなければ、そもそもの社会という仕組みが破は綻たんしてしまう。自由とてその範はん囲い内で行えないのであれば……行った結果、元通りにならないものや、取り返しの付かないことがあるようでは、ただ身勝手な破は壊かい活動。ただの無責任に他ほかならない。

　あの怪盗は自分が生み出した過去の妄もう執しゆう、無責任が生み出した怪かい物ぶつなのだろうか？

　それは違うはずだ。

　ガキではあったが、自分はそこまで頭は悪くなかったはずだ。何者も傷付けず、殺さず、盗ぬすまなかった。

（っ……）

　そう、〝ヤツ〟はそういうヒーローだったはずだ。〝ヤツ〟は自由の意思を体現するだけの存在だったはずだ。〝ヤツ〟は……何も行わないのだ。




　ただ現れ、自由だけを何よりも純じゆん粋すいに表現し、そして馬ば鹿かな奴だと笑われながら去っていく。




　ただそれだけのヒーローに他ならなかったはずだ。

　自分が普ふ段だんからその精神を根底に持っていたからこそ、ミスマルカの人々も、一いつ緒しよに旅をした仲間たちも、そして敵であった者たちさえも……アホだバカだと言いながらも、心から嫌きらったり憎にくんだりすることなく、良き友、良きライバルとしていてくれたのではないか。

（……そうか……）

　そう。

　そうだ。

　そうだったのだ。

　それに今、ようやく気が付いた。

（……なら、これはもういい。問題は……）

　このままでは、あの怪盗は殺されるということだ。

　それで全てが片付くのかも知れない。

　それとも、預言の勇者が全てを丸く収めてくれるのかも知れない。

　だが、どちらにせよ……あの怪盗の行いを、彼の過あやまった考えを正せるのは、自分しかいない。彼に自由というものを誤解させてしまった、自分にしかできないことなのだ。

　そしてその機会は……怪盗がその行いを、施ほどこしではなく闘とう争そうへと切り替かえる明日の夜を最後に、永遠に失われてしまう可能性が高い。

（解決策は何がある……）

　自由は正しい。

　自分が信じてきた自由の心であれば、できるはずだ。

　誰だれも殺させない。誰も傷付けなどしない。

　そういう一手を見付けられるはずだ。

　探せ。

　今すぐに。

「権利……は、そうだな……。沙さ耶や香かくらいなら、お前の側室になってもいい」

「……」

「……それだけでは不服か？」

「え？　ええ……と、なんでしたっけ？　ちょっと考え事をしていたのですが……」

　ルナスは途と端たんに呆あきれたように冷たい目になり、脱いだ靴くつを手にして立ち上がった。

「うるさい馬鹿。敗戦国の王子に権利なんてあるか。生きているだけ有り難がたいと思え」

「……わかってますよ」

　マヒロは笑った。

「そうですね。僕は生きています」

「……いや、別にマヒロ、そんな本気で言ったわけでは……」

　ここへ来る前のマヒロを思い出したルナスは、また元に戻もどってしまうのではないかと、少し焦あせって取り繕つくろう。

　が……そんなルナスの杞き憂ゆうを余よ所そに、マヒロはあの無味乾かん燥そうな笑え顔がおではなく、至って充じゆう実じつした笑顔のまま続けた。

「いいんです。勘かん違ちがいしていたのは、どうも僕の方だったようです」

「勘違い……？　何をだ」

「真しん剣けんに取り組むべきだという、預言者様の言葉です。所詮は怪かい盗とう、たかが賊一匹ぴきと高を括くくっていたのは……あなた方ではなく、僕の方だったのです。思い直しました。理り屈くつではなく、実感として」

　マヒロは立ち上がり、力強い笑顔のまま月を見上げて拳こぶしを握にぎった。

「本当の敵は、あいつなんかじゃなかった。あいつはただ、その象しよう徴ちようとして形を成し、目の前に現れただけだったのです。ええ、最初からわかっていたように、本当にただそれだけのことだったのに……今の今まで勘違いしていたのですから、馬鹿な話です。本当に、僕はどうかしていたのですね」

「……そう……なのか？」

　バクターヌ家での騒そう動どう以来、どこか鬱うつ屈くつしたようだったマヒロはそんなことを言いながらも、いつかのように潑はつ剌らつと表情を輝かがやかせていた。

「もう大だい丈じよう夫ぶです、ルナス様。なんだか随ずい分ぶんと長いこと、暗い穴の中にでも閉じこもっていた気分です。こんなに晴れ晴れとした気持ちは久しぶりです」

「よし、ならば明日の夜は一緒に……！」

「それには同行しません」

「……なぜだ」

「見たいのでしょう？　あなたの敵だった頃ころの僕の姿を」

　ルナスは小さく息を吞のみ、声を詰つまらせた。

　まさに、ミスマルカの玉座の間で見たそのもののマヒロであったから。

「あなたを愚ぐ弄ろうし、己おのれのみを信じて疑わなかった、あの頃の僕を」

「それ、は……そうだが……」

「ならばお任せ下さい。必ずやあの男を五体満足のまま、陛下の御おん前まえまで連れ立ってご覧に入れましょう……！」
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　明晩。

「あーらまあ。なんつーか、形なり振ふり構わない感じだわね」

　件くだんの銀行に辿たどり着いたガンナー姿のシャルロッテは、頰ほおに手を当て呆れ気味に溜息をついた。

　警察側にも面子メンツはあろうが、より万ばん全ぜんを期すために銀行側も用心棒を雇やとったのだ。それも来る者拒こばまずで、怪盗を捕とらえた者には賞金を出すというのだから、銀行の中は預ける金もないようなその日暮らしの冒ぼう険けん者やら傭よう兵へいやらでごった返してしまっていた。

　若い係員が慌あわただしく走り回っている。

「えーと君たちも警備希望者？　名前は？　アルセーネ、ミカ子、ヴィクトリア……ね、はいＯＫ。捕つかまえれば賞金が出るけど、殺すのはだめだよ。国からのお達しだからね。どこでも好きな場所に配置についていいから、それじゃよろしくね」

　忙いそがしい忙しいと、クリップボードを持った行員は次の冒険者のところへ駆かけていった。

　ユリカが首を傾かしげる。

「……こんなに人がいたら、そもそも現れるかどうか疑問」

「ま、そういう目的もあるんでしょうね」

　シャルロッテはロビーに掲かかげられた『安全・安心・低金利』というスローガンに目を馳はせるが、盗まれてしまったが最後、安全と安心という銀行としては最重要のお題目、信用に傷が付く。簡単に金が盗まれるような銀行に誰が金を預けるかという話だから、それは形振りも構っていられないのであろう。

　それに捕まえられれば賞金だが、そうでなければ手ぶらで帰される様子。見張りをするのに給料が出るわけではないので、現れなかったら現れなかったで銀行側に損はないのだ。必然、手ぶらで帰ってなるものかと、雇われた側の士気も高い。

「で、マヒロは？」

　先さき程ほどから周囲をキョロキョロしているルナスに聞くのだが、下の妹は諦あきらめたように肩かたを落とした。

「まだ来ていないのか、どこかに紛まぎれ込んでいるのか……。昨夜は、何か策を閃ひらめいたような雰ふん囲い気きだったのですが」

「紛れ込む……ね」

　シャルロッテは呟つぶやく。

　あの日、怪盗は警官に化けていた。今日とてこの人数では、魔ま法ほうか何かで全く姿を消せるか、テレポーテーションでも使わない限り、正面から侵しん入にゆうするのは不可能だ。

　……そう、通常は。

「アルセーネ」

「なに、ミカ子？」

「そういえば私たちも、結局怪盗の顔を覚えていない」

　そうなのだ。

　裸はだかであり、仮面を付けていたことは覚えている。逆に言えば、その二つのインパクトが強すぎて……新聞記事の証言の通り、他のいかなる特とく徴ちようも自分たちは覚えていないのだ。身体的な特徴など適当な服を着込んだだけで、簡単にわからなくなってしまう。

　まったく、とルナスが吐はき捨てるように言った。

「よくよく考えると、あの怪盗は本当に厄やつ介かいな相手なのかも知れませんね……今この中に怪盗が混じっていたとしても、我々には見破る術すべがありません。実際に金が盗ぬすまれてみるまで、誰が犯人なのか見当も付かないのです」

　つまり、防ぐという手段は通用しない。

　ならば盗んだ後であれば、あの大きなバッグがあるから見み逃のがさないだろうか？

　ここにいる傭兵などは身軽にしてきている者もいるが、冒険者の中には旅支度じたくのままでいる者も少なくない。ズダ袋ぶくろやリュックサックを担かついでいる程度では、怪あやしくも何ともない。

　ルナスは駆け回る行員を尻しり目めに言った。

「警備の雇い方からしてあの大おお雑ざつ把ぱさです。今回ばかりは紛れて逃にげるということもあるのでは……」

　それとも、今回も己の主義主張のために姿を現し、官憲を嘲あざけりながら空を飛んで逃げるのか。

「……まあどっちにしても、入場制限くらいかけるべきでしょうね」

　人いきれに息苦しさを感じたシャルロッテは、手の平でパタパタと顔を仰あおいだ。

　三姉し妹まいとも美人である。

　当然、集まった中には若い男も多い。

　数人のグループが壁かべの華はなとでも言わんばかりに、シャルロッテたちへ声をかけてきた。

「ねえ君たち、この辺りじゃ見ない顔だね」

「この仕事が終わったら、俺たちと一いつ緒しよに食事でもどう？」

「近くにいい遺い跡せきがあるんだけどさ、今度一緒にパーティー組まない？」

　別にその中にマヒロが混ざっている様子もない。

「ねえ、彼女たちってば……」

「黙だまれ」

「殺すぞ」

「死ね」

　下の妹の方から一人一言ずつ、冗じよう談だん抜ぬきの真顔で言うと、みんな愛想笑いを浮うかべながらそれとなく遠ざかっていった。

　基本、冒険者なんていうのはアウトローなので、「死ぬ？」と言われたら「あ、殺される？」と覚かく悟ごするのが常識的な感覚であった。幾いくつか修しゆ羅ら場ばをくぐっていれば彼ひ我がの力量も自おのずと知れようというもので、今の連中は軟なん派ぱなりにその辺はわきまえていたということだろう。

「ったく……これじゃあ怪盗が現れたところで、武器も魔法も使えたもんじゃないわ。もう少し人気のない、涼すずしいところへ……」

　シャルロッテが言い終わるか否いなかのタイミングで、行内放送のチャイムが鳴った。

《皆みなさん、本日は憎にくき悪漢逮たい捕ほのご協力のため、ようこそお出いでくださいました。善良なる帝てい都と市民の皆さんからお預かりした、大切な、とても大切な資産をお守りしたいという皆さんの熱き血潮に、感かん涙るいにむせぶ所存です。申し遅おくれましたが私は頭取の……》

「……どちらかと言えば善意というより、賞金目当てのような」

　血気盛さかんな荒あらくれ者の集会を横目にしながらユリカは呟くが、ルナスは笑って応こたえた。

「戦場でも報ほう賞しよう目当ての兵が武ぶ勲くんを上げることはよくあります。頼たのもしい話ではないですか。ありがたい念仏より目の前のニンジンがおいしいのは、馬も人も一緒です」

　シャルロッテは腰こしに手を当て、そんな妹たちを指差した。

「あのねえ、わかっていても修辞技法を使いこなすのは偉えらい人たちの嗜たしなみよ。あんたたちもお姉様にばっかり任せてないで、ちょっとは勉強しときなさい」

　え～……とあからさまな不服を顔にする妹二人。

《……そのようなわけですから、見事怪かい盗とうを捕まえ、帝都に安心と安全をもたらした方こそ讃たたえられて当然であり、当行よりも心ばかりですが金きん一いつ封ぷうを差し上げたく……》

　挨あい拶さつもそこそこに、けたたましく非常ベルが鳴り響ひびいた。

《んむ？　なんだ？　どうした？　警備システムのチェックは昨日のうちにしておけと……なに、怪盗？　大金庫を破られた!?　馬ば鹿か野や郎ろう！　何をやっているこの無能共、まんまとワシのカネを盗まれおって！》

　頭取のただならぬ剣けん幕まくに、ロビーは騒そう然ぜんとなり始める。

《頭取、マイク！　マイク入ってます！》

《黙れ、預かった以上はワシのカネだ！　貴様給料がいらんのか!?》

「「姉上。修辞技法は……」」

「よそはよそ、うちはうち。庶しよ民みんの言うことなんか聞いちゃいけません」

《聞いているかゴロツキ共！　預金もできんくせにワシの銀行に群がる貧びん乏ぼう人共め、まんまとカネを盗まれおって！　さっさと怪盗を捕まえんか！　こうなったら生死不問デツド・オア・アライブだ!!　ワシのカネを取り返した者には倍の賞金を払はらうぞ!!》

　わーっ♪　という威い勢せいとも歓かん声せいともつかぬ声を上げ、思い思いの得物を手にした用心棒たちがロビーの奥へ殺さつ到とうし始める。

　時は金なり世も金なり。

　微び妙みような表情でルナスが言った。

「……捕まえるのですか？　この銀行はいっそ潰つぶれてしまった方が世のためなのでは」

「馬ば鹿かっ、身分や職業に貴き賤せんはないのよ！　貴族も頭取も同じ高額納税者でしょ!?」

　国家も金なり。

　シャルロッテは混乱著いちじるしい行内には見切りを付け、出口へと踵きびすを返す。

「姉上、どこへ……!?」

「表よ、表！」

　ユリカとルナスの袖そでを引っ張って、シャルロッテは人波の流れに逆らう。

　バクターヌ家で感じたことだが、怪盗は一度、わざとその姿を見せることで警備の動きを誘ゆう導どうしたような節があった。だからあのとき応接室から不意に現れたこちらに対して、途と惑まどいを顕あらわにしたのではないか。かつ、相対した警官の証言では、乱戦や狭せまい通路での身のこなしにも長じた様子であったという。となれば、あのような混乱は怪盗の思う壺つぼだ。

「警備を屋上まで誘導したところで、自分一人だけ空を飛んで逃げる……それがあの怪盗の常じよう套とう手段よ！」

　一いつ攫かく千金を狙ねらう冒険者の群れによって演出される、破は綻たんを聞き付けた預金者が殺到するような不ふ吉きつな有様をよそに……シャルロッテたちは混雑を抜ぬけ出し、大通りから銀行の屋上を見上げた。

　さて、吉きちと出るか凶きようと出るか。

「しかし狙いが当たったところで、どうやって追いかけるのですか？」

　ルナスが怪盗を表すように、高く上げた手の平を夜空へ横切らせた。

　シャルロッテは担いでいた銃じゆうを、じゃきーん☆

「そう思って非殺傷性のプラスチック弾だんを詰つめてきたわ。たとえ手が届かなくても、これで気絶させれば……」

「死ぬ、死ぬ」

　ユリカが首を横に振ふっていた。

「だからねミカ子、死なない弾たまで」

「だからアルセーネ。気絶して墜つい落らくしたら、死ぬ」

　ユリカは上から下までを指差して示す。

　銀行のビルは地上四階建て。

　下は花か崗こう岩がんの硬かたい硬い石いし畳だたみ。

　……。

「私たちの優やさしさに付け込んで自らの命を盾たてに使うとは、なんて卑ひ劣れつなのかしら……！」

　そうこうしているうちに、周囲には噂うわさを聞き付けた野次馬も集まり始めていた。

　屋上の方から、乱暴にドアの開く音と、大勢の勢いよく雪な崩だれ込む音が聞こえる。

「現れたか!?」

　ルナスが言うが……どうも、争うような物音も、追い立てるような掛かけ声も聞こえない。

「くそっ、どこへ行った!?」

「屋上から飛んで逃げるって話じゃなかったのかよ!?」

「まだどこかに隠かくれているのか……!?」

（……おかしい……？）

　同じことを思ったらしい妹たちへ、シャルロッテは頷うなずいた。

　怪盗の情報は仮面を付けていたこと以外、公おおやけには漏ろう洩えいしていないはずだ。なのにあんなチンピラ紛まがいの連中がそれを知っているというのは出来すぎている。

　ユリカが言った。

「怪盗自身が、誘導のために情報を撒まいた……」

「ええ。ひょっとしたら、あの非常ベルも怪盗の罠わな。偽にせの情報で警備が全部上へ出で払はらった隙すきに、悠ゆう々ゆうと金庫の中身を漁あさり……そして」

　集まった野次馬の一部から、歓声が沸わき上がったのはその時だった。

　シャルロッテたちはその視線の集つどう先へと振り返り……啞あ然ぜんとなった。

　バクターヌ家の屋上で見たままの姿の男が、悠ゆう然ぜんと。そう、今しがた自分たちが出てきた表の出口から、何を悪びれ恥はじる必要があるのかと言うように、ダッフルバッグを片手に、金の仮面一枚だけを身に纏まとい、全ぜん裸らのまま悠然と歩み出てきたのだから。

「いいぞー！　怪盗！」

「よくやったー！」

「胸がスカッとするわー！」

「あんたこそこの街を変える勇者だー！」

「俺たち庶民の希望、救世主だー！」




　わー！　わー！




　やんややんやの声せい援えんに、怪盗は手を振って応えた。

「ありがとう！　ありがとう、みんな！　真の自由のため、正義のために私はこれからも戦い続けるだろう！」

　警察隊が向けたサーチライトが、まるで舞ぶ台たいのスポットライトのようではないか。

　銀行のガラス戸はいかなる封ふう印いんが施ほどこされたものか、用心棒たちが中から押しても引いてもビクともしない。怪盗を追っていたはずの彼らはその実、銀行の中に閉じ込められてしまっていたのだ。

　だが大勢の用心棒、シャルロッテたちと同じように外に賭かけていた者も少なくなかった。エントランスに続く石段の半ばで、怪盗はそうした面々に包囲される。

「何言ってやがる、馬鹿が！」

「中の連中が逃にがしたらおこぼれを拾うつもりだったが、表を張っといて正解だったようだぜ！」

「ああ、まさか自分からノコノコ出てきやがるとはな！」

　怪盗は引き締しまった肉体を余すところなく誇こ示じして、一歩も引き下がろうとはしなかった。

「フッ、やる気か……？　だが私は、もう逃げはしないぞ！　か弱き人々の声が、私に勇気を与あたえてくれる！　勇気こそこの私のパワーとなるからだ！」

「しゃらくせえ、やっちまえ……!!」

「とあっ!!」

　右から来た男には足を引っかけ、左から来た男はその勢いを受け流して後ろから来たもう一人にぶつける。また別な者は腹にタックルを受けると、

「カブトムシゼンラー相撲・ビートル・返しパワー・スロー！」

　そのまま怪盗の背筋力で上に跳はね上げられ、銀行の二階の窓を突つき破って姿を消した。

「見たか！　暴力などに屈くつする私ではない！」

　そうして汗あせも搔かかず、息一つ乱さぬ怪盗の姿に、腕うでに覚えのあるはずの荒くれたちも、ついぞ距きよ離りを置き始める。

「……ひょっとしてあいつ、強い……の？」

　冷や汗を流すシャルロッテに、ルナスが頷いた。

「ええ、あんなナリでもかなりの手て練だれのようです……！　生け捕どりのためと言っても、正直素す手でで挑いどみたくはありません……！」

「そこは無理しなくていいと思う」

　別な意味でユリカが言うと、奇くしくも業ごうを煮にやした用心棒たちが剣けんやナイフを抜き始めた。

「ヒーロー気取りはそこまでだ！」

「こんなふざけた野や郎ろうに、いいようにやられて黙だまってられるか……！」

「おおよ、殺したって構やしねえ！　面子メンツの問題だ……！」

　刃は物ものに街灯の明かりを鈍にぶく輝かがやかせながら、慎しん重ちように取り囲んでいく。

「……どうします、姉……アルセーネ？」

　シャルロッテは片手を上げ、無言でルナスを制した。あまり良くない雰ふん囲い気きを感じたからだ。

　すると案の定。

「やめろ、この穀ごく潰つぶしども！　何が面子だ！」

　怪かい盗とうを応おう援えんしていた野次馬の中から、石が飛んできた。

「そうよ！　遊ぶ金欲しさに雇やとわれたゴロツキのクセに！」

　今度は棒切れ。

「相手は丸まる腰ごしなんだぞ！　卑ひ怯きよう者！」

「素手でやれ根こん性じよう無しが！」

「恥はじを知れ！　恥を！」

「ろくでなしは引っ込め！」




　わー！　わーわー！




　罵ば声せいとゴミとが、飛ぶわ飛ぶわの大おお騒さわぎ。

　たとえ剣を持たぬ力無き者たちでも、集団となったときの力はまさに怒ど濤とうの勢いとなっていた。

「そこの悪徳銀行からいくらもらった!?」

「どうせお前らも貧びん乏ぼう人の足元見て稼かせいでるんだろ!?」

「俺たちはいつも奪うばわれるばっかりだ！」

（まずいわね……）

　シャルロッテは歯は嚙がみした。

　預言者の見立てでわかっていたこととは言え、こうも短期間に民衆の支持を得てしまうものか。

　裸はだかという一点にさえ目を瞑つぶってしまえば、怪盗の行いは人々の目には痛快至し極ごく、またそれ故ゆえに正しく映ってしまうのだ。

　そして何より危き惧ぐすべきは、人々の間には、こんなあからさまな怪人の姿に目を瞑ってでも訴うつたえたいほどの、現状の生活に対する不満が募つのっているという事実。

　警備のはずの警察隊までもが、怪盗ではなく、今にも暴動を起こしそうな野次馬を制しにかかってしまうほどの異常事態。

　……しかし。

「静まりたまえっ!!」

　声に、水を打ったような静けさが取り戻もどされた。

　一いつ喝かつしたのは、他ほかでもない。怪盗本人だった。

「君たちの気持ちもわかる！　だが暴力では何も解決しない！　君たちも、ここにいる彼らも、そして平民も貴族も、貧しき者も金持ちも……この帝てい都とという同じ街に暮らす、同じ仲間だからだ！」

　声は覇は気きと自信に溢あふれ、夜の街角に朗々と響ひびき渡わたった。

「悪い者など、どこにもいない！　その日を懸けん命めいに生きているのは、皆みな同じこと！　ただ少しだけ、この国の仕組みに歪ひずみが生じている……それだけのことなのだ！　君たちが相争う理由などどこにもない！」

　人々はどよめき、ざわめき……やがて物ぶつ騒そうな感情の昂たかぶりは、波の引くように静まり始める。

「ではあなたは、何のためにこんな真ま似ねを繰くり返すの」

　群衆に背を向け進み出たシャルロッテは、怪盗へ問いかけた。

「これまでにあなたが襲おそった貴族も、同じ帝国民。この銀行も、同じようにこの国という枠わく組ぐみの中で活動する企き業ぎようなのよ」

「君は……あのとき、マヒロ王子と一いつ緒しよにいた……？」

「答えなさい。なぜ帝都の平へい穏おんを乱すのか」

　有う無むを言わさぬ口調で告げると、彼は。

「……それが私の戦いだからだ。子供たちが日に三食のパンを食べる自由！　老人たちが暖かな毛布にくるまって眠ねむる自由！　国がその最低限の自由さえ叶かなえられぬというのなら、その歪みを正そうというだけのこと！　たとえ悪の誹そしりを受けようとも、この私にとっては人生を社会のために費ついやした老人たちの安息、未来を担になう子供たちの笑え顔がおと健康を否定する理由にはならない！」

「だったら……」

　言いかけたシャルロッテの声が搔き消される。

「そうだ、その通りだ！」

「あなたこそ正義のヒーローよ！」

「真の勇者よ、怪盗なんてもったいない！　名前を教えてくれ！」

　再びの歓かん声せいに、怪盗は頷き。

「ハッハッハッハッハッ！　ならば答えよう！　私の名は、そう……！　ゼンラーマン・スーパーだ!!」

「ゼンラーマン・スーパー！」

「いいぞ、ゼンラーマン！　俺たちのヒーローだ！」

「きゃーっ、ゼンラーマン様ーっ……！」

　もはや場は、先ほどとは正反対の熱気に包まれていた。

（……まずい……！）

　シャルロッテは内心で舌打ちした。

　外野から余計な茶々が入ったせいで、話の腰こしを折られてしまった。もう少しだけ話を踏ふみ込めば論破の可能性もあると思ったのだが、もはやあまりの熱ねつ狂きように会話もままならない。

　なぜこうも悪い方へばかり事態が転がる？

　これが預言者の視みた未来の強固さなのか？

　やはり、件くだんの勇者でなければ事態は解決できないのか？　それともまさか、人々が褒ほめそやすように、この怪盗自体が国を変革する勇者だとでもいうのか……？




「騙だまされるなッ!!　そのゼンラーマンは、偽にせ者ものだッッッ!!」




　天を切り裂さくような喝かつ破ぱの声に、辺りは一いつ瞬しゆんにして静まり返った。

「な……なんだ？　誰だれだ？」

「一体どこから？」

「頭取の仲間か!?」

「姿を現せ！」

　そんな中、ルナスが期待に胸を膨ふくらませた様子で駆かけ寄ってきた。

「シャル姉、今の声はひょっとして……!?」

「ええ、やっと来たわねマヒ……」

「誰も隠かくれてなどいはしない!!　ここにいるぞッ!!」

　頭上からの声に全員が天を仰あおぎ見た。

　銀行の屋上に、仁に王おう立ちたる若人わこうどの姿が一つ。

　夜風にたてがみをなびかせる黒くろ獅じ子しの兜かぶと。

　極限までグリースアップされた神こう々ごうしいまでにテカり輝く全身。

　誰が隠れようものか。

　何を隠そうというのか？

　天高く月光を跨またぎし、その勇姿を見よ!!

「……」
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　ゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴゴ……！




　地が唸うなり、雷らい鳴めい轟とどろくかのような迫はく力りよくで、若者は群衆の狼ろう狽ばいを睥へい睨げいしていた。

　お姫ひめ様たちは三人とも、可愛かわいらしいマスコットキャラのように目を点に、口を半開きに、思考を停止してしまっていた。

　怪盗が叫さけぶ。

「こっ……この私が偽者だと……!?　お前は一体……!?」

「とう!!」

　跳ちよう躍やくし、ビルのベランダからベランダへと飛び移りながら、怪盗の眼前に着地した。

　ゆっくりと立ち上がり、告げる。

「我こそは自由の獅子ッ！　ゼンライオンッッッ!!」




　その者全すべての衣ころもを纏まとわず暗黒の帝都に降り立つべしッ──!!
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「ゼーンラィオーン♪　ガァオッ!!」

　ガァオッ!!（右へ獲え物ものに飛びかかる獅子のポーズ）

「ゼーンラィオーン♪　ガァオッ!!」

　ガァオッ!!（左へ獲物に飛びかかる獅子のポーズ）

「ここはサヴァンナ自由の大地～、たてがみなびかせ駆け抜ぬける～♪　俺が♪　俺を♪　縛しばらないことが王者の掟おきてさッ♪　吠ほえろゼンラィオーン♪」

　グルルガァアアオッ……!!（正面へ飛びかかり、獲物を仕留める獅子のポーズ）

（馬ば鹿かなっ……）

　ゼンラーマン・スーパーはたじろいだ。

　だが、この外れ気味ながらも自信に満ちた歌声。幾いく分ぶん背は伸のびたが、華きや奢しやなようでいて必要充じゆう分ぶんな盛り上がりを見せる肉体。まだ名も無き騎き士しの一人だった自分が、あの要よう塞さいで見た〝彼〟そのものではないか。

　だが……だがしかし、〝彼〟は今や弱小国の大うつけと呼ばれた王子ではない。ライン会戦後には無用な争いを避さけるために進んで中原と帝国との架かけ橋となり、ルナス皇女に見み初そめられたという噂うわさもあるほどの、地位も、名めい誉よも、責任もある人物のはずだ。

（だからあの夜、〝彼〟は「ゼンラーマンは死んだ」と叫んだのではなかったのか？）

　ならばその〝彼〟が、なぜ……？　それとも、獅子の仮面の下に別人が成り代わっているのか……？

「ゼンラーマン・スーパーと言ったか。貴様、テーマソングはどうした。真のゼンラーマンであるならば、唄うたうべき魂たましいのシャウトを持っているはずだ」

「わっ、私は、歌はっ……いや、自由の戦いに歌など必要ない！」

「ならば腰の振ふりはどうした」

「うっ……!?」

　言われて初めて、ゼンラーマン・スーパーは気付く。

　ゼンライオンの腰は、あのテーマソングを歌っているときから一二〇ＢＰＭの完かん璧ぺきな調和で左右に揺ゆれ続けているのだ。

「ゼンラー・ペンデュラムは命の振り子!!　なぜそれを揺らさないのかと問うているのだ!!」

「そ……、それは……」

　できない。

　できるはずがない。

　この衆しゆう人じん環かん視しの中でそんなことをすれば、人としての大事な何かを失ってしまう。正義の怪かい盗とうとしてのヒーローのイメージも失われてしまう。

　……まずい。




　目の前の〝彼〟は……ホンモノだッ──!!




「それができない貴様は、ゼンラーマンとして死んでいるにも等しい！　いや、揺らすべき命を持たぬ貴様は、まだゼンラーマンとして生まれてすらいないのだ！」

　群衆が叫んだ。

「いきなり出てきて何わけのわからねえこと言ってやがる！」

「そうよ、その人は貧しい人たちのために戦ってくれているのよ！」

「何様のつもりだ！」

「ならば貴様に問う!!」

　ゼンライオンは群衆の中の、取り立てて特とく徴ちようもない一人の男を指差した。

「お、俺っ……？」

「そうだ、貴様だ!!　貴様はこのゼンラーマン・スーパーが本当に勇者に見えるのか!?」

「えっ………………い、いや……、でもみんな……そう……言ってるし……」

「ならば次は貴様だ!!」

「えっ！　わっ、私!?」

「そうだご婦人!!　この男の姿を救世主として旦だん那なや子や孫やご近所に語り伝えることができるのか!?」

「っ……!?　………………む、無理……です……」

「ならば貴様は!?　貴様はどうだ！　貴様はどう思う!?　隣となりの人とよく相談してみるといい！」

『集団』という熱狂の中で誤ご魔ま化かされ、ぼやけ、失われていた倫りん理り観は、改めて『個人』を指し摘てきされることにより、徐じよ々じよにその輪りん郭かくを取り戻もどしていく。

「最後にもう一人、そこのあなたはっ!?」

　指差された女ガンナーは言った。

「セクハラで訴うつたえるのもめんどくさいから二人ともまとめて死ね」

　人々の期待と希望に満ちた熱い視線が、瞬またたく間まにヌルくなり始める。ゼンラーマン・スーパーは愕がく然ぜんとした面おも持もちでよろよろと後あと退ずさった。

「なっ……そ、そんな……」

「……わかったか、スーパーよ！　貴様はゼンラーマンの名を騙かたり、自由の大義名分を笠かさに着て独りよがりの怪盗ごっこをしていたにすぎんのだ！」

「違ちがう……！　私はッ……!!」

「黙だまれこの露ろ出しゆつ愛好癖へき症しようがッ!!」

　バキィッ!!

「うぐっ!?」

　ゼンライオンの渾こん身しんのパンチで、スーパーは地に倒たおれ伏ふした。

「ろ、露出!?　違う、この姿は……！」

「まだわからないのか!?　今の貴様はゼンラーマンなどではない!!　勘かん違ちがいした自由に自ら躍おどらされ、局部を大衆に晒さらすことに喜びを感じていただけの……ただの変態野や郎ろうだッッッ!!」

　変態野郎だッッ……!!

　変態野郎だ……!!

　変態野郎……！

　変態……！

　変……！

（っ………変態……………この……私がっ…………!?）

　スーパーは殴なぐられた痛み以上に、幾いく度ども幾いく重えにも耳じ朶たに木霊こだまするゼンライオンの声に打ちのめされ、跪ひざまずいた。

「お前が言うか」

　女マジシャンの呟つぶやきにゼンライオンは敢かん然ぜんと応こたえた。

「黙れ、精神が大人になれない症候群女！　どこの世界に服を着たライオンがいる!!」

「……」

「……落ち着いて。落ち着いてミカ子。気持ちはわかるから。あとでお姉様もたくさん手伝ってあげるから」

「貴様もだ、世界が自分を中心に回っていると勘違いしている陰いん険けん傲ごう慢まん高飛車暴力女!!　百ひやく獣じゆうの王が全ぜん裸らなのはセクハラではなく自然の摂せつ理りだ馬鹿者め!!」

「……ダメ、アルセーネ。いま入れ替かえたのサボ弾だんって書いてあった。いやほんとに。いやほんとに洒落しやれにならなくなる」

　ゼンラーマン・スーパーがようやくショックから立ち直ったのはそんなときだった。

「……確かに……確かに私はあるときから、勘違いしてしまっていたかも知れない。新聞に自分の行いが書き立てられ、人々の注目を浴びるにつれて、自分をヒーローか何かと思い上がっていたのかも知れない……」

　それでも……。

　スーパーは上体を起こし、血の滲にじんだ口くちの端はしを拭ぬぐった。

「……それでも、信じて欲しい！　私が行動を始めたきっかけは、純じゆん粋すいに弱き人々を救いたいという思いからだったということを！　この姿となったのは、無力な自分には他ほかに戦う方法がなかったからだということを……！」

　その言葉を聞いたゼンライオンが、スーパーへと手を差し伸べる。

「……その覚かく悟ごが本物であるならば、来い！」

「来い……？　どこへ……？」

「お前が信じる自由が本物であるならば……自由の獅し子しとして、見届けぬわけにはいくまい！　私が全ゼ裸ンｅラｒーとしての、真の戦い方を教えてやる!!」

「っ……！」

　スーパーは仮面の下で目を見張った。




　ま　だ　や　る　の　か　？　と。




　失う物など何もない自分とは違う。

　にもかかわらず、〝彼〟はまだ、こんな馬鹿げたことを続けるつもりなのだ。

（やはり、このお方は違うのか……！）

　薄うす々うす感じていた違い和わ感かんがあった。極きよつ刑けいは元より覚悟の上だったが、所しよ詮せん自分は模も倣ほうであり、真ま似ねてはいても、本当にこれでいいのかという思いが常に付きまとい、胸に引っかかっていた。

　その違和感の正体こそが、自分自身をヒーローと勘違いしていたことであり……〝彼〟の言う、真の戦い方ではなかったということなのか？　ならば、彼に付いていけば……真の答えが見付かるのか……？

「……お供いたします、ゼンライオン様……！」

「応！」

　ガッ！

　スーパーはゼンライオンの手を強く握にぎり締しめ、百倍の勇気を得て再び立ち上がる。

「ですが……まずはこの包囲を突とつ破ぱしなければなりません」

　人ひと垣がきをなす群衆は、もはや言っても通してはくれないだろう。雰ふん囲い気きに吞のまれ引き下がるしかなかった用心棒たちも、怪盗を擁よう護ごする声が聞こえなければ大手を振って捕つかまえられようというもの。

「スーパーよ、あのマントはどうした？」

「持ってきています……ですが、あれは風を集めて滑かつ空くうするだけの魔導器なのです……上じよう昇しようできるほどの推進力を得るにはよほどの強風か、高所からでなければ」

「やむを得ん、ならば強行突破だ……私から離はなれるなよ！」

　ゼンライオンが走り出す。

「どっ……どっちを捕まえりゃいいんだよ!?」

「偽にせ者ものとか言ってたが……!?」

「構いやしねえ、両方とっ捕まえろ！」

　全裸で突進してくる迫はく力りよくに戦おののきながらも、用心棒は手を伸のばし。

「なっ……！　滑すべるっ!?」

「あ、油が塗ぬってあるのか!?」

「何がライオンだ、こいつウナギみてえに動きやがる!!」

「くそ、なんて気色悪さだ……！」

　ゼンライオンは走る速度のまま、巧たくみな体たい捌さばきで伸びてくる手をことごとくかわしていく。そうして気を取られた隙すきを、スーパーが持ち前の体術で払はらい、押し退のけ、二人は難なく用心棒の囲みを突破する。

　そして息つく暇ひまもなく、一分の隙もない野次馬の人垣へと向かう。

「どけッ!!　ヌルヌルするぞッ!!」

　真顔で全力疾しつ走そうしてきた全裸の男にそんな宣言をされて避よけない者はいない。しかも、ペンデュラムは常に一二〇ＢＰＭのテンポを保ったままなのだ。

（何というお方だ……！　走りながらも常に腰こしを振ふり続けているというのか……!?　ただそれだけのことなのに、要よう塞さいで見たときより、格段にパワーアップして見える……！）

　そうして人波を突破してしまえば、あとはまさに無む尽じんのサヴァンナを行くが如ごとく。

「大だい丈じよう夫ぶか、スーパー!?」

「は、はい！　すこし、引っかかれましたが……なに、掠かすり傷です！」

「フッ……ゼンラーマンの基き礎そたるグリスアップを怠おこたるからだ、素人しろうとめ！」

　この笑え顔がお。

　そう、この笑顔だった。

（……そうか。このお方の中で、ゼンラーマンは確かに死んだのかも知れない。死にはしたが……だからこそ今、ゼンライオンというより高みの存在となって蘇よみがえられたのだ……！）

　今、預言者の告げた二人の勇者が、社会の歪ひずみという暗黒に吞まれつつある帝てい都とを駆かけ抜ぬけていく──！




　　　　◆




「……はっ!?」

　ルナスはようやく我に返った。

　用心棒たちは気の抜けたように方々でああでもないこうでもないと愚ぐ痴ちをこぼし、見物に来た人々も三々五々に散っていくところだった。

「あ、あの……姉上たち……今のは……今のあれがマヒロ……？」

「……違う、んじゃない？」

　とシャルロッテは言った。

　ユリカもうん、うん、と頷うなずいた。

「か……仮面で。顔が、見えなかった」

「二人して気まずそうに目を背そむけないでください」

　あああ……、とルナスは弱気な声を出して肩かたを落とした。

「しかもあれは……あの兜かぶとはミュージアムに飾かざってある、父上の大切にしている昔の戦いくさ装しよう束ぞくの物でしたよ……」

　バレたら二人の関係が今まで以上にこじれるのは、火を見るよりも明らかだ。いやしかし、今はそんなことよりもと、ルナスは首を振って顔を上げた。

「これからどうするのですか？　追わずとも良いのですか？」

「……あんたこそ大丈夫なの？」

　シャルロッテの言葉に、ルナスは瞬まばたきした。

「何がです？」

　嚙かみ砕くだくようにユリカが述べる。

「あなたの婿むこ殿どのが、あれでいいのかという話」

「別に構いませんが」

「「えっ」」

「崖がけから落ちて死にに行くわけではないでしょう？　私の知っているマヒロであれば裸はだかで走り回るくらい、今さら驚おどろくにも値あたいしませんよ。それよりも、これ以上父上の神経を逆なでするような真似は控ひかえて欲しいのですが……」

　と、困った様子でマヒロの駆け抜けていったストリートへ視線を馳はせる。

　シャルロッテはユリカの腕うでを引っ張って背を向けた。

「……どうしようユリカ。私の思っていた以上にズレてるわあの子」

「高額納税者なら貴き賤せんはないっていう姉上も大たい概がいズレてると思う」

「トサカにきてマヒロを殺してしまうような、予想しうる最悪の事態を回かい避ひできたのはいいけど……」

「けど、なに。謝るから抓つねるのやめてお姉様」

「あんた、あんな義弟おとうとが欲しいわけ？」

「いらない」

「何をこそこそ話しているのですか」

　慌あわててルナスへ振り返り、ユリカと一いつ緒しよに首を横に振った。
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　帝てい都と郊こう外がい。

「ここは……遺い跡せきか？」

　ゼンライオンはゼンラーマン・スーパーの後に続き、暗い階段を下りていく。当代風の取って付けたような石段は、やがて旧文明後期特有の、ひび割れ剝はがれたコンクリート製のそれに変わった。

「そうです。しかしご安心を、この場所は既すでに冒ぼう険けん者たちに手を尽つくされ、今となっては近付く者もおりません……」

　地上から二階分程降りただろうか。

　元から地下に作られたスペースなのか、それとも数百年の堆たい積せきで地下に埋うもれたかはわからなかったが、蝶ちよう番つがいの外れかかったドアを開けて彼は言った。

「どうぞ、お入り下さい」

「……ここが」

　ゼンラーマン・スーパーのアジトなのだろう。ベッドも無く、毛布が一枚と、薄うす暗ぐらいトーチが一つ。それと水差し。

　必要最小限の生活環かん境きようだった。

「何のお持てなしも出来ませんが……どうぞ、毛布の上にでもお座り下さい」

「構うな。しかしまさか、普ふ段だんからここで暮らしているわけではあるまい？」

「……はい。もう少し行った先に、両親が細々と農場をやっています。さすがにこの姿のまま帰るわけにはいきませんので」

「なるほど」

　ですが……、と彼は続け、嘆たん息そくした。

「……今日の私はどうかしていました。今まで通り、資産よりも体面を気にする貴族を狙ねらい、今まで通りマントを使って逃にげるべきでした。私は……私の考えをより大勢の人に知ってもらおうと、そしてより多くの賛同を得ようと、黒い噂うわさの絶えない銀行を標的に……」

　スーパーの声には、深い後こう悔かいの念が混ざっていた。

「公衆の面前に姿を現し、あまつさえ予想外の声せい援えんに喜び、舞まい上がってしまった……。ゼンライオン様の仰おつしやるとおり、私は当初の志を忘れ、自分が讃たたえられる快感に酔よってしまっていたのです」

「……誰だれにでも間ま違ちがいはある。長い人生の中のたった一日でそれに気付けたのであれば、僥ぎよう倖こうというもの」

「長い人生……ですか。確かに、通常であればそうでしょう。しかし警察や軍も無能ではありません。あれだけ長い間衆目に晒さらされた以上、じきに捜そう索さくの手は伸びてくるはずです。両親に迷めい惑わくをかけるわけにも行きませんし、もう実家に帰ることもないでしょう……」

　ゼンライオンは、粗そ末まつな木箱の上に数枚の便びん箋せんを見た。薄暗く、文字までは読めなかったが……その筆ひつ跡せきは、遠目をしても決意のようなものが表れている気がしてならなかった。

　すなわち、遺書。

「……死ぬ覚かく悟ごか」

「言ったはずです！　人々を救うため、元より……！」

「甘ったれるなッ!!」

　ゼンライオンは思うさまスーパーの横よこ面つらを殴なぐり飛ばした。彼が倒たおれた先で木箱は砕け、書きかけの便箋も汗あせでインクが滲にじみ、破れてしまう。

「っく……ゼンライオン様……!?」

「お前のように、自分の志を正義と信じられる奴やつが真っ先に死んで何になる！　誰がその志を継つぐというのだ!?　お前の自由とはそれほど簡単に他人に丸投げできるような、無責任な自由なのか!?」

「ッッッ……!!」

　スーパーは今また、ゼンライオンの言葉に打ちのめされ、うちひしがれた。

　だが。

「ですが……！　だったらあなたはどうなのですか!?　ロッテンハイムに出入りするあなたのようなお方が、私などの手助けをしたとなればただでは済むはずがありません！　中原と帝国の平和の架かけ橋であるあなたが、なぜこのような馬ば鹿かげた真ま似ねをする必要があるのです!?」

「馬鹿げているからだッ!!」

「なっ……」

　仮面の下で目を白黒させるスーパーへ、ゼンライオンは言った。

「確かにこの世の中には辛つらいこともある。悲しいことも多い。だが、それを救うだと？　傲ごう慢まんな！　貴様は神にでもなったつもりか!?　そうではない！　それは誰かが救うべきことではない！　一人一人が、自分の意思で向き合わなければならぬ問題なのだ！　誰かに与あたえられた幸せなど、お前の配る一切れのパンと同じこと！　その場ば凌しのぎのまやかしに過ぎぬ！」

「ですが……、だとしても……！」

　食い下がろうとするスーパーの肩に、ゼンライオンはそっと手を置いた。

「よく聞け。我々は神ではない。神ではない以上、できることなど高が知れている。だから我々に出来るのは、ちょっとした手助けだけだ」

「手助け……？」

「そうだ」

　ゼンライオンは言う。

「前へ進もうとする人がいたら、その背をそっと押し……転びそうなところを見かけたら、手を取り支える……。そういう、ほんのわずかな手助けが関の山だろう。だが、もしも。お前だけでなく、より多くの人々がその気持ちを持ったとしたらどうだ？　人々に、わずかでもそうした手助けの気持ち、思いやりの心を持ってもらいたい……それこそが、本当にお前が人々に伝えたかった志ではないのか……？」

「……!!」

　スーパーは……自分でもわからぬうちに、仮面の下から涙なみだを溢あふれさせていた。

　それは、本当の気持ちを理解してもらえた喜びの涙だったのか。それとも、そんな簡単なことも忘れていた、不ふ甲が斐いない己おのれへの悔かい恨こんの涙だったのか。

「あ……あなたはっ……。あなた様は、一体、どこまでっ……」

「我々が救うのではない。日々を懸けん命めいに暮らす人々に、束つかの間の笑え顔がおをもたらし、忘れかけていたユーモアを思い出させること。それこそが〝自由の騎き士し〟に与えられた使命なのだ。愚おろかなことを本気でやるからこそ滑こつ稽けいが生まれ、そして人は笑うことにより、初めて心にゆとりを持てるのだ。人は、そうして大らかな気持ちになって、初めて……コイン一枚の寄付をする気になれるのだ。それなのに、肝かん心じんのお前が死に向かうような悲ひ壮そうな気持ちでどうする？　その姿を見た人々を、シリアスな暗い気持ちにさせて一体何になるというのか？」

「っ……うっ……ううッ……」

「わかったら涙を拭ふけ、ゼンラーマン・スーパー!!　立ち上がり、前を向け!!　貴様がその愚かな真似を本気で完かん遂すいすると言うのであれば、私は全力で貴様の力となろう!!」

「はいっ……！　もちろんです！　もちろんです、ゼンライオン様!!」

「うむっ!!」

　ゼンライオンはスーパーの手を取り、鷹おう揚ように頷うなずいた。

「ならば早速明日、向かおうではないか！」

「向かう……どちらへ？」

　だが、このときまだ、スーパーはゼンライオンのことを正確には把は握あくしていなかった。

「目指すはロッテンハイム宮、玉座の間……！　我ら二人で乗り込み、あのにっくき悪の皇帝に直じき訴そしてやるのだッ!!」

　ゼンライオンは、スーパーが生まれてこの方見たこともないような凄せい絶ぜつな笑顔で嗤わらっていた。
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　ロッテンハイム宮……それは言わずと知れた帝国の頭脳中ちゆう枢すう。それ故ゆえに最さい精せい鋭えいの近衛このえ騎士団が随ずい所しよに配され、名うての将軍も多数出入りしている。それこそ、天てん魔ま将しようクラスもだ。

「……は。はは、ご冗じよう談だんを」

　ぺしーん！

　思いっきり横面を張られて、スーパーはまたも床ゆかに倒れ伏ふした。

「馬鹿げているからこそ……私はそう言ったはずだ。そして愚かなことを本気でやるからこそ、とも私は言ったはずだぞ」

「ですがっ……！　ですが、お待ち下さい！　あなた様がマヒロ王子としてこの私を引き立てようというのであれば、それには黙だまって従いましょう！　ですが……！」

「心配するな、お前は生きる。私が生かして見せよう……」

「そうではありません！　恐おそれながらあなた様は元敵国の王子！」

「違ちがう!!　私はゼンライオンだ!!　貴様何を聞いていた!?」

「いいから私の話も聞いてください!!　いかにあなた様でも私などに協力し、そのお姿のまま宮きゆう殿でんに侵しん入にゆうしたとなれば、逆ぎやく賊ぞくとして捕とらえられてもおかしくはありません！　ただではっ……！」

「命を懸かけずして何が本気か？」

　その静かな言葉に、スーパーは総毛立った。

〝彼〟は自らの処しよ刑けいされる姿を想像したかのように、なお嗤っているのだ。

　性しよう根ねの腐くさった貴族が、剣けん闘とう士しの真剣試合を観みるが如ごとく異様な様相で。そこに自らの命を賭とすることを、心底から楽しむかのように。

（……この人は……やばい……！）

　何なに故ゆえ、帝国の上層部が。

　取り分け皇帝を初めとした皇女たちがこの王子を気に掛かけ、会戦後に中原へ気を遣つかい続けたのかが、初めてわかった気がした。

〝彼〟を敵に回せば、何をしでかすかわからないからだ。しかも、非暴力という最も厄やつ介かいな手段によって。

「っ……本気……、なのですか？　それがあなた様の言う、ゼンラーの……真なる戦い方だと……？」

「いま帝てい都とに必要なのは、変化するための機会だ。そしてゼンラーマン・スーパーよ。お前の行動こそが、皇帝にその最後の一歩を踏ふみ出させる最後のチャンスとなる」

「この私が……最後のチャンス……？」

「その通りです」

「!?　誰だ！」

　すでに追っ手が回ったのか？

　不意に部屋の外から聞こえた女の声に、スーパーは身構えた。だが、それを制したのはゼンライオンであった。

「待て……敵ではない」

　軋きしみを立ててドアが開き……白い髪かみの女が顔を覗のぞかせた。

「いえーい」

　ピースなどしながら。

「……ゼンライオン様のお知り合い……ですか？」

「……うむ。大神しん殿でんの預言者だ……」

「は？」

　スーパーが言葉通りの形に口を開けていると、預言者らしい女の後ろから足音が聞こえてきた。

「預言者様、本当にこんなところに誰だれかいるんですか～？　モンスターとか出る前に帰りま……」

　教団のシスター姿の女だった。

　逞たくましき肉体を余すところなく誇こ示じする仮面の漢おとこ二人と目が合う。

「うぅわあぁあぁあぁあぁあぁん!?　変なのいたー！　しかも二匹ひきもぉぉぉぉぉ……！」

　この世の終わりで鍋なべ敷しきの下にゴキブリを見付けたような声を上げ、シスターは回れ右で視線を逸そらした。

「匹とは失敬だな、シスターよ。二人だ」

　そんなゼンライオンの言葉を聞いて、預言者がくすくすと笑う。

「でもあなたはライオンなんですよねー？　それなら一人二人という呼び方はおかしいんじゃないですかー？　スーパーの方はともかく、あなたは匹でいいんじゃないんですかー？　ねえ？　そこのところは自由の獅し子し的にどうなんですか？」

「くっ……！　そんなことは今はどうでもいい！」

　否定はせず、代わりにゼンライオンは警告した。

「それで預言者よ、秩ちつ序じよの塊かたまりのような神殿教団が混こん沌とんの魂たましいを具現化したような我々に何の用だ。この地下遺い跡せきが我らの秘密基地、ゼンラー・ザ・フォートレスだと知らぬ貴様ではあるまい。そこへ土足は疎おろか服を着たまま上がり込む狼ろう藉ぜき、万ばん死しに値あたいするぞ」

「そう邪じや険けんにしないで下さい。搔い摘つまんで言うとあなたたちが明日、ネオシスの元へ辿たどり着くことができれば、大陸の未来は存続する……という神しん託たくを伝えに来ただけです」

「有り難がたみのない神託だな!?　搔い摘むとか！」

「その者、全すべての衣ころもを纏まとわず暗黒の帝都に降り立つべし……この神託の勇者の正体こそがあなただったのです、ゼンラーマン・スーパー」

　預言者はローブの内側から剣けんに片かた翼よくの紋もん章しようを取り出し、彼の手に握にぎらせた。

「こ、これはっ……勇者の紋章!?　この……私が……!?」

「待て、預言者よ。だがあの日は、このスーパーこそが災わざわいの芽だと言っていなかったか？」

「それを希望の芽に変えたのが、どうやらあなただったようですね。ゼンライオン」

「なるほど、そういうことか……それでその紋章、私にはないのか？」

　己を指差すゼンライオンへ預言者は告げた。

「はい。一応もう一つ持って来ているのですが……」

　と、預言者はもう一つの紋章を指先でブラブラさせる。

「残念ながらライオンは勇者にはなれませんので」

「っく!?」

　至し極ごく自明の理ことわりに、ゼンライオンは歯は嚙がみした。

「ですが一つだけ聞かせてください、王子……いえ、ゼンライオン」

　預言者は穏おだやかな微び笑しようのまま、静かな声こわ音ねで告げる。

「ライン会戦より以後は誰よりも民たみ草くさのことだけを思い、今また悲劇を避さけるためにそのような姿となったあなただからこそ、聞かせて欲しいのです」

「……何だ」

「ゼンラーマンだとスーパーとかぶるからってネオシスへの嫌いやがらせついでにゼンライオンになったはいいけど勇者になりそびれるってどんな気持ちですか？」

　目の前で紋章をブーラブラと。

「いいから話を続けろッ!!　あの鬼き畜ちく皇女とはまた別な意味で性格が悪いなドチクショウがッ!!」

「畜ちく生しようは動物ライオンのあなたでは？　うふふ。それはさておき……あら。今夜の話を聞いたネオシスが業ごうを煮にやしたようですね。怪かい盗とうの捕ほ縛ばくを命じたマヒロ王子には見切りを付け、明日からは警察だけでなく軍も動員して帝都の警けい戒かいにあたらせるようです」

「なっ……それは本当ですか……!?」

　驚おどろき、スーパーはゼンライオンの方を見た。

　その預言が事実であれば、ロッテンハイム以前に帝都へ入ることすらままならない可能性が高い。

「預言者よ。ネオシスの元へ辿り着くことができれば、この大陸の未来は存続する……と言ったな。つまり、辿り着くことができなければ……」

「あなたたちの行動は、ただの笑いものとして忘れ去られるでしょう。一方で、スーパーのこれまでの施ほどこしに味を占しめた貧しき民の中には、手を差し伸のべようとしない裕ゆう福ふくな人々をますます恨うらみ始める者も出るでしょう。有力諸しよ侯こうやヴェロニカ、旧連合諸国はその情念を陰かげから利用し、暴動と弾だん圧あつの繰くり返しにより帝国は疲ひ弊へい……グランマーセナルという一大勢力を失った人類は、やがて来る西域からの魔物の脅きよう威いに逆らうこともできず、滅ほろびへの道を辿っていくことになります」

「まさか……いかに浅はかだったとはいえ、私の行いがそこまでの災さい厄やくを呼び込むことになるというのですか……!?」

　預言者はゆっくりと首を横に振ふり、穏やかに否定した。

「こういった大きな流れというものは、特定の誰か一人が原因ということはありません。川の流れも元を辿れば岩清水の一いつ滴てき、草葉より落ちた朝あさ露つゆの一ひと雫しずくから始まるもの。あなたは今回たまたま、その中の一滴だったというだけです。あなただけが悪いわけではありません」

　預言者は、特に言い含ふくめるように、スーパーの方へ歩み寄った。

「ですが、その原初たる一滴だからこそ。そして安易に人の物を盗ぬすみ、それを施したことを浅はかと気付けた今ならば。そう……今ならばまだ、その流れを変えることはできるのです」

「ですが……！　ですがこんな私が皇帝陛下の元まで辿り着いたとして、一体何ができるというのです!?　何をすれば……!?」

「辿り着けば、その答えは自おのずと見付かるはずです。これはあなたの選んだ道。あなたにしか、その決着を付けることは出来ないのですから」

「………！　私の道は……私にしか……」

　それを心で理解したことに満足したように、預言者は小さく頷うなずいて見せた。

「エミット。例の物を」

「え？　あ、はい……」

　ずーっと部屋の壁かべと睨にらめっこしていたシスターが、肩かた掛かけのバッグからチューブを取り出し、預言者に渡わたしてまた背を向ける。

　預言者はそれをゼンライオンへ差し出した。

「これは？」

「グリスです」

「グリス!!　確かに明日塗ぬる分をどう確保すべきか頭を悩なやませていたところだ！　それを察しているとは、さすがは預言者の面めん目もく躍やく如じよと言ったところか……！」

「ただし旧文明最後期時代のもので、使い方次し第だいでは摩ま擦さつ係数が限りなくゼロに近付くと言われています。ユートピア級の機関部にも使用された実績がありますから……」

「待て。そんなものすっごいもの、体に塗っていい保証はあるのか……？」

「いかに視みえぬもの無しの私でも、そんなものを実際に体に塗りたくった人物が現在過去未来において視付からないのでなんとも」

　ないものは視えないのだ。

「まああなたたちに限って言えば、肉ごと皮ひ膚ふがこそげ落ちるとか、ゾンビ化するといったような未来は視えないので大だい丈じようＶヴイ」

「ピースサインはもういい!!」

「マイブームなもので。うふふ」

「……まあいい、背に腹は替かえられん。受け取っておくとしよう……」

　それを渡したことで、用事は全て済んだのか。預言者は部屋の出口へ踵きびすを返した。

「……明日は、きっと未来へのいい風が吹ふくでしょう。活かつ躍やくを楽しみにしていますよ。幸せあれ」

　祝福の言葉を最後に残し、預言者はシスターと共に帰っていった。

「この私に……できること……」

　深い思考の輪に陥おちいっていたスーパーの背を、ゼンライオンは強く叩たたいて活を入れた。

「ゼンライオン様……」

「何度も言わせるな。預言者からのお墨すみ付つきまでもらった神託の勇者が、そんな顔でどうする。彼女が言っていたではないか。その時になれば、答えは見付かると。つまりは、今それを無理に結論付けたところで何の意味もなさぬということ。我々は、ただ笑いながら駆かけ抜ぬければいいのだ。自らが選んだこのゼンラーという名の、短くも苛か酷こくで、自由な道のりをな……！」

「っ……！　はいっ……!!」
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　うだるような、暑い夏の日だった。

　正午、帝てい都との外周をぐるりと覆おおう防ぼう護ご壁へきの見張り塔とうで、数人の衛士たちがいつものように不ふ審しんな人物や魔物の接近を監かん視ししていた。

「あっついなぁ～……暑いだけならいいが、こう日ひ射ざしが強いと鎧よろいが焼けるようで堪たまらん」

「日射病、熱射病に注意しろよ。一昨日おとといも三班のやつが見回り中に一人倒たおれたらしい」

「日勤の外回りは日に二リットルの水分補給を義務づけるというお達しだ」

「ただでさえ暑さで食しよく欲よくがないって時に、腹がガボガボになっちまうな」

　話が一段落したところで、一人が思い出したように笑い出した。

「そういやお前ら、詰つめ所しよの張り紙見たか？」

「ああ、見た見た。例の怪盗だろ？　二人に増えたらしいが……まさか素すっ裸ぱだかとはなぁ」

「ははっ。そんなのに逃にげられたんじゃあ、そりゃあお堅かたい警察の連中もお偉えらい貴族様たちも、おいそれと話せないわけだ」

「おいおい、笑い事かよ？　軍にまで正式なお達しが来たってことは、今度は俺らが笑われる立場になったっておかしくないんだぜ」

「怪盗だって帝都に住んでるんだろ？　外周を見張る俺たちには関係のない話さ。金持ちが多い上層区の警けい邏らは大変だろうけどな」

「そーそー、それに怪盗が出るのは夜って相場が決まってやがる。少なくとも今日の俺らにゃ関係ないね。二リットルの水でも飲んで過ごすさ……」

　と、一人が水すい筒とうを傾かたむけたときだった。

　班の中でも一等視力のある一人が、何かに気付いて胸きよう壁へきの狭はざ間まから目を凝こらす。

「……おい。あれは……なんだ」

「なんだ？　どこだ」

「街かい道どう沿い、栃とちの木の少し先」

　もう一人が双そう眼がん鏡きようを構え、街道伝いに視野を移していく。

　そこに二人の漢おとこが歩いていた。

　無防備と呼ぶにはあまりにも無防備な姿。

　己おのれの全すべてをさらけ出し、その全存在を誇こ示じするかのように堂々たる姿は夏の日射しを受け、肉体は名めい剣けんに油の滴したたるが如ごとくに光り、揺ゆらめく陽炎かげろうの中に輝かがやいていた。

「う……お……！」

「まさかっ……!?」

「そう、なのか……？」

「おい、司令室に確かく認にんを取れ！」

「冗じよう談だんじゃねえ、昨日の今日で真っ昼間だぞ……！」

「マジでイカレてやがるのか！……司令室、こちら南西二塔！　サース街道沿いに怪盗と思われる不審者二名、早さつ急きゆうに確認を求む！」

「マントを着けた金の仮面と……黒い獅し子しの兜かぶと。模も倣ほう犯にしちゃやりすぎだ」

　そのとき、けたたましいサイレンが帝都全域へ向けて一いつ斉せいに鳴り響ひびいた。魔物の波や、軍ぐん賊ぞくレベルの野党の襲しゆう来らいを告げる警戒警報だ。

　一人が呆あきれたように乾かわいた笑い声を上げた。

「……ハハッ。マジかよ。今日は訓練の予定はなかったよな」

「皇帝陛下の勅ちよく命めいだ……お偉いさんたちも、形なり振ふり構ってる余よ裕ゆうはないってことだろ」

　連れん絡らくのため伝信器に付いていた一人が受話器を置く。

「手て空すきの者は下のゲートに集合だ！　上層区から近衛の連中も下りてくるそうだ！」

「やれやれ……アホ相手に本気を出しちまって、俺たちもいよいよいい笑い物だな」

「なら、手て抜ぬきして逃げられて笑われるのとどっちがいい？」

「どっちも嫌いやだが、本気を出した挙げ句逃げられるのだけは勘かん弁べんだな……！」




　　　　◆




　向かう先、威い圧あつ的な重い音色のサイレンが響き渡る。

「……警報を発令したか」

「ゼンライオン様……このままでは！」

「狼狽うろたえるな！」

「っ……！」

「……見ろ、スーパーよ。彼奴きやつらのあの慌あわてぶりを。そして見ろ、我らがペンデュラムの悠ゆう然ぜんたる揺れを。連中、それほどまでに我らが恐おそろしいのだ。ままならぬ己おのが人生の不自由さを気付かされることが怖こわいのだ。憐あわれなものよ」
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「……ええ、全く。その通りなのかも知れません。ですが、獅子は兎うさぎを獲えるにも全力を尽つくすと言います」

　スーパーがゼンライオンと共に見上げた先には、その象しよう徴ちようである『獅し子し吼ほえる』の帝てい国こく軍旗が翻ひるがえっていた。

「なるほど。敵ながら、教育は行き届いているようだな」

　その言葉に応こたえるかのように、ゲートの向こうから騎き乗じようした最重級の黒騎士団が雪な崩だれ出し、二人の行く手を遮さえぎるように展開した。

　旗印には、月下に獅子の皇室紋もん。

　悍かん馬ばに跨またがり先頭に出るは帝国三番姫き。

　ルナス・ヴィクトーラ・マジスティアがその二人を前にして馬を止めた。

「やれやれ。こうして面と向かってみると、いよいよもってトンチンカンだな……」

「噂うわさには聞いているぞ。初めてお目にかかる！　我が名はゼンライオン！　故ゆえあって皇帝に目通りするため参上した！」

　ルナスは馬上より冷めた目で睥へい睨げいした。

「黙だまれ馬ば鹿か、遊びは終わりだ。父上には私も一いつ緒しよに釈しやく明めいしてやる。わかったら怪かい盗とうをこちらへ引き渡わたせ」

「馬鹿は貴様だ帝国三番姫よ」

「……何……？」

「玉座の間へ乗り込むのに洒落しやれや冗談で全ぜん裸らになる馬鹿がどこにいるかァッッ!!」

　敢かん然ぜんたる喝かつ破ぱの声を受け、ルナスの表情に少なくない苛いら立だちが混ざった。

「……いいか。私は、楽しませろと言ったのだ。不ふ愉ゆ快かいにさせろとは一言も言った覚えはない。聖せい魔ま杯はいの管理者がどうした。中原との橋渡しだからなんだ。ただそれだけで身の安全が保証されると思ったか？　図に乗るなよクソガキが！　何が自由だ！　貴様は人である以前に私の玩具おもちやだ！　私さえ見限れば、貴様にこの世を生きる資格などどこにもない！」

　七星が振ふり上げられる。

　彼女に従う精せい鋭えいは、ただそれだけで戦せん闘とう態勢を取った。言葉など無くとも、その刃やいばの輝きこそが絶対の命令となる。

　久々に聞くその一糸乱れぬ統とう率そつの音に、光こう輝きの剣けんは恍こう惚こつの笑えみさえ浮うかべて告げた。

「わかったらその仮面を脱ぬげ。我が前に跪ひざまずき、これが捧ささげものですとそこの怪盗を引き渡せ。ここに連れてきたのはあの日、あの夜、貴様の故国を滅ほろぼさんがため共に玉座へと駆け上った者たちだ！　なあ大おお虚うつけよ!?　まさかあの日見た変わり果てた父の姿を忘れたわけではあるまいな!!　同じ道を辿たどりたいか!!」

　ゼンライオンは嗤わらう。

「何が国を滅ぼしただ！　たかが弱小国一つに大軍を率いた貴様らが如き烏う合ごうの衆しゆうと一緒にするな!!　我らは自由を貫つらぬかんとする修しゆ羅らの軍団!!　ただ二人をしてロッテンハイムが玉座の間へと赴おもむく者なり!!　下らぬ殺し方で殺しきれると思うなよ!!」

「マヒロッ!!」

「ゼンライオンだッ!!」

「もういい、かかれぇっ!!」

　ルナスが剣を振り下ろし、騎士団が馬の腹を蹴ける。

「そうとも、かかったな馬鹿め!!　後ろだっ!!」

「何ッ……!?」

　ゼンライオンの声にルナスは手た綱づなを引き絞しぼり、後ろを振り返る。たった二人の相手が、よもや伏ふく兵へいや罠わなを仕し掛かけているとは思いも寄らなかったのだ。だからこそ持ち前の戦場勘かんで背後を振り返る。

　そして……。

「っ……」

　何もなかった。

　だが騎馬隊は駆かけ出した直後の急停止だったため、その場にいた全すべての馬が浮き足立ってしまっていた。全員が後ろを振り返った一いつ瞬しゆんの隙すきに、二人の漢は素す足あしをして音もなく、難なく騎士団の間をすり抜ぬけていってしまう。

「ッ!!　ハッタリかっ!?　くそっ!!」

　戦用に調教された大おお柄がらな騎馬たちは馬術用のそれらほど身軽なわけもなく、一度乱れた隊列を立て直すのは徒歩の人間と比べればあまりに遅おそい。ルナスは馬を飛び降り、ゼンライオンと怪盗を追った。

「おい、マヒロ!!　待てっ!!」

「くどいっ!!　私はゼンライオンだっ!!」

「あそこです、ゼンライオン様っ！」

　二人は防護壁に埋うめ込まれた物見塔の一つへ入っていく。乱暴に閉められた鋼鉄のドアを、ルナスは石いし壁かべごと剣で切り裂さいた。

「うわぁっ!?　ぜっ、ゼンライオン様ッ……！」

「振り乱すなスーパー！　縮み上がればその分だけ自由が阻そ害がいされるぞ!!」

「!!」

　螺ら旋せん状の階段をひたすらに上へ向かう。

　大おお仰ぎような甲かつ冑ちゆうの駆ける音が、階下より反はん響きようしてくる。

「ちぃぃッ、あんな鎧よろいを着ているというのに全裸の我らに追いすがるとは、なんという怪足だ……!!」

「待てと言ってるのが聞こえないのかマヒロ!!」

「知らん知らん!!　そんな名前の人物は聞いたこともない!!」

「そうではない!!　いいから話を……!!」

　何やらを言いかけたルナスを振り切り、物見塔とうの屋上へ躍おどり出る。見張り役の衛士二人、スーパーが徒と手しゆ空くう拳けんであっという間に打ちのめした。

　ルナスが現れたのは、その直後のこと。

「はぁ、はぁ……ようやく追い詰めたぞ、この大馬鹿者め……！　もう袋ふくろのネズミだ、男らしく観念しろ……！」

「やれやれ……何を勘かん違ちがいしているか知らないが、私がそのマヒロ・なんとかかんとか・ふにゅほにゃファルトだったとしてどうするつもりだ。猛もう獣じゆう狩がりなど軍や警察に任せてしまえばいいではないか」

「苦労して捕つかまえたペットをむざむざ見殺しにする奴やつがあるかッ!!」

　怒いかりとも焦あせりとも付かぬ、悲鳴にも似た大音声にゼンライオンは沈ちん黙もくした。

　それを指差しルナスは続ける。

「いいか、よく聞け馬鹿者！　父上は本気だぞ！　今回のことは騎士団だけではない、天魔将にも声がかかっている！　いかに災わざわいを防ぐためとはいえ、皇室にも矜きよう持じというものがあるからだ！　お前たちのような者の侵しん入にゆうを許したとなれば、国家の名めい誉よに関かかわる！　マヒロ王子として悪ふざけをするだけならいい、だが、なんとかライオンという意味不明な変質者として捕まったとなれば、処断しない理由がない！」

「……」

「お前は今、越こえてはならない一線を越えようとしている！　だから私は約束通り、お前を守りたいと言っているだけなんだ！」

　腕うで組ぐみをしたまま全てを聞き終えたゼンライオンは、静かに笑った。

「……だが、どうだ？　楽しいだろう？」

「……何？」

「力だけでは勝てぬ相手に頭を使って挑いどむのは、楽しいだろうと言ったのだ。勝利の味しか知らぬお姫様よ」

「……貴様。私を馬鹿と言ったのか？」

「私はマヒロ王子ではないが……お前のような者がそこまで気に入る相手というのであれば、どのような人物かの大方の予想は付く。もしも彼が私の立場であったなら、彼はきっとこう答えただろう。『越えてはならぬ一線すら越えられぬようなペットで、あなたは何が面おも白しろいのですか？』……とな」

「ッ……」

　ルナスは何かを怒ど鳴なるような素そ振ぶりを見せて……しかし思い止とどまり。深呼吸して息を整え。そうして心を落ち着けると、自然と口元に笑みを浮かべた。

「ハッ、何が猛獣狩りだ。蛇へびだろうとライオンだろうと、逃にげたペットを捕まえるのは主あるじの役目だ。捕まえたら、今度はたっぷりと躾しつけてやらねばならんな」

　そうしてルナスは笑いながら、七星剣を峰みねへ返す。

「まずは私という鳥とり籠かごから二度と逃げられぬよう、その両りよう脚あしをへし折ってやる……！」

「フッ……残念ながら、時間切れのようだ。ルナス姫」

「何……？」

　そのとき、風が吹ふいた。

　高さ五十メートルの塔の上、気を付けねばよろけてしまいそうなほどの大風が吹き抜ける。

「ゼンライオン様！　今です！」

「よし、行くぞッ！」

「なっ!?　待て!!」

　言うより早く、二人の漢おとこは躊躇ためらいもせずに塔の上から身を躍らせてしまう。

「マヒロッ……!!」

　ルナスが胸きよう壁へきから下を覗のぞき込んだその時、目も開けられぬほどの突とつ風ぷうが上じよう昇しよう気流となって吹き抜けていった。

　ルナスが思わず腕うでで顔を庇かばい……そして、次に目を開けたとき、声は物見塔より遙はるか上空より聞こえてきた。

「っはっはっは!!」

　全身を真っ直すぐに伸のばし、マントをはためかせて空を飛ぶ怪盗。そしてその背には、腕組みをした仁に王おう立ちの姿で哄こう笑しようを響ひびかせるゼンライオンの姿があった。

「はぁーっはっははははははッ……!!」

「まさに預言通り……！　ゼンライオン様を乗せてなお失速する気配がありません！　よもやこれほどの風が吹こうとは……！」

「うむ！　あんなに性格が悪いのになぜ天の声を聞けるのかさっぱりわからんが！」

　悠ゆう々ゆう自じ適てきに飛び回る二人へ、ルナスは叫さけんだ。

「さ……さっさと下りてこい馬鹿共！　空はまずい！」

「はっはっは!!　さすがの黒騎き士し団も空の上までは追って来られまい!!　ではさらばだルナス姫ひめ!!　はぁーっはっはっはっはっは!!」

「違ちがう馬鹿、そうではない！　空にはあいつらが……！」

　宮きゆう殿でんの方へと飛び去っていく二人の姿に、ルナスの声は言葉半ばで嘆たん息そくに変わった。

「……もう。勝手にしろ……」
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　青空を一直線に行く二人の姿に、帝てい都との人々が、口々に声を上げ指を差すのが見える。

「お、おい!?　あれを見ろ！」

「何だあれは!?　鳥か!?」

「ヒコーキってやつか!?」

「いや……ゼンラーマンだ!!」

　わーわー。

「フッ。人々が我らの自由を羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見上げておるわ」

「さすがにこう明るいと、顔を背そむけるご婦人も多いようですが……」

「構うものか！　倫りん理り上の観点や教育上の理由がそんなに大事ならば見なければ良いだけの話！　この大空を支配した我らの航路を防ぐものは何もない！　ロッテンハイム宮まで、このまま一直線に向かうのだ……！」

　そのゼンライオンが指差した先で、わらわらと飛び立つ何かが見えた。小鳥のような大きさだったそれらは、しかし翼つばさを持つものと持たぬものがあり、近付くにつれ見る見る大きな姿となる。

「デフコン１！　デフコン１！」

「スクランブル発進！　スクランブル発進！」

「こちらブルームバード６、目標を確かく認にんした！」

「こちらワイバーン２、エンゲージ！　同じく名状し難がたい敵性飛行体を確認！　想像以上にひどい！　撃げき墜つい許可を求む！」

　ルナスの危き惧ぐしたそのものが、時速二〇〇キロ近い速度差で行き違う。一団はそのまま背後で大きなバンクを描えがきながら展開。箒ほうきに乗った魔ま法ほう戦隊と、ワイバーンに騎き乗じようした飛ひ竜りゆう隊とが混成部隊となって上がってきたのだ。

「まずい、後ろを取られるぞスーパー！　旋せん回かいしろ！」

「はっ、了りよう解かいしました！」

　体を傾かたむけ、スーパーはロールを打つ。宮殿までの進路は変へん更こうを余よ儀ぎなくされる。

「コントロール、聞こえてますか!?　こちらブルームバード６、撃墜許可を求む！」

《撃墜は許可できない。繰くり返す、撃墜は許可できない。可能な限り捕ほ縛ばくしろとの命令だ》

「不可能です」

「不可能です」

「不可能です」

「無理です」

「ダメです」

「人として触さわりたくないですー」

　あっちこっちから若い娘むすめたちの声が聞こえてくる。その割に魔法でロックオンする気は満々である。

《……ブルーム隊は警けい戒かい待機。ワイバーン２、できるか？》

「敵はこちらの再三の警告を無視して飛行を継けい続ぞく中！　撃墜許可を求む！」

「してないだろっ!?　一回も警告してないだろ!!　せめて虚きよ偽ぎの報告はやめろ!!」

　ゼンライオンが叫ぶと、周囲を取り巻く全すべての魔ま女じよと竜りゆう騎き士しが、えー……という不満の声を上げた。兜かぶととゴーグルを付けているが、飛竜隊の方も若い娘ばかりのようだった。

「もう、仕方ないわね……あー、あー……テステス。お前たちは帝都の領空を侵しん犯ぱんしている！　こちらの指示に従い、速すみやかに速度を落とし着陸せよ！」




「断るッ!!」




　途と端たんに四方八方から魔法やら炎ほのおブレスやらが飛んできた。

「やれー！　やれー！」

「撃うて撃てー！」

「落ちて潰つぶれたトマトみたいになぁれー！」

　女たちの黄色い罵ば声せいを浴びながら、スーパーは右へ、左へ、上へ、下へ、天才的な飛ひ翔しようセンスで避よけまくる。

「くそう、無許可で攻こう撃げきとはなかなかに自由な思想が根付いていると見える！　これは強敵だぞ……！」

　ゼンライオンが歯は嚙がみしたその時、前方から一ひと際きわ高速で飛んでくる魔女の影かげがあった。

「こちらブルームバード１、キャスティア・フルバレット様だ！　マザーファッカー二匹ひきをブチ落とせばいいんだな、コントロール！」

《待て、撃墜は許可できない！》

「敵の通信妨ぼう害がいでよく聞こえない！　交信終わる！」

　接敵、すれ違い様にキャリコから弾だん丸がんをばらまき、上昇。自由落下を利用してさらに速度を増して襲おそいかかる。

「だから噓うそをつくな噓を!!　我らが一体どこに通信妨害できるような機械を持っているッ!?」

「はぁー？　どうせ腹ん中にでも隠かくしてるんだろアスホール？　今からそのハラワタぶち撒まけて調べてやるよ……！」

「さっすが隊長ー！」

「しっびれるーぅ！」

「狩かりの時間だぜーぃ！」

「ろけんろーる☆べいべー！」

　ケラケラケラケラ笑いながら、撃つわ撃つわの魔法戦隊。

「くっ！　あんな、なぶり殺しを楽しむような者たちが同じ帝てい国こく軍の兵士だというのか……！　元軍人として信じられません……！」

「まあ、隊長があの調子ではな……。なぜ天魔将などという偉えらいところにいるのかが理解できんが」

　シャンデル、シザーズ、インメルマンターン、スプリットＳ。飛行機がなくなった現代でも、慣例的にそう呼ばれる空戦機動を死中に活を求めるが如ごとく無意識的に行うことにより、スーパーは奇き跡せき的に全ての攻撃をかわしていく。

「ああファック!!　ちょこまか動きやがって、なんで当たらないんだよッ!!」

「そうなんです隊長、あいつらの動き不規則すぎます！」

「チッ！　ワイバーンの火か炎えん放射なら範はん囲いが広いからバーベキューにできそうなもんなのに……！」

「すみませーん！　あれだけ小回りが利きくとうちの子たちじゃ追い切れなくってー……！」

　そう言ったリーダー格の一人がワイバーンに火を噴ふかせるが、いま一歩火炎が届かない。

　あまりに右往左往するので、大おお柄がらなワイバーン同士の接せつ触しよく事故が幾いくつか起きる有様だった。

「……確かに、ゼンライオン様を乗せているだけなのに、妙みようにフラフラとするような、しないような……」

「知っているか、スーパーよ。ベースボールには、ナックルボールという魔球が存在するという。それは投げたボールの回転を抑おさえることであえて乱気流を生み出し、投球コースに予測不可能な揺ゆらぎを与あたえるというものだ」

　スーパーは息を吞のんだ。

「まさかっ……ゼンライオン様!?　あなたという方はあの猛もう攻こうの中で……！」

　そう、ゼンライオンを背中に乗せているスーパーに気付けというのは無理な話だが、ゼンライオンはあるときはワルツのように優ゆう雅がに、またあるときはロックのように激しく、腰こしを左右に揺らし続けていたのだ──！

「ゼンライオン様の腰の動き、ペンデュラムの振ふれが予測不能な乱気流を生み出し、この私の飛行に神に祝福されたかのような機動を与えたというのですか……!?」

　元より航空力学も流体力学も加味しない生身の人体が魔ま導どう障しよう壁へきも張らずに飛んでいるのだから乱気流の塊かたまり以外の何ものでもなく、腰の揺れが実際どこまで影えい響きようしているかはともかく。

「しかし風を受けているだけにしては、これだけ飛んでいるのになかなか落ちないものだな」

「高いところは、それだけで風が強まります。それにここは帝都の上、構造物が多い分、上じよう昇しよう気流も生まれやすいようで……この音は!?」

「雷らい鳴めい……いや、地鳴りか……!?　だが……！」

　魔法戦隊が攻撃に疲つかれ、息をついた束つかの間。

「やれやれ、ピーチクパーチク囀さえずるだけかよ魔女っ子ども！　どけ、俺がやる！」

　箒でもワイバーンでもない、ロケットモーターの爆ばく音おんが帝都の空に轟とどろき渡わたった。

「俺の名はザ・グランドファイア・マグマ・ヴォルケーノ・イン・ザ・ヘル！　地じ獄ごくの炎で黒くろ焦こげになりたいやつぁどこのどいつだ……!!」
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「黙だまれサイコ野や郎ろう。あのファッカー共はア、タ、シ、が！　先に目を付けたんだ。すっこんでろファック！」

「ああ？　その魔女っ子キャスティさんがどうしても倒たおせないっていうからこの俺様がお出ましになってやったんだろうが？　あ!?」

「誰だれがいつそんなこと言ったって!?」

「無線壊こわれて聞こえなかっただけで、今まで泣きわめいてたんじゃねえのかよ!?」

　ケンケンガックガック。

「ＴＧＭ将軍まで……!?　ゼンライオン様、このままでは……！」

　ゼンライオンは無言でその男の方を見やった。背中のボンベから吐はき出される噴ふん流りゆうが生み出す速度は箒や翼の比ではなく、魔女たちと同等の小回りも利く。それでいて、両手に構えた火か炎えん銃じゆうは広こう範はん囲いを焼き払はらうワイバーンのブレス以上の熱量を誇ほこるのだ。

「案ずるな！　あのような小物にやられる我らではない！」

「ほう、言ってくれるじゃねえか……！」

　と……その瞬しゆん間かん、ＴＧＭのボンベはノズルから猛もう烈れつな火炎を吐き出し、切り揉もむように突つっ込んできた。

「は、速いっ……!?」

　気付いたときには、スーパーは横を取られていた。火炎銃の射程距きよ離り。喉のど元もとに刃やいばを突き付けられたも同然の体てい、進路を変えることもできず、ただ紙飛行機のように頼たよりなく、ゆらゆらと飛ぶことを余儀なくされてしまう。

「誰が小物だと？　あ？」

　すでにトリガーに指をかけているＴＧＭへ、ゼンライオンは叫さけぶ。

「貴様だッ!!　このッ……ハンラーマンがッ!!」




　ズガーン。




「服を着るでもなく脱ぬぐでもない!!　中ちゆう途と半はん端ぱに上半身だけを露ろ出しゆつし、自じ慢まんの紋もん章しようを見せびらかしたいだけの、このッ……変態野郎がッ!!　私のとんだ見込み違ちがいだったようだな!!　見み損そこなったぞ、裏切り者めがっ!!」

「なにっ……!?」

　途端に周囲の箒乗りとワイバーン乗りとが、色いろ好よくない目で噂うわさ話し始める。

「裏切り者？」

「え、仲間？」

「でも確かにあの人いつも半はん裸らだよね？」

「予備軍？　予備軍？」

「予備軍だ。予備軍だよ」

「補欠とかー」

　ひそひそ。

　ひそひそひそ……。

「おっ……おいおいおい、待てよてめえら！　何を馬ば鹿かな勘かん違ちがいしてやがんだ……！」

　慌あわてふためくＴＧＭへ、心底呆あきれ返った様子でキャスティが言った。

「でも確かに微び妙みようだよね。半裸って」

「てめえこの野郎キャスティ……!!」

「いや、真ま面じ目めにさＴＧＭ」

　本当に真面目な眼まな差ざしでキャスティが言った。

「脱ぐなら脱ぐであいつらくらい気前よく脱いでくれると、おーいみんな見ろよ馬鹿がいるぞーゲラゲラゲラ!!　って感じでテンション上がるんだけどさぁ……」

「ですよねー」

「普ふ通つうっていうかー」

「半ラーメンとかも中途半端だしねー」

「ねー？」

「空気読んでくださーい」

　娘むすめたちからぶーぶーと不満の声まで上がり始める始末。

「お……俺が!?　俺が悪わりぃのかよ!?　違うだろてめえら!?　ああもういいぜ上等だ、そんなに拝みてえなら存分に拝ませてやろうじゃねえかこの俺様の燃えたぎるような熱い魂たましいをよぉッッッ──!!」

「だからってここで脱ぐなサイケファッカーッ!!」

　ズボンに手をかけたＴＧＭの脳天を、前方一回転したキャスティが銀の箒ほうきでぶん殴なぐる。ＴＧＭは街を流れる運河へと墜つい落らくしていった。

　大きな水柱が上がるのを冷たく見下ろしながら、ゼンライオンは言う。

「愚おろかな……ゼンラーとは、生を受けたその時より全裸だからこそ光り輝かがやくもの。着衣を脱ぐ過程を衆目に晒さらすことにより悦えつに入いろうとは、度し難がたい変態野郎であったな」

「はい。恐おそろしい話です、ゼンライオン様……」

　キャスティが不承不承な表情で言った。

「不思議な話だが目の前で脱がれるよりは最初からマッパのアンタらの方がイヤミが無くて悔くやしい」

「隊ちょー、あの将軍のせいでなんだか白けちゃいましたー」

「あたしもー」

「そうだね。アタシも久々に街の上カッ飛んでスカッとしたし……ワイバーンの連中も一いつ緒しよに来なよ、ビールとラーメンおごってあげるから」

「えー、いいんですか!?」

「じゃあご馳ち走そうになりまーす！」

　キャスティが腕うでを振り上げる。

「そんじゃアホ共のことは下の連中に任せて、アタシらは帰って宴えん会かいだ!!」

「「「オーッ☆」」」

　お気楽に勝かち鬨どきのような声を上げた魔ま法ほう戦隊と飛ひ竜りゆう隊の面々は、帰っていった。

　……。

「……えーと……ゼンライオン様、ロッテンハイムが見えてきましたが」

「……あ。じゃあ、降りるか」

「はい」

　ゼンライオン、そしてゼンラーマン・スーパーは難なくロッテンハイム宮の広大な前庭に降り立つ。

「……まさか、本当にここまで辿たどり着けるとは……」

　軍に在ざい籍せきしていた頃ころには話でしか聞いたことのなかった、雲上の如ごときその場所へ降り立てたことに、スーパーは息を吞んだ。

「わかったか、スーパー。もし我々が重装備で身を固め、ナイフ一本でも隠かくし持っていたならば……先の雷将も炎将も、口より先に雷らい火かを雨あられと降らせてきたことだろう。城下に被ひ害がいが出ることも構わずにな」

「……！　そうか、彼女たちが頭を押さえ付けようとしても、頭上からの攻こう撃げき自体は手て緩ぬるかったのにはそういう理由が……」

「何より大事なのは、我々には決意はあっても、そこに敵意や悪意はない……ということだ。恨うらみや憎にくしみでは、お前が始めた一連のことは何一つ解決はしないぞ」

「はっ！　もはや心得ております！」

「うむ！」

　そして二人は進み、宮きゆう殿でんの正面玄げん関かんとも呼べるホールへと足を踏ふみ入れる。

　扇おうぎ状じように居並ぶ近衛このえ騎き士し団の先頭に、目め隠かくしをした女が一人。薙刀なぎなたを突いた千ち早はや緋ひ袴ばかまの姫ひめ将軍、長は谷せ部べ沙耶香が立ちはだかった。

「現れたかミズクラゲ！　ここから先へは一歩たりとも進ませはせんぞ!!」

「残念ながらクラゲではなくライオンだ!!」
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「黙れ不届き者！」

　構えるために沙耶香の薙ないだ刃が、身の毛もよだつような音を立て風を切り裂さく。

「以前の私と同じだと思ったら大間違いだ！　二度も同じ手を食うような相手だと思わないことだな！」

「……それで目隠しか。単純というか、我らスイカほど甘くはないぞ。糖度的な意味でもな」

「ふん、貴様ら如き音と気配だけで充じゆう分ぶんだ！　次に私が目を開けたときに見るのは、貴様らの屍しかばねと心得よ！」

「ただし全裸のな」

「なッ……!?」

　せっかく目隠しをしているのに、何を想像したのか見る見る頰ほおを赤くする長谷部将軍。

「う、うう！　うるさいうるさいっ!!　いいからさっさとかかってこい!!　二人まとめて相手をしてやる!!」

「やれやれ、しょうのない将軍だ……スーパー、少し待っていろ」

「し、しかしゼンライオン様……!?　三剣けんのお一人だけあって、隙すきの無さが尋じん常じようではありません！　いかに目隠しをしていても、迂う闊かつに近付けば……！」

「問題ない。我らの信じる限り、自由の力は我らを裏切ることはないのだから」

　ゼンライオンはゆっくりとだが、真正面から沙耶香へと近付いていく。

　その野放図な動きに、沙耶香は内心でほくそ笑えんだ。

（……ふん、馬鹿め。所しよ詮せん箱入り王子、気配の殺し方も知らん素人しろうとではないか）

　沙耶香の目には、子細な風景こそ映らずとも、周囲の空間を動く姿形は手に取るようであった。殺気があるわけでもないが、油断の塊かたまり。大理石の床ゆかはたとえ素す足あしであろうとも、ひたひたという明確な足音を伝えてくる。それだけでも位置は知れる。

　ひた。ひた。

（……あと十歩）

　だが、近付くにつれその足音に雑音が混ざり始める。目を閉とざした鋭えい敏びんな聴ちよう覚かく、意識だからこそ、如によ実じつに感じ取れるその違い和わ感かん。

　ひたっ。ひたっ。ひたた、ぺたっひたっ。

（……。）

　ひたぺたっ。ふるっ、ふりっ。ひた、ぺたたん、……ふるるんっ♪

「ままままま待て貴様一体何を揺ゆらしているかあああああッ!?」

「フッ……それを私の口から告げてしまってもいいのかな!?」

「良くない馬鹿ッッッッ[image: ]　殺すぞ貴様ッ!!　ええいもういいから死ねえッ!!」

　すっかり気を動転させた沙耶香は無意識的に、視覚を遮さえぎってなお異様なまでの存在感を放つその場所を狙ねらった。

　ゼンライオンはわかり切っていたように、その的確で直線的な切っ先をすいと避よける。下を狙った切っ先は地味な音を立てて床に突つき刺ささり、沙耶香はそのままつんのめって膝ひざを突いた。

「しまった……！」

「轟ごう剣けん、破れたり!!」

　ゼンライオンは、沙耶香が立ち上がるより早くその目隠しを解いた。

「ひ……。」

　ふるーん♪　ふるるーん♪

「これはエレファントではないッ！　なぜなら私はライオンだからだッッ!!」

「うわぁああん!!　馬鹿ぁあああああ!!　死ねえええええええええええッ──!!」




　どっごん!!




「ごぶげるぁあっ!?」

　沙耶香はゼンライオンの顔面をぶん殴ると、どこへやら逃にげ去ってしまった。

「っぐ……!?　ごふぁっ！　まっ、まさか、一発の打だ撃げきで空中三回転もすることが現実にあろうとはッ……かはっ……！」

「だ……大だい丈じよう夫ぶですか、ゼンライオン様!?」

「ふぅ、はぁ……心配ない、あのような不当な暴力に屈くつする私では……」

　そのとき、二階の踊おどり場から声が聞こえた。

「……ふむ。やはり、ハセベ将軍には少々荷が重かったでしょうか」

「っ!?　その声は……！」

　金きん髪ぱつの美び丈じよう夫ふ……氷将アークセラが、吹ふき抜ぬけの二階部分で優ゆう雅がな微び笑しようを浮うかべていた。

「あまりおイタが過ぎるようだと、今度は拷ごう問もん程度では済みませんよ……やんちゃな王子様？」

　鍛きたえ上げられた肉体に腰こし巻まき一枚のみを身に着け、踊り場の手すりを越こえてゼンライオンとゼンラーマン・スーパーの眼前に着地、敢かん然ぜんと立ちはだかる。

「私は『王子』などではない！　百ひやく獣じゆうの、『王』だ！」

　だがその美しい立ち姿に、傍かたわらのスーパーは思わず息を吞のむ。

「あ、アークセラ将軍と言えば大陸屈くつ指しの魔ま導どう師しにして魔法剣士……皇室の教育係も務める大賢けん者じやではありませんか……!?　そのような人物が、なぜこのような無防備な姿で……！」

　アークセラは微笑した。

「あなたたちを捕とらえるための全力とは、あらん限りの装備を調ととのえることではありません。武器を使わず、防具で身を守らず、ただ己おのれの肉体のみをして挑いどむこと……己の心に負い目を負わぬ状態となって初めて、自分自身に全力を出すことを許すことができるのです」

　ゼンライオンが首しゆ肯こうで応こたえた。

「目には目を、歯には歯を、そして裸らには裸を……なるほど、賢者と呼ばれるだけのことはある。これまでの輩やからとは違ちがい、少しは世の理コトワリというものを理解しているようだな」

　一時は感じ入るようだったゼンライオンはしかし、一転して怒いかりを顕あらわにした。

「だが、ならばなぜその最後の一葉を脱ぬぎ捨てん!?」

「愚おろかな……これこそが『理り』！」

「理……だと!?」

「そう。武力以外の解決方法を望むあなた方の求める方法論としての……その、理なのですよ……！」
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「人はなぜ猿さるから人へと進化したか、ご存知ですか？」

「なにっ……？」

　意外な質問に声こえを詰つまらせたゼンライオンへ、アークセラは論ずる。

「服を着たからですよ。アダムとイヴは知ち恵えの実を食べたことにより、最初に恥はじらいを覚えたという。つまり恥はじこそが人類に最初に与あたえられた原初の理性！　服を纏まとうことこそが人としての理性を有することの第一の証左だというのに、あなたはその根源さえも放ほう棄きして若い果実を惜おしげもなく振ふり乱す！　そのような理性の欠片かけらもない痴しれ者ものが陛下の御おん前まえへと参じ、一体何を語ろうというのですか!?」

「待て、アークセラ将軍！　確かにただの変態相手であれば貴様の言い分にも一理あろう！　だが……！」

「お黙だまりなさい！　果皮もまとわぬ果肉などエロスにも程ほど遠とおいッ!!」

「ッ……!!」

　あのゼンライオンをして言葉に詰まり、歯は嚙がみする。大賢者の言葉があまりに的確。あまりに正論であったからだ。

「とは言え……私もあまり手て荒あらな真ま似ねをしたくはありません。陛下には取り次いであげましょう」

「ほ、本当ですかッ……!?」

　スーパーが気色を浮かべた、その矢先。

「本当ですとも。ただし」

　アークセラが二人の足元に何かを投げた。

　それは長い布だった。

　拳けん闘とうやレスリングのリングへギブアップを認めるためにそうするように、アークセラが巻いているのと同じ、二枚の腰布が二人の前に投げ与えられたのだ。

「その腰布で局部を隠してからの話です」

　アークセラは笑っていた。妖あやしく。それはまさに、嘲ちよう弄ろうするかのように。

　敗北を、自らの手で、自らの姿をもって宣言しろと、そう言っているのだ。

「貴様ァッ!!　ゼンラーを愚ぐ弄ろうするかあッ!!」

　ゼンライオンが吠ほえ、アークセラは肩かたをすくめた。

「全ぜん裸らなど野や蛮ばんの体現に過ぎません。人体は隠かくしてこそ真に美しい。それともあなたは、美を感じる理性すら失なくしたただの野や獣じゆうなのですか？」

「貴っ様ぁ!!」

「ふふっ、よろしい……ならば野獣には野獣らしく、理ではなく力でお相手して差し上げよう！」

　アークセラが走り、ゼンライオンの腕うでを取りに行く。

　ぬらりッ……！

「ちぃッ、油ですか……！　せこい真似を！」

「雄々しき跳躍からのゼンラー・上腕二頭筋によるジヤンピング・窒息撃クローズライン！」

　振り上げたゼンライオンの腕が、アークセラの首を鎌かまのように刈かり取ったかに見えた。だがアークセラはすんでの所で首と体を横に向け、ゼンライオンの勢いと滑ぬめりを利用して首でゼンライオンを振り回し、その背後を取る。

　そのままゼンライオンを俯うつぶせに押し倒たおし、首に掛かかっていた腕を交差させた腕で取り、体重を乗せて真後ろへ引き絞しぼった。

「ノオッ!?　馬ば鹿かな!?　グリスが……効かないだと……！」

「握力グリツプに頼たよっているうちはまだ二流！　サブミッションとは関節の構造を利用した拷問撃！　完成された技わざであれば、ただ一方向への力のみで全すべてを封ふうじることができるのです……！」

　肘ひじは逆方向へは曲がらず、腕は肩から外れない。そうした構造である以上、一度後ろへ取られた腕は容易には表に返ることはない。アークセラは交差させた腕でそれを抱かかえ、ヌル付くゼンライオンの腕を釣つり竿ざおのように引き絞る。

「ぐうっ!?　おっ……！」

「ゼンライオン様っ……！」

「来るな！　これは、私とこの男との闘たたかいだッ……！」

　高性能グリスの滑りは生半可なものではなかった。たとえ腕を取られようとも、床は大理石。ゼンライオンは胴どうを回転させることで腕固めを逃のがれる。

　だがゼンライオンが立て直すより早く、アークセラはゼンライオンの脚あしを取りに行く。電光石火のサソリ固めにより、足腰だけでなく、気道、横おう隔かく膜まくの自由までも阻そ害がいされる。

「ぐ、おっ……！」

「どうです、己の意思とは関係無しに局部を持ち上げられる気分は！　これでもまだ恥ち辱じよくを感じないと言うつもりですか……！」

　アークセラがゼンライオンの両りよう脚あしを引き絞るほどに、海え老び反ぞりしたその場所が掲かかげられていく。

「ぐ、ふうううっ……！　ア、アークセラよっ……！　貴様は一つ、大きな勘かん違ちがいをしている……！」

「まだ喋しやべる元気がありますか……！　ならば聞かせてもらいましょう！」

「ぐああっ!?　人はッ……恥ずかしいから服を着たのでは、ない……！　寒かったから、服を着たのだ……!!」

「ッ!?　世よ迷まい言ごとをッ……！」

「だが、事実だ……！　猿から人になるにあたり豊かな体毛を失った人類は、恒こう温おん動物として寒冷期の体温の維い持じが重要な問題となった！　そう、生きるために服を着たのだ！　生きるために思考する、それこそが理性の根源！　恥や美しさの問題など、社会というコミュニティが完成され、他人の目という意識が生まれてからの豊かな時代の発想に過ぎん！　世迷い言を言っているのは貴様の方だアークセラ！　全裸であることと理性的であることに、直接的な矛む盾じゆんは存在し得ないッ……！」

「くっ……、ぬううっ……！おのれどこまでも減らず口をッ……！　私がこのまま体重をかけていけば、やがてあなたの脊せき椎ついは折れ、肋あばらは砕くだけ肺が潰つぶれる……認めるのです！　あなたに理性があるのなら！　美しさこそ正義だと！　そのたった一枚を腰に巻けば謁えつ見けんを叶かなえようと言っているのですよ……！」

「断るッ!!　確かに私がただの野獣であったならば、この痛みに泣き叫さけび許しを請こうたであろう！　だが私には理性がある！　曲げられぬ信念がある！　今こうしてこの苦痛に耐たえていることこそが、我が理性の何よりの証左なのだっ……！」

「生き延びることが理性では無かったのですか……!?」

「より良く生きることだ！　それこそが現代の万ばん人にんに求められる理性！　そのために私は戦う、のっ……だっ……！　ぐおおッ……!!」

「愚かしい！　人として認められるために着衣し、人々と調和するために自身を着き飾かざることこそ、その現代社会を維持するために必要な最低限の理性だとなぜわからないのです！　あなたは異い端たんに過ぎる……！　自己の正義に酔よい、傲ごう慢まんを行っているに過ぎない……！」

　その鬼き気き迫せまるやりとりに、周囲を取り囲んだ黒騎き士したちは息を吞んだ。

「隊長……アークセラ将軍は、先程から何をおっしゃっているのでしょうか……？　学のない私にはどうにも理解に苦しむのですが……」

「俺にも正確にはわからん……だが、高度に哲てつ学がく的な問題だということだけは間ま違ちがいあるまい……」

「ならばその大賢者と語る術すべを持つあのゼンライオンと名乗る男も……」

「姿はどうあれただ者ではないということですか……？」

「ゼンライオン……一体、何者なんだ……？」

　全裸の是ぜ非ひについて語り合っているだけなのだが。

　帝てい国こく随ずい一いちの頭脳がまさかそんなアホなことのために腰布一枚で登場したとは思いもよらず、近衛このえ騎士たちは理性の迷めい宮きゆうに陥おちいっていく。だが、それこそがゼンラーフィールドとでも呼ぶべき自由意思の浸しん食しよくの顕あらわれであった。

「傲慢を、貴様が口にするかアークセラッ……！　そのご大層な美意識の押し付けこそが傲慢ではないのか……!?」

　ゼンライオンは床ゆかに落ちていた布きれの一枚を手に取り、アークセラの足首に巻き付け、引き抜ぬいた。体勢を崩くずしたアークセラは、ゼンライオンが伏ふせていた床に俯せに倒れ込む。

「くっ……！　グリスが……!?」

　床はもちろん、素す手ででゼンライオンに触ふれた後の手の平も相まって、摩ま擦さつが利きかない。起き上がろうと突つく手すら滑り、身を起こすこともままならない。

「ゼンラーを嘗なめたのが貴様の敗因だ、アークセラ！　我らゼンラーには、グリスを手の平と足の裏には決して付けてはならぬという鉄の掟おきてがある！　握力グリツプとやらに頼らせてもらうぞ……！」

　ゼンライオンは俯せのアークセラの太ふと腿ももに乗り、自身の脛すねに足首をかけ、藻も搔がくアークセラの両手首を拾った布を巻き付け、引き絞る。

「馬鹿なッ!?　これは……！」

「ぬありゃあ!!」

　ゼンライオンが咆ほう哮こうと共にアークセラの上体を床から引き剝はがした。否いな、引き剝がしてなお勢いは止まらず、そのままゼンライオンは床を背に倒れ込み、アークセラの体を海老反りの状態で高々と持ち上げた。

「自由なるゼンラー・大開脚式フルオープンタイプ・釣天井固めロメロスペシヤルッ──！」

「ぐああああああああアアアッ──!?」

　ホールにアークセラの悲鳴が響ひびき渡わたる。

　純じゆん粋すいな肉体勝負では天てん魔ま将しように対して勝ち目のないゼンライオンの、それは賭かけでもあった。

「ロっ、ロメロスペシャルっ……!?　馬鹿な、旧文明時代に失われた伝説のサブミッションのはず……！　く！　お！　あああああああッ……!?」

「ふん、情けない悲鳴を上げる！　拷ごう問もん係や尋じん問もん官などという輩やからに限って、自身はそうした責め苦に弱いものよ……！　この衆しゆう人じん環かん視しの中で己おのれの頭よりも高く股こ間かんを掲げる爽そう快かい感かんはどうだッ!?」

「っくう!!　この私が……この美しい私がぁっ……!?」

　その赤面は、もはや過激な運動による上気によるものだけではなかった。

「何を黙って見ているのですかあなたたち、早くこの不ふ埒らち者を捕とらえるのです……！」

　アークセラがついに騎士団への命を発する。

　だがその一歩が踏ふみ出される前に、スーパーが叫んだ。

「動くな！　これはこのお二方の勝負！　それを邪じや魔まだてしようというのであればこのゼンラーマン・スーパーが相手になるぞ！　アークセラ将軍、あなたも正々堂々最後まで戦うべきだ！」

「ぐうぅっ……！　正々堂々などと、ふざけないでいただきたい！　理性を放ほう棄きし、こちらの譲じよう歩ほを蹴けったのはそちらが先！　現実的に考えなさい、この人数を相手に一体何ができると……がはあアアッ!?」

　ギリ、と腕を引き絞り、ゼンライオンは笑った。

「愚おろかは貴様だアークセラ！　スーパーの身体能力、並ではないぞ！　スーパーを捕らえるのが先か、スーパーが貴様の腰こし布ぬのを剝ぎ取るのが先か!!　恥はじを何よりも重んじるらしい大賢けん者じや殿どのに、はたして賭けてみる度胸はおありかな……!?」

「おのれっ……おのれゼンライオンンンンンンンンンッッッ……！」

　ギリギリギリッ……！

「がっ！　あああああアアアっ……!!」

　肉体と精神、二正面からの極限の苦痛がアークセラの美び貌ぼうを歪ゆがませる。だがそうでもして相手の気勢を挫くじかぬことには、サソリ固めによって痛めつけられたゼンライオンの肉体も、とうに限界を超こえているのだ。

「ぐあああああああああッ……!!」

「ぬおあああああああああああああッ……!!」

　もはや互たがいの意地と意地とのぶつかり合いに、周囲を囲む騎士団でさえ拳こぶしを握にぎり固かた唾ずを吞のんで勝負の行方ゆくえを見守っていた。

　そして……。

「うがああああアアアアアああッ!!」

　一ひと際きわ高い絶ぜつ叫きようと共に、アークセラが長い髪かみを左右に振ふり乱す。

「ギブ!!　ギバーーーーーッ!!　私の負けだあああああアアアッ……!!」

　ゼンライオンはアークセラを横に放ほうり投げると、よろよろと立ち上がり……そして拳を高々と掲げて見せた。

　たとえ全ぜん裸らであろうとも、誇ほこりをかけて高い抜き、そして勝利を摑つかみ取ったのだ。その雄お々おしい姿には、敵であるはずの近衛騎士団からも惜おしみない賛辞の拍はく手しゆが送られるほどであった。

「……たまには活字だけでなく、旧文明時代のマンガにも目を通すといい。大賢けん者じやよ」

「っく……！　ううぅ……！」

　呻うめきながら、アークセラはどうにか顔だけをゼンライオンへと向ける。

「行くのですか……ですがあなたたちは、今ここで私の言うことを聞いておくべきだったと後こう悔かいすることになる……！　この先には……ぐうッ……！」

「武をもって止められず、理をしても止められぬ我らを一体何が止めようというのか……いくぞ、スーパー!!」

「はっ、ゼンライオン様……！」

　玉座の間へ通じる回かい廊ろうへと、悠ゆう然ぜんと歩み去っていく二人の漢おとこ。

「い……行かせてよろしいのですか、アークセラ将軍……？」

「我らへのご命令は……？」

「何を今さら……自らの敗北を他人の手を借りてまで覆くつがえすほど落ちぶれてはいませんよ、私は……。それにあの二人は、ルナス様とその麾き下かから逃のがれてここまで辿たどり着き、口より先に手を出すキャスティアさんとＴＧＭ将軍でさえ取り逃がしたのです……並の相手では恐おそらく……」

　黒騎士たちは一様に息を吞んだ。

　帝てい国こく軍の中でも、ことさらの猛もう将しようとして知られるあの三人が手に負えなかったという事実。そして今また、氷将の知ち恵えをしても。

「……そう、並の相手では敵かなわないでしょう……。ですが、この先に待っているのは……」
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　中庭を貫つらぬく回廊を駆かけ抜ける、ゼンライオンとゼンラーマン・スーパー。道のりは順調なように思われた、そのとき。

「くっ!?」

　足に痛みを覚えたスーパーが床に転ぶ。

「どうしたスーパー!?」

「いえ、床に何かが……！」

　常に掃そう除じの行き届いた宮きゆう殿でんに、下町のような空き瓶びんやゴミが落ちているはずもない。

　だが。

「これはっ!?」

「ウニ……だと……!?」

　スーパーが蹴け躓つまずいたものの正体。それは漆しつ黒こくの棘とげを球状に生やした、この世のものとは思えぬ恐ろしい姿をした物体であった。

「ぜっ、ゼンライオン様！　あれを……！」

「なにぃいいいッ──!?」

　スーパーが指差したのは玉座の間へと続く道。それまで何もなかったはずの行く手に、足の踏み場もないほどの無数のウニが転がっているではないか。

「う!?　後ろにも……！　いつの間に……！」

　そう、行く手は塞ふさがれ、退路も断たたれ……いつの間にか二人は、ウニの大群に囲まれてしまっていたのだ。

「くっ……!?　我らが裸足はだしと知ってのトラップか……！　こんな陰いん湿しつで残ざん酷こくな真ま似ねを思い付くのはあの女しかいまい！　姿を現したらどうだ、根暗の卑ひ怯きよう者が！」

　ふふふふふ……。

「卑怯者とはひどい言い草」

　陰湿な暗い笑い声がどこからともなく聞こえ、周囲を見回す二人の前に闇やみの渦うずが現れた。そのヴェール一枚向こうに浮うかび上がった姿に、スーパーが絶句する。

「まっ……まさか、闇の法王……ユリカ皇女が……!?」

「また会った。……じゃなかった。初めてお目にかかる。いかにも私はグランマーセナル帝国第二皇女、ユリカ・美ヶ島・マジスティア。お前たちをこの先へ進ませるわけにはいかない」

「く……ゼンライオン様、ウニはともかく、ユリカ皇女のあれはバリアのようなものでしょうか……？」

「いや、恐らくどこか別の場所へと通じる空間の歪みなのだ。卑怯者だからどこか別なところから高みの見物を決め込んでいるに違ちがいない」

　ユリカは言った。

「無む駄だ。私がルナスのような直情型とは違うことは、あなたも知っているはず。挑ちよう発はつは私には通用しない」

「ぬう……！」

「この私の誇る〝地じ獄ごく活殺ウニ畑陣じん〟から逃れられた者はいない。神しん妙みようにお縄なわに付くといい」

「相変わらず最悪のネーミングセンスだな……だが、貴様は一つ大事なことを忘れているぞ！」

「……なに。挑発には乗らないと言ったはず」

「確かに我らはこの場を動けぬだろう！　だが一面こんなにウニだらけにして、一体誰だれが我らに近付けるというのか!?」

　近付けなければ、捕つかまえることはできない。

「その時になったら消すから大だい丈じよう夫ぶ。とにかく先へは進ませない」

「なぜそうまでして我らを拒こばむ！　皇こう帝ていに話をしに来ただけではないか！　危害を加えようというのではない！」

「お前こそ、なぜその姿にこだわる。その仮面を脱ぬいで服を着れば通すと、他ほかの者からも聞いているはず」

「此この度たびの一連の騒そう動どう、悲しくも疑ぎ心しん暗あん鬼きに満ちた人々は、首脳部からの発表に素す直なおに耳を貸したりはしないだろう！　故ゆえに軍や役人が捕らえたのでは意味がない！　ゼンラーが自ら道を切り開かねば収まりはしないのだ！　我らが民たみの代表として行動で示し、直接皇帝に声を届けてこそ、初めて帝都の平へい穏おんが取り戻もどされるのだ！」

「ダメ。お前たちを玉座へ通したとなれば、皇室だけではない、軍も警察も信用を失しつ墜ついする。国の規き範はんが崩くずれる」

「だから我らが立ち上がったのだ！　国家とは規律ではなく、人と人とが心で結び付き、支え合うことで成り立つものでなければならない！　武力や組織だけが国家を成り立たせるという考えは危険な思想だ！」

「……相変わらずああ言えばこう言う。でもダメ」

「このダメ女が!!」

「やかましい。いま騎き士し団を呼ぶから大人しくそこで待っていろ」

「それはそれとしてスーパーよ」

「は、何か？」

「ユリカ皇女が小説を書いていることは知っているか？」

「えっ」

　明らかに動どう揺ようするユリカの声が聞こえた。

「ちょっと。ちょっと待って。それは卑怯」

「これがまた大人しそうな外見からは想像もできぬ何やら雄ゆう大だいで勇ましいストーリーのようでな、タイトルは確か……」

「馬ば鹿か、おい馬鹿、お前ほんとにやめろ」

「そう、タイトルは確か暗黒ドラゴンの……」

　その軽々しい口を塞ぐには、騎士団の到とう着ちやくを待っている余よ裕ゆうなど到底ない……！

「もういい貴様殺すぞそんなに死出の旅路を急ぎたいなら死……」

　愛用のロッド片手にユリカはゲートをくぐり抜ぬけ、回廊に降り立った。




　さくっ☆




「いたっ」

　ウニの鋭するどい棘が、ユリカの靴くつ底ぞこを貫き刺ささる。思わずバランスを崩した別の足でまたウニを踏ふむ。

「いたたっ」

　両足とも使えずコケる。ウニが刺さる。

「いたい、いたい。いたたたたっ……」

　ひとしきりひっくり返りのたうち回り棘だらけウニだらけになった頃ころ、ようやくじっとしているのが一番被ひ害がいが少ないと悟さとったユリカが言った。

「……降参する。ヘルプ」

「もうちょっと頑がん張ばれっ!!　ていうか自分で消せるのではないのか!?」

「……。」

　秘密ノートの暴ばく露ろにすっかり気が動転していたユリカは、思い出したように一面のウニを消し去った。

「……ルナスに続きこの私まで倒たおすとは。その心意気、認めてやってもいい」

「こう言ってはなんだが貴様が一番どうしようもなかったぞ。あと三番姫きは別に倒れても転んでもいない」

「ただし、この先は本当にやばい。私は……そんな現実を目まの当たりにしたくなかったからこそ、ここで止めようとしたというのに。それでも、あなたたちは進むというのか」

「はっはっは!!　今まで向かってきた全員、悔くやし紛まぎれに似たようなことを抜かしていたぞ!!　武で勝てず、理で勝てず、そして今また罠わなという知にさえ勝った我らを一体何が止めようというのか!?　行くぞ、スーパー!!　玉座の間は目の前だ!!」

「はっ、ゼンライオン様……!!」

　二人の後ろ姿を振ふり返ってユリカは思う。

「……確かに、これまでの私たちはお前たちの姿に吞のまれ、油断していたのかも知れない。だが……お前たちもまた、油断している。世の中には、場の流れや空気などものともしない存在がいることを……」
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　ゼンライオンとゼンラーマン・スーパーが走る。ロッテンハイムの中でも一ひと際きわ壮そう麗れいな装そう飾しよくを施ほどこされた大回廊へと足を踏み入れ、ついに目指す玉座の間への扉とびらが見える。

　あとはその扉に手をかけるだけのはずだった。

「そこまでよ！」

「何なに奴やつ！」

　どこからか聞こえた凛りん然ぜんたる女の声に、スーパーが誰何すいかを叫さけぶ。対照的に、ゼンライオンは息を吞んだ。

「この声は……まさか……!?」

　声の主は、装飾を施された柱の陰かげから、長ちよう靴かの音を伴ともない姿を現した。

　肩かたに担かついだ小しよう銃じゆう、首から下げたゴーグルとプラチナブロンド。

　思い出したスーパーが指差し、問いかけた。

「……君は確か、バクターヌ家の屋や敷しきや銀行の前にもいたガンナーだな？　だが、ただの冒ぼう険けん者がなぜこんなところに……？」

「フッ……あるときはフリーランスの美女っ子新聞記者。またあるときはさすらいの美人ガンナー。しかしてその正体は……！」

　彼女が銃を天高く掲かかげると、一帯は目も眩くらむような眩まばゆい光に包み込まれた。

　思わず腕うでで顔を覆おおったゼンライオンとスーパーが次に目を開けたとき、そこに。

「愛と勇気でミラクル起こす！　マジカルプリンセス、シャーリー・ロッテただいま見参!!」




　ババァーーン!!




　白い衣い装しようでマジカルプリンセスを名乗った女が、横ピースしながら銃口を真っ直すぐに突つき付けてきた。

「おのれマジカルプリンセスッ……！　どこかで来るだろうとは思っていたが、まさか宮きゆう殿でんの中に現れるとはさすがの私も盲もう点てんだったぞ！　カミングアウトしたとでも言うのか!?」

「あなたは何か勘かん違ちがいしているみたいだけど、この宮殿こそが私の世界！　私が黙だまれと言えば死ぬまで黙っているのが帝てい国こく臣民の真の忠節というものよ！」

「ついに本ほん性しようを表したな！　だが世界は貴様を中心に回っているわけではない!!」

「ならば太陽が私の東から昇のぼり、私を頭上から照らし、私の西へ沈しずんでいくことをどう説明するつもりかしら!?」

「天文学を知らないのか!?」

「知らないッ!!」




　ドバーン!!




「……あ、待って。噓うそ。今の噓ね。さすがに少しは知ってるんだけど、でも……でもねゼンライオン、ちょっと聞いて欲しい。たとえば愛や勇気って数字やグラフで表せるようなものなのかしら？　ううん、私はそうは思わない。たとえそうだったとしても、世の中全すべてが科学で説明できるような世界じゃ、私はちょっぴり寂さびしいと思うのよ……」

「だからって自分を中心に据すえるな!!」

「ああもううっせーわね鉄仮面みたいにぐぬぬとか言って黙りなさいよ！」

　スーパーが言った。

「な……何やら、因いん縁ねん浅からぬ仲のようですが……？」

「…………お前、実はあれがシャルロッテ皇女だと言ったらどうする」

「何を馬鹿げたことを!?　あの国民的アイドルのシャルロッテ様があのように汚きたない言葉遣づかいをなさるはずがありません！　ゼンライオン様はここまでの激戦で心がどうかなってしまったのですか……!?」

「いや……うむ。イメージ戦略というか洗脳というか、恐おそろしいものだな……」

「そもそも本当にシャルロッテ様であればナイフとフォークより重たいものを持てないはずです！　というか我々のこの姿を見た途と端たん気を失ってしまわれるに違いないというのにそれ以上言うのであればたとえゼンライオン様であっても白薔ば薇ら姫ファンクラブ会員ナンバー１８９４０７号のこの私が……！」

「多いな会員。わかったからもう黙れ生きつ粋すいの帝国男児」

　ゼンライオンは仮面の下で眼めの色を変え始めたスーパーを黙らせ、マジカルプリンセスに向き直った。

「……聞いての通り、こいつは心からこの国、そして帝都という街を愛する漢おとこだ。そしてその愛ゆえに、人々の貧しさと荒すさんだ心を憂うれいて皇帝へ進言すべくここに至ったのだ。それを遮さえぎろうというのであれば、まずはその理由を聞かせてもらおうではないか！」

「え？　だからあんたたちは悪い奴やつで、私は正義の味方だから……」

「……」

「……」

「あ、待って。待って待って待ちなさいってば。ＯＫ、理由はあるわよちゃんと。えっと……いま考えるからちょっと待ちなさい」

「無いではないか!!　これまで我らが戦ってきた相手は皆みな、国家のため、秩ちつ序じよのため、理性のため、復ふく讐しゆうのため……理由は違えど命を賭かけるにも値あたいする信念をして我らに挑いどんできたというのに、最後の最後でそれか!?」

　喝かつ破ぱされたマジカルプリンセスは何を思い付いたのか、小さく笑った。

「復讐？　秩序？　国家……？　そんな小さなもののためにこの私が戦うとでも思ったのなら、とんだ甘ちゃんだわ！　この私が戦う理由はただ一つ!!　世界のためよッ!!」




　ズババァーン!!




「貴様。話をデカくすれば良いというものではないぞ」

「具体性のない大望はどうしてこうも希き薄はくに聞こえるのでしょうね」

「じゃ、じゃあみんなのためによ！」

「スーパーの言葉を聞いていたか貴様」

「私が勝っていい気分になりたいから!!」

　……。

　完かん膚ぷ無なきまでに具体的かつ逃のがれようのない理由であった。

「……追い詰つめて済まなかったとは思うが、それはそれでぶっちゃけすぎだと思うのだ」

「だけれども。私が戦う理由としては充じゆう分ぶんなはずよ。たとえあなたたちに戦う意思がナクテモネ……？」

　じゃきーん、と銃を肩付けに構えるマジカルプリンセス。

「愚おろかな！　非武装の我らに向かって本当にその引き金」




　ずどんっ!!




「「わーっ!?　わーっ!?　わーっ!?」」

　何かが二人の間を超ちよう高速でかすめ跳とぶのを聞き、ゼンライオンとスーパーは慌あわてふためき柱の陰に隠かくれた。

「貴様に人の心はないのか!?　ほんとに撃うつ奴があるか!?　しかもまだ喋しやべってる最中に！」

　反動で後ろにひっくり返ったシャルロッテがよっこらせと起き上がる。

「ええ、わかっているわ……でも、生死を賭かけた闘たたかいに言葉は不要のはずよ！　悲しいけれど、それがこの闘いの掟おきて！　わからないあなたたちではないでしょう!?」

「まーた面めん倒どうなモードに入りやがって畜ちく生しようこのっ……」

「マジカルハッピー☆トリガー!!」




　すどんっ!!




　散さん弾だんが甲かん高だかい音を立てて空を切り裂さき、柱を削けずる。だが、それは好機でもあった。

「今だスーパー！　やつのショットガンは二連装、装そう塡てんまでに片を付けるぞ！」

「了りよう解かいですっ……！」

　勢いよく柱の左右から躍おどり出る二人。

「ちょ！　何それ卑ひ怯きようでしょ!?　弾たま入れるまで待ちなさいよ！」

　逃にげるマジカルプリンセス。

「全ぜん裸ら相手に銃まで持ち出して何が卑怯か!?」

　追うゼンラーズ。

「ハンデよハンデ！　か弱い女の子にはこれくらいの護身用装備は必ひつ須すでしょうが!?」

「どう見ても狩しゆ猟りよう用ではないか!!」

「魔ま法ほうのステッキだから狩猟用とかそういう分類はないの!!」

　走りながらでは弾を込める指先がおぼつかず、かといって集中すると周りが見えなくなり、気付いたときには目の前に壁かべが迫せまっていた。

「しまった……！」

　壁を背に、どうにか一発だけ装塡を終えたマジカルハッピー☆トリガーを腰こし溜だめに構える。
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「そこまでだ、マジカルプリンセス！　大人しく負けを認め、その魔法のショットガンやらをこちらへ渡わたしたらどうだ！　たった一発では私たち二人を同時に倒たおすのは不可能だぞ！」

「……じゃあどっちが死ぬの？」

「「えっ」」

「確かに二人同時は無理かもしれない……。でもこの距きよ離りなら、どっちか一人は確実に……いえ、私も正義のヒロインのはしくれ。不適切な表現は避さけましょう」

　ステッキは腰溜めの低い位置。

　その先せん端たんはやや下方を向いていた。

　頭や心臓のような急所ではなく。

　一体、そんな状態から何を狙ねらおうというのか……？

「正義のヒロインがそんなモノを狙うなッ!!」

「さっきからブラブラブラブラ目め障ざわりなのよ。ったくタヌキじゃあるまいし……」

「お姫ひめ様ッ!?」

「確かにマジカルプリンセスですけどッ!!」

　不毛な言い争い。膠こう着ちやくした状じよう況きよう。

「わかったわ、あなたたちを妨ぼう害がいする真の理由を今こそ話しましょう」

「……何か思い付いたか。今さら」

「脳天吹ふっ飛ばされて終わりにされたい？」

　ノンノンとゼンライオンは首を横に振ふり、彼女の言葉に耳を傾かたむけた。

「とりあえずパンツ穿はきなさい。そしたら私の勝ちって認めて気を済ませてあげるわ」

「フッ、大した交こう渉しよう術だな。貴様にしか利がないではないか」

　魔法のステッキの先端が、コツンとゼンライオンの眉み間けんへ突き付けられた。

「真ま面じ目めに、冗じよう談だんを言ってる状況じゃねーのよ。だからこの私が、わざわざこんな格好してまで出てきてやったんじゃないの。その格好のまま玉座の間へ行くのはまずいわ。あそこには今、冗談の通じない頭の硬かたいのと、権益にしか目のないのと、両方の貴族諸しよ侯こうが雁がん首くび揃そろえて待ち構えている」

「なっ……!?」

　吃驚びつくりするスーパーへ、マジカルプリンセスは首しゆ肯こうした。

「お父……皇帝を納なつ得とくさせるだけでは済まないということよ。庶しよ民みんと同じようにこの国の屋台骨を支えている貴族たちに、庶民にも彼らと同じ権利があるということを認めさせなければいけない。あなたたちがやろうとしているのは、そういうことでしょう？　本当にできるわけ？」

　マジカルプリンセスは真しん剣けんな眼まな差ざしと言葉で続ける。

「奇きをてらった傾かぶ奇き者は確かに出会い頭がしらのインパクトは強い。でもそれだけよ。人は学習し、慣れる生き物。込み入った話し合いになれば時間が足あし枷かせになっていく。インパクトは薄うすれて、ヒーローは限りなく人に近付いていく。それでも……あなたたちは、戦えるの？」

「っ……」

　スーパーはその状況を想像し、冷や汗あせを浮うかべ、ゼンライオンを見た。ゼンライオンは腕うで組ぐみした仁に王おう立ちのまま、黙もくして語らない。

「悪いことは言わないわ」

　マジカルプリンセスが指を鳴らすと、柱の陰かげに控ひかえていた銀ぎん髪ぱつのメイドがしずしずと、畳たたまれた服を手にしてやってきた。糸くず一つ無い、おろし立てのような正装の一揃えだった。

「マムシとウツケの話もある。これを着て行きなさい」

「……ぜ……ゼンライオン様……」

「……」

　未いまだ動かぬゼンライオンに、なお銃じゆう口こうを押し付ける。

「私には、この国を守る義務があるのよ」

「……ならば脅おどし方を間ま違ちがえているぞ、プリンセス。私を殺せばこの国を守れるというのか」

「公式に処しよ刑けいされるよりは、今ここで手を下した方が事後処理が楽になるのよ」

「……お前はどう思う。スーパー」

「っ……、わ……私は……」

　スーパーは躊躇ためらい、途と惑まどった。

　このマジカルプリンセスを名乗る女の言葉には筋が通っている。同時、それは絶対に正しいのだと訴うつたえかけるような、抗あらがい難がたい迫はく真しんの何かがある。

　だが……そうと従うには、何かが引っかかった。彼女の言葉に非があるというのではなく、自分の心のどこかが抗うのだ。

　そして言葉は自然と口を突ついた。

「……我らは間違ったことを行うために、ここまで来たわけではありません。我らが心にやましさを負った不ふ逞ていの輩やからであれば、そもそもここまで辿たどり着いているはずがありません。もしそうであったなら……世に名だたる天てん魔ま将しようたちの誰だれも、我らをここまで通してくれはしなかったでしょう」

「……命令には絶対服従の帝国軍人が、あんたらの言う自由と正義を認めたというの？」

　スーパーはゆっくりとかぶりを振った。

「私も元は黒騎き士しの一員であったからこそ、わかるのです。彼らもまた、軍人である以前に〝人〟であると。だからこそ、我らのユーモアを見み逃のがしてくれたのです。帝てい都との人々が、冗談であっても私を義ぎ賊ぞくやヒーローと呼んでくれたように。ならば、私は……貴族諸侯もまた、同じように〝人〟であると信じたい。そして貴き賤せんや貧ひん富ぷといった色眼鏡から盗ぬすみを働いてしまった自身を詫わびるためにも。同じ贖しよく罪ざいのためならば今ここで死ぬのではなく、身を取り繕つくろうのでもなく、この姿のまま先へと進み、全すべてを明かした上で罰ばつせられるべきなのです……！」

「……」

　マジカルプリンセスはしばし無言を保った後。

　やがて呆あきれたように嘆たん息そくし。

　それから小さく笑い。

　ようよう、魔法のステッキを下げた。

「参ったわね……そんな格好のクセに死ぬ覚かく悟ごだけは本物だなんて。馬ば鹿かもここまで筋金が入るとね。……もういいわ、フォルゴーレ」

「かしこまりました」

　銀髪のメイドは持ってきた服を手にしたまま一礼し、下がっていく。

　そして入れ替かわりに、向こうから大勢が現れた。ルナス、ユリカ、アークセラにＴＧＭ、キャスティに手を引かれ目め隠かくしした沙耶香まで……。

　そのときには、大層焦あせったようなマジカルプリンセスは柱の陰に隠れてしまっていたが。

　振り返ってゼンライオンは言った。

「今度は束になってかかろうということか？」

　呆れ顔でルナスが言った。

「一度取り逃のがしたのだ。そんなみっともない真ま似ねをするつもりはない」

　ユリカが頷うなずく。

「ただ、軍として出た以上、後で姉上に何を言われるかわからない」

　ＴＧＭは横を向いていたが。

「……まさか敵じゃなくて味方に撃げき墜ついされたなんざ報告書に書けねえしよ」

「アレはどう考えてもアンタが悪いだろうが。アタシらは悪くない……と思うんだけど、任務放ほう棄きした件、ルナス様とユリカ様が大目に見てくれるっていうから……」

　キャスティが何やら口くち籠ごもる横で沙耶香。

「私は貴様を許した覚えはないぞミズクラゲ!!　というか姫様たちの前でゆら、揺ゆらすな!!　馬鹿っ!!　死ねっ!!　死んでしまえっ!!」

　アークセラが最後に言った。

「要するに……あなたたちを先へ進ませたには、私たちなりに理由があったということをお伝えしたいと思いましてね」

「み、みんな……！」

　スーパーは胸に熱いものを感じながら呟つぶやき、ゼンライオンへと振り返る。

　ゼンライオンは腕組みしたまま力強く頷いた。

「これが我々の……否いな、お前の信じた自由のチカラだ！」

「はいっ……！」

　柱の陰からマジカルプリンセスが囁ささやく。

「……ま、いいでしょう。今日のところは見逃してあげるわ」

　その声に険はなく、表情はきっと微笑ほほえんでいたに違ちがいない。

「生きて帰ってくるのよ」

「もちろんだ」

　小声ながら力強く返したゼンライオンに、ルナスが問う。

「誰と話しているのだ？」

「いや、なんでもない」

　それからゼンライオンは改めてスーパーへ向き直り、告げた。

「あの扉とびらの先に皇帝はいる。これが最後の闘たたかいだ、スーパー。我らはただそのためにここへ来た。覚悟はいいか？」

「もちろんです、ゼンライオン様」

　スーパーは低い声で揺るがぬ決意を声にする。

「……行きましょう!!」

「応ッ!!」

　二人は駆かけ、ついに玉座の間の重い扉に手をかけ、開け放つ。
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　居並ぶ諸侯と官かん僚りよう。左右に壁かべのように近衛このえ騎士が配されたレッドカーペットの彼方かなたに……脚あしを組み、肘ひじ掛かけに頰ほお杖づえを突いた横おう柄へいな態度で一人の男が佇たたずんでいた。

「ようやく現れたか。待ちくたびれたぞ大おお虚うつけ共」

　その鋭するどい眦まなじりを受けても、二人の漢おとこは恥はじず、隠かくさず、臆おくすることなく敢かん然ぜんと歩を進めていく。

　スーパーが叫さけんだ。

「我ら自由の騎士、故ゆえあって陛下にお伝えしたい義があり参上した次し第だい！」

「ならばその力、我が前に示して見せよ」

　大たい儀ぎそうに玉座より立ち上がったネオシスが、マントを薙なぐと同時に抜ばつ剣けんする。

　スーパーは予想外の言葉に、道半ばにて立ち止まった。

「わ……我らは陛下と闘いに来たわけではありません！」

「黙だまれ。力無き理想など妄もう想そうに過ぎん。何ゆえ私が今日、これほどまで強大な帝国を作り得たか、一庶しよ民みんの貴様にわかるか？」

「……！」

「そう、私には夢を叶かなえるだけの力があったからだ。まだ南部が幾いくつもの小国に分かれていた乱世の時代。誰もがより豊かに、より安全に暮らしたいと願っていた時代。そんな万ばん民みんの願いを王として叶えることができたのは、この私にそれに相応ふさわしい力があったからだ。だが貴様らの掲かかげる正義とやらは、そうして築き上げた我が理想とは相あい容いれぬという。ならば我が理想を上回るだけの力を、この場に示して見せよと言っている」

　皇帝の言葉が終わるとともに、列の中から進み出た二人の騎士がそれぞれ、用意した二本の剣を横にして、スーパーと、そしてゼンライオンへとそれぞれ差し出す。

「理想とは行動によって叶えるべきものだ。それとも貴様らは世の多くの思想家がそうであるように、酒場で自己の妄想に酔よいしれ、益やく体たいもない愚ぐ痴ちを並べ立てるだけの酔いどれか？　否か？　さあ、答えて見せよ！」

「っ……」

　スーパーの手が、おずおずとその剣へと伸のびていく。

　元騎士団として剣の心得もあるスーパーには、見ただけでわかった。これは軍の配給のような量産品ではない。意い匠しようからしてネオシスが今手にしているものと同様、名剣や宝剣と呼ばれる類たぐいの代しろ物ものだ。

　皇帝は問答無用にこちらを切り伏ふせることも可能なはずだった。いや、それが当然のはずなのに、こうして諸しよ侯こうや官僚を納なつ得とくさせるための、そのチャンスを与あたえようとしてくれているのだ。

（ならば、応こたえねば……！）

　そう、覚悟を決めたときだった。

「……よせ、スーパー」

「っ……!?　ゼンライオン様……」

「我らはそのようなことのために来たのではない。たった今、お前がそう言ったばかりではないか」

「し……、しかし……」

　ネオシスが尊大に鼻を鳴らす。

「この私に一ひと太た刀ち浴びせられれば、話くらいは聞いてやろうというのだ。だのに、むざむざその好機を見逃すか。それとも、我が剣を前に恐おそれをなしたか」

　ゼンライオンは嗤わらい、目の前の二本の剣を払はらい除のけ、前へと進み出た。

「笑わせるな。恐れているのは貴様の方ではないのか、皇帝。ネオシス・エルスタッド・マジスティアよ」

「……なんだと……？」

「貴様が王としての生しよう涯がいをかけ築き上げたこの帝国は、言わば貴様の人生そのもの……だからこそ自身が信じた理想に綻ほころびがあり、歪ゆがみが生じ始めていることに恐れをなしているのではないのか。なぜならそれは、貴様という人生の否定と同義であるからだ」

「ッ……！　貴様……！」

「貴様は恐れているのだ。愛すべき家族のため、忠節を尽つくす家臣のため、支えてくれる民たみのために掲げた理想が、他ほかでもないその守るべき者たちによって否定されることを何よりも恐れている！　他でもない、貴様自身が傷付くことを恐れているッ!!　故にそのような大層な衣い装しようで己おのれを隠し、剣をかざして他者を寄せ付けまいとしているのではないのか!?」

「ッ!!」

　ネオシスの投げた剣が、ゼンライオンの兜かぶとをかすめ火花を散らす。弾はじかれた剣は不安定に回転し、入り口付近にいたルナスたちの足元に突つき刺ささった。

「ち……父上、まずは話を……！」

「控ひかえろッ!!　お前たちの出る幕ではないッ!!」

　耳をつんざく烈れつ怒どの声に、入り口付近にいた娘むすめたち、天てん魔ま将しようたちは死を幻げん視ししたかのようにその場に片かた膝ひざを突き頭を垂れた。皇帝の鬼き気き迫せまる様相の前にして、近衛騎き士しや諸侯さえ冷や汗あせを隠かくし、悲鳴すら吞のみ込んだ。

　ネオシスは叫ぶ。

「この……無礼者めが!!　服を着ることも知らぬ痴しれ者が、この場に招き入れてやった恩も忘れ皇帝であるこの私を愚ぐ弄ろうするかっ!?」

　対し、仁に王おう立ちのまま瞬まばたき一つもせず、頰ほおからの血を流すままにゼンライオンが吠ほえた。

「愚弄しているのは貴様の方だ!!　人々は貴様の理想のために生かされているのではない!!　誰だれしも自由の意志を持って生きているのだ!!　故に我らは招かれたのではない、自らの意思でこの場に至ったのだ!!　話を聞いてやろうだと!?　のぼせ上がるな!!　たとえ貴様が武に逃のがれ、耳を塞ふさごうとも、我らの言葉より逃にげることまかりならぬと心得よッ!!」

「愚おろか者が!!　大方そこな天魔将たちからも這ほう々ほうの体ていで逃げ回って来た分際であろうが!!　戦う気き概がいも持たぬ臆おく病びよう者に貸す耳はない!!」

　ゼンライオンが嘲ちよう笑しようした。

「フッ……あくまでも力にこだわるか。居並ぶ家臣団を前に、我らゼンラーに倒たおされるという屈くつ辱じよくを望むというのか」

「寝ね言ごとはこの私に一いち撃げき加えてからほざいたらどうだ」

「……やむを得ん。やるぞ、スーパー！　フォーメーション・Ｘだ！」

「はっ、ゼンライオン様！」

　ゼンライオンが一度ルナスらの控える方へと駆け戻もどり、助走を付けて疾しつ駆くする。一段目の跳ちよう躍やくで待ち受けたスーパーの手に足をかけ、スーパーはカタパルトのようにゼンライオンの体を天高く放ほうり上げる──!!

「天よりゼンラー・舞い降りしダイビング・急降下サンダー・稲妻スラツシユ・蹴りキツク!!」

「皇帝のツアーリ・皇カ帝イにザよーる・皇帝のためのインペラトーレ・皇帝撃エンペラー・アタアツク!!」

「ぎょ[image: うだくてん]ぁっ!?」

　ネオシスの正せい拳けんより放たれた衝しよう撃げき波はをカウンターでまともに受けたゼンライオンは、スーパーの頭上を通り越こして吹ふっ飛び、ルナスたちのところまで転がっていった。

「お、おのれっ……、毎日書類仕事しかしていない運動不足の中年親父おやじと思ったが……なかなか、やるではないか……！」

「馬ば鹿かめが！　我が王家の家か紋もんは獅し子し！　多少の鍛たん錬れんを怠おこたったところで、貴様のような被かぶり物の獅子とはそもそもの作りが違ちがうわ！」

「くっ……同じライオンである我を侮ぶ辱じよくするとは、獅子の風上にも置けぬ奴やつめッ……！」

「歴史と栄光あるマジスティア王家を貴様なんぞと同類にするでない!!」

「ええい、もういい！　スーパーよ、あれを使うぞ！」

「!?　はっ、わかりました！」

「うおおおおおおおおおッ……!!」

　ゼンライオンが咆ほう哮こうしながら奔はしり、スーパーのカタパルトで飛ひ翔しようする。そこまでは同じだが、そこからが違った。皇帝へではなく、ほぼ直上へ跳とんだゼンライオンへスーパーが追従する。

　そして両手脚を伸ばし、飛翔スタイルとなったスーパーの背にゼンライオンが仁王立ちで飛び乗った。

「「究極アルテイメツト・合体したドツキング・二人のゼンラー・自ダ由ブなルる・滑空グライデイング・爆撃殺アタアーツク!!」」

「輝かしきシヤイニング・皇帝のカイザー・一閃スラアツシユ!!」

「「うわあああああああああっ!?」」

　あたかも剣を振ふり下ろすようなネオシスのハンマーナックルが光の衝撃波を発し、ドッキング・ゼンラーを分解、弾き飛ばす。

「ぐ……、ううっ……！　わかったぞ……娘たちのネーミングセンスが軒のき並なみアレなのは、全すべて貴様が元げん凶きようかっ……！　教育という言葉を知らんのか貴様！」

「いま娘たちは関係あるまい！　貴様こそ一体どういう教育を受ければそのように育つというのだ!?」

「フッ、愚問だな……！　自由を愛するゼンラーは他人が敷しいたレールの上など走らぬもの！　己が生きる道は己自身で見付け、摑つかみ取る！　それが大人の漢というものよッ！　行くぞ、ゼンラー・ザ・ジャンピング」

「ライトニング・エンペラー・キィック!!」

「ザンラー・ザ・ダッシュ・アンド……！」

「クリスタル・カイザー・パァンチ……!!」

　倒されても倒されても立ち上がるゼンライオン。

　挑いどまれても挑まれても、律りち儀ぎに技わざ名を叫さけびそれを打ち倒すネオシス。

　いつしか……その場にいる全員が、あることに気が付いた。

「ぬはははは！　その程度か自由の獅子とやら！　同じ獅子として片腹痛くて涙なみだが出るわ！　貴様のような虫けらにはライオンを名乗る資格などない！　バクテリオンとでも名乗るがいいわ！　ふははははははははっ！」

「貴様ァー!!　またそうやって人権をないがしろにするか!?　もう勘かん弁べんならん！　こうなったらスーパーよ、あれを……！」

　そしてスーパーは気付いた。

　ついに気付いたからこそ、首を横に振った。

「いいのです、ゼンライオン様……もういいのです」

「……スーパー？」

　問いかけるゼンライオンに、スーパーは今までのような決然とした笑えみではなく、晴れ晴れとした、とても素す直なおな笑みを口元に浮うかべていた。

「今、ようやくわかったのです。私が陛下に、何を伝えるべきか……！」
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　構えを解いたネオシスは、怪け訝げんな顔でスーパーへ聞き返す。

「……私に伝えるべきことだと？　だが、今わかったとはどういうことだ。元より伝えたきことがあってここへ参ったのではないのか」

「そうです。そのつもりでした。ですが昨夜、預言者と名乗る女性から告げられたのです。私が何を伝えるべきかは、この場へ辿たどり着くことができれば自おのずとわかるはずだと」

「預言者様が……？」

　スーパーはその場に跪ひざまずくと、粛しゆく々しゆくと語り始めた。

「当初の私は、それが貧しい人々のためだと思い行動していました。中原での勝利によってもたらされた富は、戦いくさに尽くした貴族諸侯へ充あてられ、帝てい都とに暮らす民にはほとんど見返りがありませんでした。そして政策は元からの帝国領を富ませることより、新たに統治下に置かれた中原領の安定化に重点が置かれたと聞いています。私には、それが納得行かなかったのです」

「……」

「もちろん、新たな占せん領りよう地での政策が重要なことはわかります。戦費を捻ねん出しゆつし、兵を揃そろえた貴族諸侯の苦労も並々ならぬものでしょう。命を賭かけて勝利し、戦功を得た者がそれに値あたいする名めい誉よと報ほう賞しようを得るのは当然のことです。ですが……庶しよ民みんもまた、日々の中で心を込めて兵士の食べるパンを焼き、衣服を縫ぬい、剣けんや鎧よろいを作っているのです。そうして短い人生の中の、かけがえのない時間を費ついやしたこと……国家に尽くすという意味で、戦うことと、その戦いを支えることに、どれ程ほどの違いがあるというのでしょうか。だから私は、偏かたよった富をわずかでもあるべき形に戻そうと、過日のような盗ぬすみを繰くり返したのです」

　己の罪を、その示じ威い理由を、スーパーはネオシスの目を真っ向から見上げ、包み隠かくさず白状する。

「ですが、そこにおられるゼンライオン様の言葉により気付かされました。人々の間にやり場のない不満が溜たまっているのは、富の分配などが理由ではないということに」

「なんだと……？　では、その理由はなんだというのか？」

「失われていたのは、人々の心のゆとりなのです」

「心の……ゆとり……？」

　にわかには理解できぬようなネオシスへ、スーパーは強く頷うなずいた。

「そうです。戦によって父を失った幼い子を持つ家庭や、息子むすこを失った老夫ふう婦ふの家庭……教会に身を寄せ合うような、そういった貧しい人々に手を差し伸のべ、銅貨の一枚でも寄付しようと思えるだけの心のゆとりなのです。では、そうしたわずかばかりの心の余よ裕ゆうが失われた原因はなんだったのか……それに今、気付いたのです」

「それは……なんだと言うのか？」

　皇帝の疑問。そしてスーパーの声に、大勢が耳を澄すます。

「あなたです。陛下」

　その後に発せられたスーパーの言葉は、誰も予想し得ないものだった。

「最近……腹の底からお笑いになったことはありましたか、陛下」

「っ……！」

　ネオシスは声を詰つまらせる。まさに、ぐうの音も出ないように。

「私どものような庶民の間にも、晩ばん餐さん会や舞ぶ踏とう会に参加した貴族の話や、宮きゆう殿でんに詰める騎士たちの話は聞こえて来るものです。最近、陛下はつとに難しい顔をしておられると。あまり笑顔をお見せにならなくなったと。そうした様子から民は自然と感じ取っているのです。また近く、大きな戦があるのではないか。それとも先日のバクターヌ公の件のように、何らかの危機が迫せまっているのではないか。子供が物言わぬ父の表情から感情を読み取るように、国民は陛下という導き手の様子からそれを感じ取っているのです。だから人々は先の見えない不安に怯おびえ、有事に備え蓄ちく財ざいし、他人を思いやるだけの心のゆとりを失ってしまっているのです」

「私がっ……、ただそれだけのことが、帝都全体の不安に繫つながっていたというのか……!?」

「先ほどのゼンライオン様との激げき闘とうの最中、お笑いになる陛下の姿を見て確信しました。諸侯も、官かん僚りようも、そちらに控ひかえておられる皇女様方も、陛下の笑顔に呆あつ気けに取られた後は、緊きん張ちようから解放されたご様子でした。そして私もまた思い出したのです。軍に入隊したとき、新兵だった我々を陛下が笑顔で鼓こ舞ぶしてくださったことを。そのときの心強さと、誇ほこらしかった気持ちを」

「……」

「確かに獅子は笑わぬ生き物かも知れません。ですが近寄りがたい孤こ高こうの獅子ではなく、自分たちと同じ〝人〟であればこそ、民は愛せるのです。同じ〝人〟であるからこそ、人は支えたいと思うのです。そして自信を持ってお笑いになる陛下であればこそ、安心して命を預け、その導く先へ共に歩んで行こうと信じることができるのです」

　スーパーはネオシスの面を見上げ、決然と言い放った。

「お笑い下さい、陛下。私が陛下へ真に伝えるべき望みはそれだけです」

　玉座の間に静せい寂じやくが訪おとずれる。

　ネオシスは少しの時間を要した後、ようよう声を発した。

「……それだけか？　本当にそれだけだというのか、貴様の望みは？」

「はっ。それだけです」

「ふっ、ふははっ！」

　ネオシスが笑った。静寂の中に、笑い声が響ひびき渡わたった。

　無論、今、スーパーに笑えと言われたからではない。単純な願い事で、芝しば居いや演技で、そんなにも明るく、弾はじけるように笑えるはずがない。

　皇帝は……ただ単に、おかしかったから笑ったのだ。

「笑えという、たったそれだけのためにそのような姿となったのか!?　死を覚かく悟ごし、我が自じ慢まんの天てん魔ま将しようと娘むすめたちを振り切り、これだけの大おお騒さわぎをして……ただ笑えとはな!!　はっ!!　っははははははははははっ!!」

　ネオシスは笑った。高々と、空まで突つき抜ぬけるような甲かん高だかい声で。玉座の間の外にまで聞こえるような声で。

　ひとしきり笑って、それで。

「ふははっ……はあっ、もう良いわ。私の負けだ、そのような馬鹿な話は聞いたことがない。しかもその喜劇の原因は私自身にあるというのだからな……」

　それから自身を省みたような深刻な面おも持もちで、ネオシスは続けた。

「……貴様の言うとおりだ。確かに拡大した領土、共和国の動向、内乱の危険性、ここ最近はそんなことばかりが頭を占しめ、家族と共に過ごす時間もなく、これほど笑ったことは久しくなかった」

　そしてネオシスは周囲を見回した。

　スーパーの言った通り、集つどっている者たちの顔からは恐おそれや怯えが消え、良い意味で落ち着いた、リラックスした表情となっていた。

　側近や取り巻きたちの、そうした顔を見るのもいつ以来だろうか。

「……そうだな、確かに笑うのはいい気分だ。気持ちが明るくなり、悩なやみなど小さなことに思える。なんでもやってやろうという気になれる。ああ、恐れる物など何もなかった若かりし日のことを思い出した」

「陛下……」

「……いいだろう。貴様の言い分を認めよう。心の余裕を失っていたのは他ほかでもない、私自身だということをな。次期の軍備増強に組んでいた予算を見直し、生活に逼ひつ迫ぱくする者たちへの福ふく祉しに充じゆう当とうしよう。私も前向きに物事を考え、可能な限り笑顔を絶やさぬようにしよう」

「あ……、ありがとうございます、陛下……！」

　涙ながらに頭こうべを垂れるスーパーの前に、ネオシスは膝ひざを突いた。

「本来であれば礼を言うのは私の方であろう。だが……貴様には犯おかしてしまった罪がある。金品を盗み、帝都の治安を乱したことには相そう違いない」

「無論です。いかような処しよ罰ばつも受ける覚悟はできております」

「貴様の過去の経歴を調べさせた。闘とう技ぎ大会においてはレイナー、ハセベに次ぐ武勇を見せ、ライン会戦においては軍の一いち翼よくを担にない、良い働きを上げたそうだな。クリストファー・ランファ」

「っ……ご存知、だったのですか……？」

「えっ。お前そんなすごかったの？」

　そりゃ強いはずだと腕うで組ぐみしたままぽかんとなるゼンライオンを余よ所そに、ネオシスは続けた。

「先日、天魔将の一人であった地将、ラングレーが隠いん居きよを申し出た。新たな地将として貴様がその座に就つくことを申し渡す」

「なっ……」

　愕がく然ぜんと声を詰まらせたのは、何もスーパーだけではなかった。なんの冗じよう談だんかと、玉座の間が騒そう然ぜんとなる。

「ただし、貴様が盗んだ分の金は当面の給料から天引きする。それとは別に三割を教会への寄付金として差し引く。それで良いな」

「いっ……いえ、陛下！　ですが私は犯罪者……！」

「礼を言うのは私の方だと言ったはずだ。犯罪者だからこそ、恩おん赦しやを与あたえようというのだ。そして貴様のような真の忠臣が、ただ放ほう浪ろうの身となることを私は許せぬ。北へでも渡り何いず処くの国に抱かかえられても面めん倒どうだ。故ゆえに我が手元に残り、再び仕官することを申し付ける。軍へ復帰し、この国のために尽つくして欲しい。貴様のような者がいてくれれば、私としてもこの先笑って行くに心強い」

「……お……、お言葉……！　身に余る、光栄っ……！」

　そしてネオシスは立ち上がり、ざわめきの止やまぬ周囲へ発した。

「この者をそうした行いに走らせたのは我が不徳の致いたすところであり、この者はその責任を目に見える形で肩かた代がわりしたに過ぎぬ！　それともこの者ほど民の窮きゆう状じようを憂うれい、それを国家の危機として身命を賭とし、名誉さえも捨て、罪人の汚お名めいを被こうむってまでこの私へ進言しようとした者が他にあるだろうか……!?」

　すぐに異論はなくなった。

　いや、元より声は不満を言ったものだったのではなかった。皇帝の意図を理解したからこそ静まったのだ。

　姿形が問題なのではない。そのような姿に身をやつし、犯罪行こう為いに手を染めようとも、彼の心には一点の曇くもりも悪意もなく、ただ一心に人々のために行動したという事実。

　皇帝は、彼が掲かかげた正義にこそ心を打たれたのだということを、皆みなが理解したのだ。

「……」

　無言で踵きびすを返したゼンライオンに、スーパーはハッと振ふり返った。

「ゼンライオン様、どこへ……！」

「……もはや私の出る幕ではあるまい。お前の信じた自由が皇帝の心を動かし、お前の勝利を認めたのだ」

「しかし、私はまだあなたに礼の一つも……！」

「いらぬ」

「しかしっ……!!」

「私の言葉を忘れたか、スーパー。ゼンラーとはただ笑われるためだけに現れ、そして去っていくもの。お前は見事それを成し遂とげた。皇帝を破顔させ、やがてそれは人々にも伝でん播ぱし、お前が望んだ通りの思いやりに満ちた帝都が取り戻もどされるだろう。それ以上、何を望む……？」

　何も望まない。

　〝彼〟は本当に何も望まないのだと……スーパーは、ゼンライオンの後姿に涙なみだをこぼした。頼たのんだわけでもないのに地位も名めい誉よもかなぐり捨ててこんな自分に付き合い、命を賭かけたのは同じことだというのに、本当に人々の笑顔しか望まないというのだ。

「待て」

「……言ったはずだぞ、皇帝。礼など」

「貴様は極きよつ刑けいだ」

　……。

「ＹＥＳ？」

「極刑だと言ったのだ」

　ゼンライオンはスーパーを指差した。

「恩赦って」

「その兜かぶとはなんだ。ゼンライオンだと？　獅し子しは我が王家の家か紋もんにして、グランマーセナル帝国の国章だ。不敬罪……いや、国家反逆罪の方が妥だ当とうだろう。さすがにそんなものに恩赦を与えるほど私は寛かん容ようではないぞ」

「……フッ。だがここへ至る途と中ちゆう、皆口々に私のことを誰だれかと勘かん違ちがいしていたのを知っているかな？」

「ほう？」

「そう……もし、このゼンライオンの正体があのマヒロ王子だと言ったらどうする!?」

　ニヤリと笑うゼンライオン。

　だがその言葉を耳にした皇帝もニヤニヤと笑い返した。

「この大陸で最も歴史ある偉い大だいなミスマルカ王朝の末孫が、よもやそんなふざけた格好をするはずがあるまい」

「…………。ええ～……？」

「ふん。では逆に聞くが、仮に街中を魔ま法ほう少女の格好で歩いている娘が第一皇女シャルロッテと名乗ったとして貴様は信じるのか？」

「めがっさ信じますけど」

　がす、とネオシスの拳こぶしがゼンライオンを打ち据すえた。

「いい加減なことを抜かすな！　私のシャルちゃんがそんな不良のはずがあるまい！」

「やかましいわクソ親父おやじが魔法少女が不良とかどんな時代の価値観だ!?　ていうかあの強ごう引いんワガママ暴力女ならその格好で魔法のステッキとか言いながらショットガン乱射してても不思議じゃ…………あっ」

　気付いたときには、ネオシスのみならず周囲の男たちの目付きが変わっていた。攻こう撃げき色や、殺意といった形のものに。

　ネオシスが冷たく告げる。

「任せたぞ」

「「「お任せ下さい」」」

　ロッテンハイム宮の警備や近衛このえは、軍の中でも白薔ば薇ら姫ひめファンクラブ会員の中から選せん抜ばつされるという噂うわさがあるが噂は噂であって真実は定かではなく。

「クソがああああああああっ!!」

　ゼンライオンは咆ほう哮こうし、騎き士し団の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱしにかかるのだった。

　そしてスーパーは、あたふたと。

「陛下っ……、何なに卒とぞゼンライオン様にはッ……〝あのお方〟には、寛大なッ……！　この私に、力に頼たよらぬ戦い方を教えてくださったのはあのお方なのです……！　そして今日、本当の意味で陛下に笑顔をもたらしたのは……！」

「……わかっている。皆まで言うな」

　ネオシスは悔くやしかったのだ。自分ではなく、あの少年の力によってこの帝都の平へい穏おんが保たれてしまったことが。

　だからこそネオシスの表情は不条理に対する悔しさにではなく、認めたからこその、晴れやかな悔しさによって彩いろどられていたのだった。
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　数日後。

　帝都、とある酒場……に限ったことではないが、人の集まる場所はどこも似たような話で持ちきりになっていた。

「そんな格好で宮きゆう殿でんに乗り込んだなんて言ったら、問答無用で打ち首だろう」

「それがなんでも、度胸に免めんじて皇帝陛下はお許しになったって言うじゃねえか」

「素すっ裸ぱだかってことは、端はなからお命頂ちよう戴だいってわけじゃねえしな」

「けど死に行くようなもんだろ？」

「だからその度胸がよ……」

　そんな噂うわさ話ばなしを聞くでもなしに、片かた隅すみの席でくすくすと、預言者は笑っていた。エミットはその向かいの席で、ジョッキ片手に小首を傾かしげる。

「まさかあの二人が空を飛んでいったときは、どうなることかと思ったんですけど……」

　エミットが見た感じ聞いた感じ、どうもなった様子はなかった。この街に訪れた頃ころと変わらず、人々が他愛もない話題に盛り上がる平和な酒場。

　呆あきれ半分、感心半分。

「……どうにかなるものなんですね」

「うふふ。ネオシス以下、この国の人々にはまだそんなユーモアを受け入れるだけの余よ裕ゆうがあったということでしょう。やはり面おも白しろいイベントはＬｉｖｅナマで視みるに限ります」

　預言者はホットミルクを一口。

「ほぞを嚙かんだのは物事を楽しめない、追い詰つめられた連中だけです」

「誰のことですか……？」

「紋もん章しようは全て出で揃そろっています。もう少しすれば、本性を現すでしょう」

「はい……？」

　よくわからなかったが頷うなずき、エミットは野菜スティックにディップを載のせて一口……。

「へっ、どうせ今だけさ」

　誰かが吐はき捨すてるように言った。酒場中に聞こえるような声で。

「今だけ貧びん乏ぼう人に金をばらまいて、さも理解を示したフリで不満を押さえようって言うのさ。怪かい盗とうだって本当のところはどうだかな……」

　預言者がすいと席を立っても、その男は気付かぬように続けていた。

「狙ねらったのは皇室と繫つながりのある貴族ばかりだ。本当に丸まる腰ごしの奴やつが宮殿の中に入れると思うか？　結局のところ、全部皇帝の仕組んだ自作自演、パフォーマンスって奴で……なんだ、あんた？」

「ご自じ慢まんの〝システム〟も随ずい分ぶん雑になってきましたね」

「あ……？」

　預言者は男の頭に手を乗せると、まるで、つまらないラジオ番組のチャンネルでも換かえるように、ぐいっと男の首を捻ひねった。

「かちっ！」

　と、スイッチでも切きり替かわったような声が、男の口から漏もれる。

　後……。

「あ……ああ……まあ、そう考える奴がいてもおかしくねえほど大した奴だったってことか？　だよな？」

「そうだよ、なんたって天魔将に取り立てられたってんだぜ？」

「いやけど、俺は体面より俠きよう気きを取った皇帝陛下も、さすがタダモンじゃねえと……」

（……うわぁ……）

　エミットは得も言われぬ気持ちになって、息を吞のんだ。

　しかも、大勢いる店内の誰一人として預言者の方を気にも掛かけない。見向きもしない。相手にもされぬまま預言者は戻ってきて、元のように腰こしを下ろした。

「……今のが……楽しめない人ですか？」

「うふふ？」

　はぐらかすように小首を傾げ、預言者は微笑ほほえんだ。

「私は場の雰ふん囲い気きにそぐわないチャンネルを変えただけですが……あちこちの盛り場で、似たような話は上がっているでしょう」

「不ふ穏おん分子……」

「同じことですよ、エミット。それが正義と信じるのであれば、自分も全ぜん裸らになって玉座まで辿たどり着いてみせればいいものを……馬ば鹿かな奴！　かちっ、て！　うふふっ！　くすくすくすっ！」

（こわいなー、こわいなー……！）

　とは思いつつ。アルコールで火照った身体からだに悪寒など感じつつ……だからこそ、神しん殿でん教団の最さい高こう峰ほうが彼女であることに頼もしさもまた覚えつつ。

「……ところで預言者様」

「何ですか？」

「騒さわぎは一件落着したようですし、この後はひとまず大神しん殿でんへお戻もどりになると言うことでよろしいですか？」

「ええ。視たいものは視ましたから」

「ああ。そうですか。よかった……」

「ついでにゼムンでも回りましょうか？　これから少し面白いかも知れませんよ」

「ここからだとついでっていう距きよ離りじゃないです……。次からはせめて聖騎士長も一いつ緒しよに。私一人だと、預言者様に何かあったらと思うともう、気が気じゃなくて……」

　エミットはそんなプレッシャーを紛まぎらわせるようにごきゅごきゅとまた一いつ杯ぱい、ジョッキを空ける。

「うふふ。でもあんなオッサンと一緒に旅をしても、あなたも面白くないでしょう。ジェスのような若い子ならともかく」

　ふと思う。

「我が勇者は今いま頃ごろ、何をしてるんでしょうね……」

「あなたたちと旅をしていた頃と、何も変わっていませんよ。純じゆん粋すいに。魔ま王おうを倒たおすために。ただそれだけのために」

　エミットの脳のう裏りに思い出されたのは、あの元気な王子様や護衛と一緒にいてもなお、いつも笑わぬ少年の横顔だった。

「……いつか我が勇者も、そういう他愛もないことで笑えるようになればって、思うんです」

「酔よってきましたか？」

「まだ五杯目ですけど」

「ほどほどに」

「はい……」
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　マヒロはシャルロッテの執しつ務む室に向かう道すがら、ルナスに捕まった。

「なぁにが極きよつ刑けい＝極める刑だっ……ただの中年ギャグではありませんかっ……いたたっ……」

　あの後、帝てい国こくと皇室のシンボルである獅し子しを侮ぶ辱じよくした罪により極刑を申もうし渡わたされたマヒロはその名の通り関節を極められまくり、風が吹ふいても痛むような有様で廊ろう下かを歩いていた。アークセラ主しゆ催さいのロッテンハイム・レスリング同好会において丸一日、屈くつ強きような男たちのサブミッションの練習台として酷使されたのだ。

「……だが父上をあれだけ怒おこらせておいてその程度で済んだのから、良かったではないか。事実上の無罪放ほう免めんだ」

　捕まえたマヒロの背におぶさるように腕うでを回したルナスが、歩きながらコロコロと笑う。

「私は正直、父上がそれくらいでお許し下さるとは思ってもみなかった。だが私がそう思ったのもあのクリスの言う通り、このところの父上があまり笑わなくなっていたからなのだろうな」

「……そうなのですか？」

「確かにここまで国が大きくなった以上、威い厳げんある皇こう帝ていであるべきは当然のことだ。娘むすめの私たちも、母上たちもそう思っていた。だが同時に、家族での食事の回数が減り、たまの話題にも国政や外交に関するものが増えていったのも事実だ」

　そうしてネオシスはルナスに対し、些さ細さいなことにも軍人であることを理由に必要以上に強く当たり、ルナスはルナスで認められぬことには絶対に己を曲げぬ性格。

　親娘といえどもその些細な対立がまた新たな対立を呼び、それがまた妃きさきたちの心配の種にもなり……あとは庶しよ民みんや貴族を問わず、どこの家庭にもある泥どろ縄なわだ。

「昨夜は久しぶりに団だん欒らんを過ごしたが、昔のように家族にも給仕にも、誰だれにでも愛想の良い気さくな父上が戻ってきた」

「最初から僕を連れて帰らなければ良かっただけでは？」

「謙けん遜そんするな」

　ルナスは満面の笑みで、マヒロの頭をかいぐり回す。

「お前は良くやった。大陸広しといえども、あの父上にああまで啖たん呵かを切れる奴は他にはいない。やっぱりお前は大した奴だ。私の目に間ま違ちがいはなかった」

「……それはいいですけど、いつまでくっついて歩くおつもりですか」

「ふん、赤い顔で何を言っている？　言ったはずだ、私という鳥とり籠かごから二度と逃にげられぬようにしてやるとな」

「……体重を預けられると重いんですけど」

「私は楽だゾ」

　マヒロが何度目かの諦あきらめの溜ため息いきをつき、軍令本部長の執務室へ入ると……いつも冷静沈ちん着ちやくなシャルロッテも、さすがに奇き異いに思ったようにパチクリとした。

「……何やってんの、あんたたち」

　ルナスが得意満面に答える。

「ペットとしての躾しつけです。私のことは気にせず話を進めてください姉上」

「いや……でもねルナス」
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「それと今後、マヒロが入り用な場合は事前に私に一声かけてくれるようお願いします。何しろこれは私が捕まえてきた私の自慢のペットなので、私のものなのです。姉上が重宝がる気持ちもよくわかりますが、そこはやはり飼い主の許可を得てもらわねば」

「……とりあえず今日のところは、重要なお話があるから……」

「そんなことを言ってもダメなものはダメです。姉上は人の物だと思って粗そ末まつに扱あつかうのですから、そんなに羨うらやましければ姉上も自分で捕まえてくれば良いではありませんか」

「……」

　シャルロッテは席を立つと机を回り。




　カツッ！




　と、フリッカー気味のジャブでルナスのこめかみを撃うち抜ぬいた。

「本当の躾というものをお姉様が教えてあげましょうか、ルナス？」

「あ、ああ、姉上は！　横暴です！　離はなさないと言ったら離さないのです！　この不良娘、父上に言い付」

　カッ、カッ、カッ、ともう数発ジャブを放つと、涙なみだ目めになったルナスはあっさりとマヒロを手放した。

「んっ」

　部屋の出口を指差すシャルロッテ。

　むくれ面で渋しぶ々しぶそちらに向かうルナス。

　ドアを開け、廊下に出た瞬しゆん間かん。

「姉上のバーカッ!!」

　ルナスがドアを閉めるコンマ二秒の隙すきにシャルロッテの投げたデスクスタンドはルナスの顔面を直ちよく撃げきし、勢いのままドアが閉まった。

　廊下で誰かが泣きながら走り去っていくような音が聞こえたが、シャルロッテは何事もなかったように元の椅い子すに腰を下ろした。

「……何の話だったかしら？」

「差し当たってまだ何も聞いていませんが」

「そうだったわね。とりあえず今回の怪かい盗とう騒さわぎに関してはよくやりました」

「そうですか？」

「こんなに綺き麗れいさっぱり終わってしまうと、預言者様のお告げも本当のところどうだったのか疑わしいくらいだけど……」

　実際のところ、ゼンラーマン・スーパー……クリストファー・ランファの行動は英えい雄ゆう的行こう為いとして人々に讃たたえられた。またそれを笑って許し、己に非があったことを認めた皇帝の寛かん大だいさと謙けん虚きよさも、広く人々に知られることとなったのである。

「でもまあ、よくやったわよ。お父様のいい噂うわさが広がれば、今後は諸しよ侯こうも理由も無く難なん癖くせ付つけるような真ま似ねは控ひかえるでしょう」

「……庶民の声も魂たましいの叫さけびも、政治の道具に過ぎませんか」

「逆でしょう。庶民であっても魂の叫びだからこそ、政治レベルに影えい響きようするほど響ひびいたのよ。それくらいは私もわかっているつもり……いえ、そういった意思の力を思い知らされた、と言うべきかしらね」

「……え。そういうナマの声聞くために記者の真似とかやってるんじゃ」

「聞いてます、けれども」

「そのうちほら。あの、あれ。鉄仮面とかいうのも、ちゃんと不満の原因を聞いてみた方がいいんじゃないですか？」

　ガタ、とシャルロッテが席を立った。

「まさかのゼンラーマンＶＳ．鉄仮面!?」

「ないない」

「それを葉は多た恵えに頼たのんで劇団ニンニン座でまさかの興業化!?」

「ないって！」

「でもね、マヒロ。私はこうも思うのよ」

　シャルロッテは静かにバルコニーへと歩み寄り、帝てい都との広がる外の世界へ視線を馳はせる。

「そう……あれが最後のゼンラーマンとは思えない。私たち人類が……えっと……うまく思い付かないけど、きっと第二、第三の」

「スーパーの時点で既すでに四人目なんですよっ!!」




　　　　◆




　どうにかシャルロッテを言いい含ふくめ、ゼムン行きの打ち合わせも終えたところで、今度はネオシスの執務室に呼び出された。

「どうだ。少しは懲こりたか」

「さあ、どうでしょうね。馬ば鹿かは死ぬまで治らぬ病気ですからね」

　節々を痛めながらも強がりを言うような少年を、ネオシスは鼻で笑った。

「そうか。ならば良い」

「……良いとは？」

「旧文明の古代か中世か忘れたが、時の王たちは常に道化師を側に置き、風ふう刺しさせることで自らの戒いましめとしたという。認めたくはないが……貴様は、この私にとっての最も痛つう烈れつな道化師なのだろう」

「風刺や批判するだけでいいのなら、民衆は誰しも道化師ですよ。スーパー……クリストファーが言ったように、正しい意見には黙だまって耳を貸してくれると信しん頼らいできる、そういう王としての親しみある態度を失っていただけではないですか？」

「……かも知れぬ。だがそんなことは関係無しに、貴様は常つね日ひ頃ごろこの私に批判的な態度を取り続けてきた」

「それはまあ生まれた国の一つも滅ほろぼされれば、そんなものでは？」

「それだ」

　ネオシスはマヒロを指差した。

「肉親を殺された恨うらみさえ理性で切り捨て、そうした背景的な事情すら利用し、公然と私を批判し得る立場を造り上げることで貴様の思うように意見し、結果私を誘ゆう導どうしている……というのは、キラの言葉だ」

　マヒロはおどけたように肩かたをすくめる。

「へえ？　あの宰さい相しようが。でもどうでしょうね。恨み辛つらみによる行動は良い結果をもたらさない、というのは物語の中でよく使われるテーマですが……僕は概おおむねその考えに賛成です。まあうちの父上なんかは、憎にくしみは最も効率の良い行動原理……のようなことを言ってましたけどね」

「……ラヒルⅡ世が？」

　彼については冷静沈着を絵に描えがいたようなイメージしか持たないネオシスにとっては、その男が感情論を口にすること自体、意外な話に思えた。

「ええ。それでもって僕は父上のことは嫌きらいだったので、反骨心からというのもありますけどね」

　その冗じよう談だんめかしたマヒロの笑顔、ネオシスには本心か欺ぎ瞞まんかの判別が付きかねた。

　付きかねているうちにマヒロが言った。

「そこまでうちの父上が恐おそろしかったのですか？」

「獅し子しを見て恐れを抱いだかぬ人間はあるまい。同じことだ。蛇へびを見て危機を感じぬ獣けものもあるまい」

「そこにいたのも気付かないように踏ふみ潰つぶしておいて、よく言いますね」

「だが一度でもその牙きばが触ふれ、毒が回ればそれまでだ。しかも我が娘むすめは、面白半分にそれを巣に持ち帰ったときたものだ」

　マヒロは笑った。

「感謝しているとは言いませんが、ここでの暮らしもまあ気に入っています。何か気に入らないことがあったら、またその都度言いますよ。遠えん慮りよ無く」

「やれやれ、頭の痛い話だな」

　そうは言っても、ネオシスの顔は明るいものだった。

「獅子身中の虫だ。しかも毒どく蛇へびときた」

「人聞きの悪い。薬ですよ。劇薬なだけです」

「フッ。世間ではそれを毒と言うのだ、愚おろか者め……」







　こうして帝都の危機は去った。

　だがゼンラーマン・スーパーというヒーローの陰かげに、それを支えたゼンライオンというもう一人のヒーローがいたことは、あまり知られていない。

　彗すい星せいのように帝都に現れ、そして疾しつ風ぷうのように捕とらえられていった自由の獅子、ゼンライオン。

　果たしてその正体は一体何者であったのか。

　その後、彼の姿を見た者がいたかどうかは……また、別の話。













　あとがき




　ゼンラーマンだと思った？

　残念！　ゼンライオンでしたーっ!!




　……とか三十代にもなって本気で言ってて嫌いやになっている自分が好きです。

　二巻と四巻のほんの一場面しか出てないにもかかわらず絶大なる人気を博した〝ヤツ〟なわけですが、皆みな様さま何を考えていらっしゃるのでしょうか。お仕事やお勉強はちゃんと頑がん張ばっていらっしゃるのでしょうか。先生は悲しいです。先生は半分ニートみたいなものだから頑張らなくてもいいんです。そう思って〝ヤツ〟を封ふう印いんすることにしました。

　時は流れ……。

　気が付けばデビュー十周年到とう達たつ！　ミスマルカも十巻到達！　ローマ数字で言うところのⅩじゆうですよ！　これは何かの天てん啓けいに違ちがいない！




　記念に何かやらねば!!（思考停止開始）




　そんなとき、奇くしくも編集部の新体制移行に伴ともない臨時担当であったｍ編集長閣下からこのようなメールが届きました。

『社内の企き画かく会議をとおすため、「ミスマルカXI」「レイセン６」の、本当に簡単なあらすじ（２００文字くらいで大だい丈じよう夫ぶです）を今度教えていただければ助かります。無理のない範はん囲いで、いつごろならお願いできそうでしょうか。』

　もちろん私は無理のない範囲で即そく日じつそれら二つのありもしないあらすじをでっち上げると、何かに取とり憑つかれたようにそのテキスト文書の最後にこう書き加えました。




『ミスマルカＸエツクス巻あらすじ

　帝てい都とに現れる謎なぞのヒーローが巷ちまたの噂うわさになっている。夜な夜な貴族や豪ごう商しようの屋や敷しきを襲おそっては、奪うばった金品を貧しい者たちに分け与あたえているというのだ。そしていつしか、人々の間ではこのような伝承がまことしやかに囁ささやかれるようになった。

　その者、全すべての衣ころもを纏まとわず暗黒の都に降り立つべし──。




　まさか……ヤツが、帰ってきたのか？

　馬ば鹿かな！　ヤツはもう死んだはずだ！

　法という秩ちつ序じよの名の下に、自由は死んだ！　真の自由は死んだのだ!!

　第二部では登場しないと、作者本人が明記している！

　では……！　ヤツは、一体……!?




　これは……、Ⅹ（じゅう）ではない。

　Ｘ（エックス）だ──!!




　……おや？

　次巻のあらすじが二つもあるとは、不思議なこともあるものですね。先日の打ち合わせの際、次の区切りまでの構想が妙みようにあやふやだったのはなぜでしょうか。

　よろしい、では逆に問いましょう。




　スニーカー編集部にッ!!　気き概がいはあるかとッッ!!

　カバーイラストに美少女を使わずッッッ!!

　惜おしげもなく肉体をさらけだした仮面の漢おとこが腕うで組ぐみをした仁に王おう立だちで不敵に嗤わらっているッッッッッ!!

　そんな漢おとこ気ぎに溢あふれたライトノベルを出版する勇気はあるかとッッッッッッ!!

　美少女キャラに埋うめ尽つくされたライトノベル新刊コーナーに一石を投じッッッッッ!!

　マグニチュード10の激げき震しんを走らせるパワーはあるかとッッッッッ!!』（原文ママ）




　企画会議にかけるっつってんのにこんなもん送る方もどうかと思いますが、思考が停止していた状態でしたので情状酌しやく量りようの余地はあると思います。

　お返事が来ました。

『喜んで～。』（原文ママ）

　この編集長タダモンじゃねえと思いました（品のある優やさしげな雰ふん囲い気きの女性です）。

　ってそうじゃねえよ！　喜んでどうするんですか!?　違うだろ!?　「冗じよう談だんですよね？」とか「そんな反社会的なキャラクターが登場する作品うちでは出版できません」とか「角川は教科書作ってる会社なのでそういうのは他よ所そでやってください」とか「本を作るということを真しん剣けんに考えてください」とか、もっと他ほかにあんだろッ!?

『そもそも、過去ゼンラーマンマスクコンテストとかやっているレーベルなんですから、何があっても不思議ではないでしょう。』（原文ママ）

　すげえぜスニーカー文庫ッ!!（俺の前科だけど）

『それでもって、（たとえばですが）オビに「ミスマルカⅩ」Ｐ１２５のユリカ様のイラストをコラージュしたら良いんじゃないでしょうか……。』（原文ママ）

　……その発想はなかったです。ユリカ様かわいそう。

　後日、正式に決まった担当との顔合わせを兼かねた打ち合わせ。




ｍ閣下「表紙のペンデュラムがタイトルのＸで隠かくれるようにしようかと！（ノリノリ）」

担当Ｉ「隣となりのビーンズ文庫の人たちもとても楽しみにしてますよ！（ノリノリ）」

　俺　「ああ、はい、それはいいですね！　アハハ！（引き気味）」




　ちなみに新担当Ｉも女性です。

　ビーンズ文庫編集部も女性の方が多いようです（ちょっと夢が壊こわれましたが）。

　……。

　いいえ、ビーンズの編集部はスニーカーと違ってキラキラフワフワしているに違いないのです。机に可愛かわいいポプリとか置いてあるんです。素す敵てきですね。

　うん。信じてますからね。




　そのような艱かん難なん辛しん苦くを経て本当に発売されることになったこの話。

　まずは編集長であらせられるｍ閣下、記念という私のワガママから始まったこんなアレな作品に多大なるご理解を示して頂きまして、ありがとうございます。編集部に対する嫌がら……挑ちよう戦せんはこれにめげず今後とも続けていくつもりですが、閣下個人には既すでに勝てない気がしています。またこの場をお借りして、ＷＥＢ連れん載さいでは多大なる便べん宜ぎを図はかって頂いたことにつきましても、深く感謝を申し上げる次し第だいです。




　次に担当Ｉさん。編集者としての初めての担当が私というのは、運がなかったと諦あきらめてください。まあこんな話ばかりでもない（と思う）ので、これからもよろしくお願いします。先日編集部の引ひっ越こしでお片付けが大変というメールを頂きましたが、新しいオフィスではその後いかがでしょうか。どうしても散らかってしまうようでしたら、ビーンズ編集部みたいにポプリを飾かざると良いと思いますよ。埋うもれたりどこかに行ってしまわないように心がけると、自然と整理整せい頓とんが行き届くはずです。

　……邪じや魔まとか言わないのが本当の女子力だぞ。




　イラストレーターのともぞさん、毎度毎度お世話になっております。とんでもないイラストをお願いして申し訳ない限りです。でもこの仕事を承しよう諾だくしてくださったおかげで、この本はある意味で伝説になる！　と思います！　きっと！　たぶんですけど！

　でもそれより何よりルナスのお出かけ衣い装しようが素敵過ぎて「いやさすがにお姫ひめ様が太ふと腿もも出すのはリアリティ的にまずいだろう」と私の中の良心が囁いたのですが良心なんてどうでもいいです。こんな素敵なものを私一人で見てたら読者さんへの大変な背信行こう為いになりますからね。やはり鎧よろいにハイレグは最高です。いずれ機会があったらビキニアーマーを出したいと思っているので、その際にはまたよろしくお願いします。ぜひぜひ。何なに卒とぞ。




　そして読者の皆みな々みな様さま。

　盛大に回り道をしてしまった分、お詫わびと言ってはなんですが次巻予告です。

『ついに出で揃そろった五枚の紋もん章しよう、しかし最後の一枚はパリエル傭よう兵へい団の活かつ躍やくにより聖せい魔ま杯はい復活を目もく論ろむ帝てい国こくの手を離はなれた！　そんな折、傭兵集団で作るゼムン義勇軍のリーダーを決めるため、武ぶ闘とう大会の開かい催さいを宣言するゼムン王。優勝者には一軍の将としての地位はもちろんのこと、好きな望みを何でも一つ叶かなえてくれるという……!?　旧連合諸国としての説得に行ゆき詰づまりを感じていたリーゼルは、ゼムン王にヴェロニカ侵しん攻こうを踏ふみ止とどまらせるために。パリエルは姫としてではなく、偉い大だいな父の娘むすめとしてその威い光こうを継つぐ力を証明するために。そしてマヒロは、ゼムンそのものを帝国領として併へい吞どんするために……!?』

　……というのが先述の会議用に投げた十一巻の本当のあらすじだったりします。

　適当に書いたものなので細かい設定や経けい緯いや話そのものは気分で変わるかも知れません。

　予告になってないじゃん……。

　まあその場しのぎなんで、こんなもんです。立派な先生方であればきっと中ちゆう盤ばんの展開から結末まで書けるのでしょうけどね。そうでなければ編集者と打ち合わせも出来ません。

　そして私は打ち合わせをしないので担当諸氏は困ったものです。誰だれがその大会で優勝するかとか、まだ決めてません。誰が優勝してもその後がめんどくさそうで鬱うつになるのですが、大だい丈じよう夫ぶなんでしょうか。

　まあそのときになったら考えればいいですよね！（思考放ほう棄き）




　さて最後になりました。何がすごいって、応おう援えんさえあればこんな本でも堂々と世に出てしまうという読者さんの存在の大きさに、改めて感服した次第です。ありがとうございます。お勉強やお仕事や社会生活の方は大丈夫でしょうか？　大丈夫ですね！

　この本をお手に取ってくださったユーモア溢れる皆様にこそ楽しんで頂きたく、また、くすりとでも笑ってもらえたなら書き手としてとても幸せなことだと思う次第です！

　それではここまでのお付き合い、本当にありがとうございました!!




　二〇一二年　Ⅹじゆう月


林　トモアキ　　
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